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　元旦に紫し宸しん殿でんにて、帝みかどが位くらいを譲る儀ぎ式しき〈践せん祚そ〉が執とり行われた。

　これにより宣せん陽よう帝ていは上じよう皇こう・宣陽院となり、同どう母ぼ妹まい・縋すが子こ内ない親しん王のうが新しい帝として立つこととなる。彼女の即そく位い式しきは明日大だい極ごく殿でんで行われることになっているが、それに先立ち伊い勢せ神じん宮ぐうには即位を報告する「奉ほう幣へいの使つかい」が発はつ遣けんされた。

　数百年ぶりの女じよ帝てい誕生に、京の町ではあらぬ憶おく測そくやよからぬ懸け念ねんがささやかれているという。なにしろ南なん都と（奈な良ら）の時代にはあれほど数多くいた女の帝が長い間立たなかった理由は、最後の女帝となった称しよう徳とく帝ていが寵ちよう愛あいする僧そう・道どう鏡きようを政治に介かい入にゆうさせて国政を混乱させた教訓があるからだといわれている。それで噂うわさ好ずきの京の民は、美び貌ぼうの誉ほまれ高い新帝が同じ轍てつを踏みはしないかと興味津しん々しんに語っているのだという。

「だから女の帝はって……、やらかしてもいないうちからなにを言っているのかしら」

　話を聞いた斎さい王おう尚侍ないしのかみこと塔とう子こ女によ王おうは、あきれつつもしっかり反論した。

　正装である唐から衣ぎぬ裳もはすでに脱ぎ、表おもて濃こき紅べに、裏うら紅こう梅ばいの梅うめ重がさねの袿うちぎに着替えている。下に襲かさねた単ひとえは淡い萌もえ黄ぎで、褻けの衣ころも（日常着）ながらも新春の日にふさわしい装よそおいだ。

　御ご所しよは践祚と新年の儀式が重なり朝からばたばたしており、名目だけの尚侍である塔子も一応儀式に参加させられ、夕刻になってようやくお役やく御ご免めんとなったのだ。そして新しく賜たまわった麗れい景けい殿でんの母おも屋やで一息ついたところで、その話になったのである。

「まあ、京きよう雀すずめの噂好きはいつものことですわ」

　むかい側に座っていたのは、縋子付きの女によう官かん・花はなの君きみである。縋子の即位に伴ともない、東ひがし三さん条じようにある邸てい宅たくから雪ゆき、月つきの二女官とともに御所に移ってきたのだ。ちなみに上皇となった宣陽院は新しい仙せん洞とう御ご所しよ（上皇や法ほう皇おう等、退たい位いした帝が住む邸やしき）の建築が間に合わず、数人いる彼の妃きさきと幼少の内親王とともに、縋子の住居であった東三条院に住むこととなった。

　本日の践祚を終えてすぐに、宣陽院は清せい涼りよう殿でんを縋子に譲って東三条院に移っている。御所に住む彼の妃達の中には既に移った者もおり、他の者も近日中に移動する予定となっているそうだ。

「もちろん斎さい院いんの宮みや……と、主上おかみのご気性を存じている公く卿ぎよう達には、そのような不ふ埒らちなことを言う者など一人もおりませぬが」

　花の君が言う斎院宮とは縋子のことである。京きよう極ごく、宣陽と二代の帝の治ち世せい、三十年の長きにわたり賀か茂もの斎さい院いんを務つとめてきた実績に敬けい意いを表して、退任後もそのように呼ばれていたのである。

「そりゃあ、どう考えたって上皇様より主上のほうが手て強ごわいですよね」

「まあ、斎王尚侍もおっしゃいますこと」

　袖先で口許を押さえつつ、花の君は笑った。おとなしくて気弱な宣陽院と、女じよ傑けつの聞こえの高い縋子のどちらが公卿達にとって扱いやすいかといえば、答えるまでもない。

「それにたとえ道教や藤ふじ原わらの仲なか麻ま呂ろのような不埒者がいても、主上は上皇様以外の殿との方がたには目もくれませぬからねえ」

　花の君の断だん言げんに、思わず塔子は噴き出した。

　よく言えば豪ごう傑けつ、端たん的てきに言えば傍ぼう若じやく無ぶ人じんで破は天てん荒こうの縋子であるが、その彼女が唯ゆい一いつ頭のあがらない相手が同母兄・宣陽院なのである。人は自分にないものを求めるとはよく言うが、縋子の場合はあまりにも極端で笑いしか出てこない。

　いったん笑いが収まってから、塔子は言った。

「でも、仲のよいご兄妹きようだいの話は昔からありますけどね。記き紀き（古こ事じ記きと日に本ほん書しよ紀き）にも垂すい仁にん天てん皇のうのお后きさき・サホヒメと兄サホヒコの話や、允いん恭ぎよう天皇の息そく女じよ・軽かるの皇み子こと軽かるの大おお郎いら女つめの話とか───」

「いずれにしろ、顚てん末まつを考えれば縁えん起ぎでもないですね」

　苦笑交じりの声は、花の君のものではなかった。御み簾すのむこうに見える姿に塔子は目を円まるくして叫んだ。

「東とう宮ぐう様！」

　その言葉に、御簾に背をむけて座っていた花の君が驚き顔で振り返った。

「こんばんは、入ってもいいですか？」

　御簾先の廂ひさしから朗ほがらかに言ってのけた人物は、東宮・明あか槻つき親王だった。

　急いで誰かを呼ぼうとした花の君を塔子は制した。下へ手たに女官を呼ばれては、仰ぎよう々ぎようしくなっておちおち話もできない。

「あとはこちらでしますから、花の君は主上のもとにお戻りください」

　用事があって麗景殿に渡ってきはしたが、縋子付きの彼女の持ち場は、帝の居きよ所しよである清涼殿となる。そのつもりで塔子は言ったのだが───。

「まあ、私といたしましたことが、気が利きかずに申し訳ございません」

「は？」

　からかうように花の君は言う。意味が分からずにいる塔子を無視して、花の君はいそいそと立ちあがり、そのまま御簾の間からするっと出て行ってしまった。しかも廂ですれちがうとき、やけに意味ありげに「どうも、お待たせいたしました」などと明槻に声をかけていった。

　すぐに入れ替わるように明槻が入ってくる。花の君の言葉を塔子の了りよう解かいと受けとめたのかもしれないが、およそ御所内においての行動とは思えぬ不ぶ躾しつけさではある。

（でも、いまさら御簾越しに話すような相手でもないしねえ………）

　女官の目があるのなら少しは遠えん慮りよするが、幸か不幸かあたりに人ひと気けはない。

　ちなみに雪月花の三女官にかぎっていえば、塔子と明槻の高貴な人らしからぬ大だい胆たんなふるまいにはだいぶ慣れている。仕つかえている主人が縋子なので、高貴な方々のふるまいに対する認識が通常のものではないのかもしれない。

　しばし悩みはしたものの、すぐに開き直り塔子は横にずれて明槻が座るための場所を空あけた。一枚だけ敷しいた畳たたみの中央に塔子は座っていたのだ。女官達がいれば茵しとねも畳も別のものを用意してもらえたのだが、そうなると今度は几き帳ちようかなにかを隔へだてて話さなければならなくなる。

「急にすみません。使いを出そうと思ったのですが、皆忙しそうで」

　塔子の横に腰を下ろしながら、申し訳なさそうに明槻は言った。東宮にのみ許された禁きん色じきである黄おう丹にの袍ほうという出いで立たちから察さつするに、儀式が終わってすぐここに足をむけたようだ。

　正月と践祚が重なって、儀式が終わったあとも御所はあわただしかった。それでなくとも人数が減った女官達のほとんどが出払っているようで、塔子も忙しくしている女官達に声をかけることが気の毒で、一人で麗景殿まで戻ってきてしまったのだ。

「ううん、私もそのほうが助かったから」

「え？」

　真顔で返され、塔子はとっさに返答に詰まる。

「………だって、ほら。女官達がいたらいっぱい話せないし」

　明槻は不意を突かれたような表情で、まじまじと塔子を見下ろした。そんな彼の反応に塔子はあわててしまう。

（ち、ちょっと、ここはおどけるか、笑って流すところでしょ！）

　心の中で激しく突っこんでいると、とつぜん明槻は塔子の頭をぐいと引きよせた。小柄な塔子の身体からだは、彼の広い胸にすっぽり収められてしまった。

「ち、ちょ………」

　とっさに身をよじらせ抵てい抗こうを試みるが、抱きしめる腕はいっこうに緩ゆるまない。あたりまえだが力の差は歴れき然ぜんとしていた。それでも最初はごそごそと身体を動かしはしたが、衣きぬにたきしめた例の金きん木もく犀せいの香こうに気づくと、瞬またたく間に抵抗する気持ちが萎なえてしまった。

（いい香りだなあ）

　自分も同じ香を持っているにもかかわらず、うっとりと塔子は思った。

　考えてみれば年末に御所に戻ってから、まともに顔を見る間もなかった。日数にすれば数日のことだが、なんだかすごく懐なつかしい気持ちになる。おとなしく胸にもたれかかっていると、明槻は髪を梳すくようにして塔子の背を撫なではじめた。心地よさから日ひ向なたぼっこをしている猫ねこのように眼めを細めてしまう。

「もう少し行事がつづきそうなので、ちょっと抜け出してきたんですよ。昭しよう陽よう舎しやと麗景殿が近くてよかった」

　背中をさすりながら明槻は語った。即位に伴い行われる予定の女によ官かん除じ目もくで、塔子は東宮から帝の尚侍となる。東宮御所でもある昭陽舎から麗景殿に先立って移ったのは、そのためだった。本来であれば女によう御ごが入る殿舎であるが、昭陽舎と清涼殿の双方に近いということもあり利り便べん性せいを考こう慮りよされたのだ。女帝の即位により妃がいなくなる御所が空き室ばかりとなるので、可能なかぎり埋めに走った感がなきにしもあらずなのだが。

　塔子は明槻の胸から一度顔を離し、おもむろに彼を見あげた。

「疲れていない？」

「大丈夫ですよ。これぐらいでへばっていては、このあとがやっていけませんしね。なにしろとうぶんは行事が目白押しですからね」

　どうということもないように明槻は語る。

　若じやつ干かん不安は残るが、明るい表情に力づけられてあらためて塔子はうなずく。

「儀式のあらましはざっと聞いたけど、本当に大変そうね。主上が嫌になって放り投げなきゃいいけど」

　あながち杞き憂ゆうでもなく心配をする塔子に、明槻はひるみかける。

「どうしたの？」

「実はすでに癇かん癪しやくを起こしかけて、皆してなだめてきたところだったんですよ」

「………」

　明槻が疲れているのは、行事のためではなくそのせいかもしれない。

　心配そうな顔をする塔子に、明槻は自みずからの不安を振りはらうようにきっぱりと言った。

「大丈夫です。いざとなったら上皇に説得してもらいますから。主上にとって上皇は、猫にとってのまたたびのようなものですから」

　冗じよう談だんとも思えぬ明槻の喩たとえに、塔子は思わず噴き出してしまう。

「兄上ってそんなものなのかしら。私にはいないからよく分からないけど」

　しみじみと語る塔子を、明槻はちらりと見やる。

「───叔お父じ君ぎみは、兄君のようなものでしょう」

　なぜか〝兄君〟という部分を、一ひと際きわ大きな声で明槻は言った。もちろん意図は分かったが、塔子は空そらとぼけて首を傾かしげる。

「う～～ん、よく言われるんだけど、それもちょっとちがうのよね」

　曖あい昧まいな表情で答えを濁にごしたのは、おそらくどう話したところで伝わらないと思ったからだ。塔子にとって叔父である貴たか哉なりは、いまでもいちばん一緒にいて自然で安らげる人間だ。そのうえで、いろいろと面めん倒どうなしがらみがある明槻を異性として好きになった。

　だがそんなことを口にすれば、きっと明槻は気分を害がいするだろう。たとえ、この世にいる男の人の中であなたがいちばん好きだと言っても、逆の立場で自分が同じことを言われたのなら少なからず不安になる。

　そう考えた塔子は、ひとまず話題を変えることにした。

「そういえばさっき、記紀の兄妹を縁起でもないって言ったでしょ」

　とつぜん話を変えられた明槻は、一瞬解げせないような表情を見せた。だが敢あえてなにも言わず、こくりとうなずいた。

「古事記って同性同士の兄弟だと、仲が悪いというか平びよう等どう性せいを欠いた話が多いわよね」

「───なにかありましたっけ？」

　一度首を捻ひねってから、明槻は問うた。

「ホデリノミコトとホオリノミコト（海うみ幸さち彦ひこ・山やま幸さち彦ひこ）の兄弟とか、コノハナサクヤヒメとイワナガヒメの姉妹しまいとか」

「ああ……」

　なるほどと明槻はうなずいた。悲ひ運うんの死にまではいたらないが、とばっちりの不幸という点ではこっちのほうが悲ひ惨さんかもしれない。特にコノハナサクヤヒメとイワナガヒメの姉妹の話は、同性としては身につまされる。ちなみにコノハナサクヤヒメは、ホデリノミコトとホオリノミコトの母親である。

「同性の兄弟は、現実の世でも面倒なことになっていますけどね」

　少々険けんのある明槻の物言いに、塔子は少し表情を曇くもらせる。

　彼がなにを言いたいのか、もちろん承しよう知ちしている。

　昨年末、塔子達が熊くま野の行ぎよう啓けいに赴おもむいているさなか、東宮妃候こう補ほの筆ひつ頭とうであった大だい納な言ごんの二にの姫ひめが結婚した。それ自体は明槻が彼女の入じゆ内だいに乗り気ではなかったこともあり、渡りに船ではあったのだが、相手が彼の異母弟おとうとである三さんの宮みやということが問題だった。

　政治的な事情から確かに長引いてはいたが、摂せつ関かん家けの娘である二の姫の入内はいずれあるものと思われていた。つまり三の宮は、東宮妃に内定していた姫に手を出したのである。これは異母兄である明槻との対立を明確に意思表明したようなものだ。

「私、三の宮様のことはよく存じあげないのだけど、もし二の姫様に本当に想いをよせておられたとしたら、お気の毒なことだとは思うけど」

「それは私も思います。いずれにしろこの件で、私が帥そちの宮みやや二の姫になにか言う権利はありませんしね」

　遠えん慮りよがちな塔子の言葉に、明槻はあっさりと同意した。

　帥の宮というのは三の宮のことである。大だ宰ざい府ふの長ちよう官かんのことを大だ宰ざいの帥そちというが、この職がいつのころからか親しん王のう職となり、大宰帥となった親王のことを帥の宮と呼ぶようになったのである。長官といっても当人は赴ふ任にんをせず、次じ官かんや現地の者に業務を代行させる〈遙よう任にん〉の形を取ることが慣かん例れいである。

「ですから私としては、あまり事を荒立てたくないんです。そもそも私と大納言の駆け引きに振り回された二の姫には気の毒な話ですし、熊野でも言ったように、正直助かったという気持ちのほうが強いものですから」

　そこで明槻は一度言葉を切り、ため息交じりに言った。

「ですが猶は母は、じゃない、主上が立りつ腹ぷくしてしまって………」

　なるほど、と塔子はあいづちを打った。

（そうよね。斎院宮様からすれば、猶子こどもの顔に泥どろを塗ぬられたようなものだものね）

　叔お母ばという立場からすれば、縋子にとって明槻も三の宮も同じ甥おいだ。しかし縋子は明槻を猶ゆう子しにしているのだから、とうぜん思い入れに差はあるだろう。本人にはいまひとつその自覚がなさそうだが、彼女の明槻に対する思い入れは並々ならぬものがある。

　その縋子が帝に立ったのだ。しかもどう考えても傀かい儡らいにはなりそうもない。

　これは明槻にとってこのうえなく頼もしい味方ができたことになるが、逆に言えば彼女の機き嫌げんを損そこねた三の宮の立場は、危あやういものになりかねない。

「主上がなにか言ってらっしゃるの？」

　塔子の問いに、明槻は気き難むずかしげに眉み間けんに皺しわを刻きざんだ。その表情に塔子は、明槻がなにか厄やつ介かいなことを口にするのかと身み構がまえた。

　ところが明槻は、短い思し案あんのあとなかばやけのように声をあげたのだ。

「ああ、そんな話はあとでいいですよ。せっかくあなたと一緒なのに」

「え？」

　塔子は訝いぶかしい気持ちで明槻を見る。言葉だけ聞けば甘あまいが、どうも追つい及きゆうを避さけての発言のように思えたからだ。

　探るような塔子の眼まな差ざしから、明槻はわずかに目を逸そらす。政争的なことにあまり深く突っこむのも躊躇ためらわれ、しかたなく塔子も話題を変えた。

「あの、疲れていない？　少し休んだら」

「じゃあ膝ひざ、貸してください」

　ふてくされた物言いに、一瞬なにを求められているのかと思った。しかし明槻は塔子の返事も待たずに冠かんむりを外すと、塔子の膝に頭を乗せて横になった。

　その段階になって、ようやく彼の行動を理解した。というよりも現状を見ればあきらかだ。

（え、え、え～～～！）

　あたふたして膝の上の明槻の顔を見下ろすが、彼は素そ知しらぬ顔で目をつむっている。

「ち、ちょ………」

　遠慮がちに声をかけるが、明槻はまったく反応を示さない。いくらなんでも寝入っているはずはないから、絶対狸たぬき寝ね入いりに決まっている。ようするになんの抗こう議ぎも反論も聞かないという態たい勢せいだ。

「ちょっと、目を開け───」

　抗議しかけた塔子だったが、ふと思いつく。

（で、でも、この状態で目を開けられたら、それはそれで困る気もする）

　相手の睫まつ毛げまではっきり見えるほど間近で見つめあう。状況を想像してみると、少々視線のやりどころに困る。ならば顔をあげて前を見ればいいのだろうが、一方的に真下から見あげられるというのも非常に落ち着かない。

（ど、どうしよう……）
















　焦あせりまくる塔子の耳に、気持ちよさそうな寝ね息いきが聞こえてきた。

　まさかと思って見下ろすと、狸寝入りだと思っていた明槻が本当に寝入っていたのだ。

　塔子はしばしあぜんとする。信じられない、こっちはこんなに緊きん張ちようしているのに！　しかもこんなに気持ちよさそうに。

　気抜けしたあとすぐに怒りがこみあげて、思わず空中でこぶしを握りしめる。

（だいたいこのあとも儀式が控えているって、自分の口で言ったばかりじゃない）

　ならばすぐにでも、彼の乳兄弟平たいらの直なお霧ぎりあたりが呼びにくるかもしれない。この状況を見られたりしたら、かなり恥ずかしい。塔子はあわてて明槻を起こそうとしたが───。

　格こう子しから射しこむまだらな西日に照らされた寝顔があまりにも気持ちよさそうだったので、勢いをそがれたようにぽとりとこぶしを下ろしてしまった。

（疲れているんだろうなあ………）

　熊野から戻ってきたのは、ほんの数日前だ。それから今日まで、践祚と新年の行事の準備で、朝から晩まで忙ぼう殺さつされていたはずだ。今朝とってつけたように呼び出され、夕刻には解放された塔子とは疲ひ労ろう度どもちがってとうぜんだろう。

（お、起こしたら、可か哀わい想そうかな）

　いずれは紫宸殿に戻らなければならないが、もう少しぐらいなら、このままにしてあげていてもよいのではないか。心地よさそうな寝顔にそんなふうに考えた塔子は、梅重の袿うちぎを脱ぎ、ふんわりと明槻の身体にかぶせた。

　静かに時間が過ぎてゆき、格子から射しこむ陽射しが次第に暗くなっていった。

　塔子はその姿勢のまま、膝の上にある明槻の顔を見下ろしていた。

　本当に非ひの打うちどころのない、端たん整せいな顔立ちだ。それを言われると本人はひどく嫌いやがるそうだが、生せい母ぼである榠めい子こ内親王にそっくりだと聞いたことがある。

　絶世の美女と謳うたわれた母親似と言われることを苦痛に感じるのは、明槻の出しゆつ生せいの曰いわくを考えれば分からないでもなかった。

　御所の人間どころか、京きよう童わらわまでもが噂うわさをしている。

　東宮明槻親王の父は宣陽院ではなく、祖そ父ふ法ほう皇おう・京極院なのだと。

　榠子内親王が父と息子むすこの双そう方ほうに相あい次ついで入じゆ内だいしたため、宣陽院のもとに入内してから九カ月後に産まれた明槻は、けっきょくどちらの子供なのか分からないままなのである。

　とうぜんながらこのことは明槻と宣陽院の関係、並びに彼の宮きゆう廷ていでの立ち位置に微び妙みような影を落としている。明槻の宣陽院に対する思いが相当複雑であることは、会話のふしぶしからうかがうことができる。

　だが母親である榠子内親王にかんしては、故こ人じんということもあるのかこれといった反応を見せない。もちろん似ていると言われることを嫌がるのなら、よくは思っていないのだろう。だから塔子はときどき思い出すのだ。五ごの宮みやの事件のおり、梅うめ壺つぼの女によう御ごと五の宮の母子おやこ関係への疑問を訴うつたえた塔子に、明槻がよく分からないような反応を示したことを。そのうえ彼は、九つの子供が母親を疎うとんじているのでは、と平然と言ったのだ。

　ひょっとしてあれは、明槻自身の母子関係に根ざしたものではなかったのだろうか？

（榠子内親王様って、どんな方だったのかしら………）

　そんなことを考えていると、膝の上の明槻がぱちりと目を開いた。

　睫毛が数えられそうな距離で、二人は見つめあう。先せん刻こく想像した事態がそのまま実現して、塔子は猛もう烈れつに焦あせりまくった。

　しかし明槻のほうは、どことなくぼんやりとしている。

「………女王？」

「は、はい」

「夢かな？　なんであなたがここにいるのかな」

　ぼそりと明槻はつぶやいた。塔子は耳を疑った。

　ひょっとして、寝ぼけているのだろうか？　たったあれだけの時間のうたた寝で。

　信じがたい思いで見下ろしていると、明槻が右手を伸ばして塔子の頰ほおに触ふれた。とつぜんの行為に塔子は驚くが、明槻のほうもわれに返ったように瞳ひとみをぱちくりさせる。

「あ、そうか………」

　ぼそりと独ひとりごちた言葉から、ようやく経けい緯いを思い出したらしい。

「夢じゃないわよ」

「そのようですね」

　明槻は塔子の存在を確認するように、頰に触れた指をていねいに滑すべらせた。

　塔子はその指をはしっとつかみ、諫いさめるような口調で言った。

「起きないと、次の儀式に遅れちゃうわよ」

「あ～～」

　明槻は少々面倒くさそうな声をあげた。そんな声を聞くと、彼の疲れを思って可哀想になってしまう。それで塔子は、しぶしぶ起きあがって、冠をかぶる明槻に尋ねた。

「あの、なにか手伝えることはない？」

「え？」

「疲れているでしょ。その、心配───」

　言い終わらないうちに、目の前で明槻が微笑ほほえんだ。

　その表情に塔子は目を奪うばわれる。こんな明槻の表情ははじめて見た。まるでこの世の幸せをすべて一いつ身しんに受けた者のような笑顔だったのだ。

　彼は自分の膝のあたりに丸まった袿を手に取ると、ふわりと広げるようにして塔子の肩にかぶせた。そのまま両手で彼女の頰を包つつみこみ、視線を逸らせないようにしてから円い大きな瞳をじっと見つめる。

「袿、貸してくれてありがとうございます」

　そう言って明槻は、自分の額を塔子の額にこつんとぶつけた。

　触れた皮ひ膚ふと吐と息いきの温かさを実感していると、御簾のむこうで人の気配がした。

「明槻様、いらっしゃいますか？」

　声の主ぬしは、直霧だった。明槻は塔子の頰を押さえていた手をぱっと離し、御簾のほうに顔をむけた。その表情はもう平へい静せいどおりのものに戻っている。

「ああ、すぐ行くよ」

「いえ、そうではなくて………」

　語ご尾びを濁にごした直霧に、明槻は訝しげな表情を浮かべる。彼はすっと立ちあがり、そのまま御簾の前まで近づいた。

「なにかあったのか？」

「登とう花か殿でんのお妃様が、ご面会を───」

　その名に塔子は敏びん感かんに反応する。登とう花か殿でんの更こう衣いとは、宣陽院の妃で三の宮の実じつ母ぼのことである。添そい臥ぶし役として古くから仕えており、院にとっては糟そう糠こうの妻のような存在らしい。寵ちよう愛あいというほど大おお袈げ裟さではないが大切に遇ぐうされており、更衣という低い身分の妃ながら格の高い七しち殿でんのひとつ登花殿を与えられている。本来であれば臣しん籍せき降こう下かの対象となる更こう衣い腹ばらの皇み子こである二にの宮みやと三の宮が親王位を与えられているのも、彼女に対する院の愛情からなのだと聞いている。

　その彼女が三の宮の騒そう動どうのあと、明槻に面会を求めてきた。おおよその目的は想像がつく。もちろん明槻も察したのだろう。彼は迷うことなく口を開いた。

「分かった。では昭陽───」

「こちらにお越しいただいたら？」

　茵から身を乗り出しつつ、塔子は言った。え？　というようにこちらをむいた明槻のほうに、いざるようにして塔子は近づいた。

　御簾のむこうには、青あお鈍にび色いろの褐かち衣えという官かん服ぷくを着た直霧が控ひかえていた。日ごろは直ひた垂たれ姿すがたの彼の、珍しい姿を見たとばかりに塔子は目を凝こらす。事実上東宮専属の侍じ従じゆう兼けん護ご衛えいのような彼ではあるが、実は正しよう七しち位いの身分を持つれっきとした衛え門もん府ふの武ぶ官かんなのだ。

「この間合いで東宮御所にお招きしたりしたら、どんな噂を立てられるのか分かったものじゃないわ。でもこちらにお呼びしたら、もし見られても更衣様が私に会いにきたと思うでしょ」

　女官達が忙しそうだったので、取り次ぎを頼まず直接来たのだと明槻は言っていた。

　ならば明槻がここにいることを知っているのは、直霧と花の君くらいである。もっとも花の君は間違いなく雪、月の同どう僚りよう達には言っているだろうが、彼女らであればあとでなんとでも言い訳ができる。

　明槻は短い思案のあと、直霧にむかって目配せをするように小さくうなずいた。

　御簾越しにも意図が伝わったのだろう。直霧は低い声で答えた。

「分かりました。更衣様にお伝えしてまいります」
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　更こう衣いがやってくるまでの半はん刻こくあまり、几き帳ちようを動かしたり茵しとねを敷いたりと、塔とう子こは細々と動き回った。本来であれば女によう官かんを呼んでさせるものであろうが、そんなことをしては更衣が明あか槻つきを訪ねてきたことが知れ渡ってしまう。

　目の前で忙せわしく動く塔子に、明槻は落ち着かないようすで言う。

「あの、私もなにか手伝い───」

「大丈夫、もう終わるから」

　明槻が言い終わらないうちに、素早く塔子は断ことわった。もちろん畏おそれ多いというわけではなく、十じつ中ちゆう八はつ九く邪じや魔まになると思ったからだ。東とう宮ぐうという身分のわりには世せ間けん知ちに長たけた人だと思うが、日常の細々したことに関しては間違いなく役に立たない。

「それより、すぐおいでになると思うから早く座って」

　屛びよう風ぶの前に置いた茵を指さすと、塔子は明槻のほうを振りむきもせず廂ひさしに出た。

　母おも屋やの茵にむきあうように別の茵を置いたとき、妻つま戸どのほうから呼ぶ声がした。長なが袴ばかまを持ちあげて走りよると、そこに直なお霧ぎりが立っていた。彼は簀すの子このところで更衣がやってくるのを確認していてくれたのだ。

「いま弘こ徽き殿でんをお通りになられたので、すぐにいらっしゃると思います」

「分かったわ、ありがとう」

「私は簀子に控えておりますから、なにかありましたらお呼びください」

　塔子がうなずくと、直霧はすぐに引っこんだ。そのまま東ひがし廂びさしで待っていると、程なくして聞き慣れぬ女性の声がした。妻戸を開くと唐から衣ぎぬ裳もを着た中年の女によ人にんが立っていた。正せい装そうでいるところからおそらく登とう花か殿でんの女官であろう。晴れの衣装には唐衣裳の他、略りやく礼れい装そうである小こ袿うちぎがあるが、こちらは女主しゆ人じんにのみ許される服装だった。

「更衣様がおいでになりました。斎さい王おう尚侍ないしのかみ様にお取り次ぎいただけますか？」

「あ、私です。どうぞご案内ください」

　堂々と名乗った塔子に女官は耳を疑うような表情をする。まあ、とうぜんだろう。東とう宮ぐう妃ひになることがほぼ内定している尚侍が自みずから応対に出たのだから。しかしこの女官も塔子の数々の奇き矯きようなふるまいに関する噂うわさは耳にしていたらしく、わりとあっさりと引き下がった。明槻の立場を考えれば自分の評判が気にならないわけでもないが、人がいない現状では背に腹は代えられないと塔子は開き直っていた。

　少しして衣きぬ擦ずれの音がして、先ほどの女官に先せん導どうされて濃こき蘇す芳おうの小袿をはおった女人が姿を見せた。装しよう束ぞくからして、この人が登とう花か殿でんの更こう衣いで間違いないだろう。

　廂にあがってから、彼女は顔の前にかざしていた扇おうぎをぱたりと下ろした。

　四十なかばほどの、色白で細ほそ面おもての美しい人だった。華はなやかではないが優しげな気品に満ちており、年と齢し相そう応おうの女人としての魅み力りよくを備えていた。

　彼女は妻戸の先に立つ塔子と目をあわせると、遠えん慮りよがちに尋ねた。

「斎王尚侍様でございますか？」

「はい、塔子と申します」

　取り次ぎを頼んだ女官がなにか言っていたのか、あるいは塔子の悪あく評ひようから想定の範囲内だったのか、更衣は塔子がそこに立っていることに特に驚いたようすは見せなかった。

「篤あつ子こと申します。このたびはお手をわずらわせてまことに申し訳ございません」

　深々と頭を下げる篤子に、塔子はあわてて手を振った。

「こちらこそ、更衣様に足をお運びいただいて。きちんと東宮御所にお迎えできたらよかったのですが───」

「そのような。東宮様は尚侍様をたいへんなご寵ちよう愛あいで、寸すん暇かを惜おしまれて通われておられるというのに、貴重な逢おう瀬せの時間を私のために割さいていただきまして」

「………」

　そこまで大おお袈げ裟さに言われると、照れくさいのを通り越して罪ざい悪あく感かんさえ覚える。だいたい寸暇を惜しんで会いにくるというより、会いにくる時間が寸暇にしか取れないからの現状なのに。しかも先ほど花はなの君きみも匂におわせていたが、いつの間にか〝たいへんなご寵愛〟ということになっているらしい。

　肯こう定ていも否定もできず、塔子はひとまず話題を元に戻した。

「東宮様がお待ちです。どうぞ、こちらへ」

　袿うちぎの裾を引きながら南みなみ廂びさしへと案内すると、御み簾すむこうの茵に素直に待たい機きしている明槻の姿が見えた。どうやら先ほど塔子が命めいじたあとから素直に座っていたようだ。

　明槻にむきあうようにして置いた茵を塔子が勧すすめると、篤子は端たん坐ざした。彼女に横顔を見せるようにして、塔子は少し御簾よりの場所に腰を下ろす。篤子についてきた女官は彼女の後ろに控ひかえていた。篤子は御簾にむかい、そっと一礼した。

「東宮様にはご機き嫌げん麗うるわしく………」

「ありがとう。ずいぶんと久ひさ方かたぶりですが、あなたも変わりはありませんか？」

　相手を気き遣づかうような、優しげな口調で明槻は問うた。

「おかげさまで───」

「院はあなたのことを、本当に頼りにしておられます。東ひがし三さん条じよう院いんでも変わらずお仕つかえしてさしあげてください」

　二人のやり取りに、塔子は意外な気持ちになる。確かに明槻は、三さんの宮みやが起こした騒そう動どうについて自分がとやかく言う権利はないと言っていた。だからといってしでかしたことを考えれば、実じつ母ぼである篤子にこんな態度を見せるとは思っていなかったのだ。

　加えて明槻から見れば、父の妃きさきとはいえ更こう衣いである篤子とは身分にそれなりの隔へだたりがある。環境的にも彼等が親しくしていたとは思えないのだが、明槻の態度はまるで親しん戚せきの婦ふ人じんに対するように親しげだった。

　対して篤子は緊きん張ちようしているのか、やや硬かたい口調で応おうじる。

「そのような、私のような者に過すぎたお言葉を。微び力りよくながら院をお支えできたらと願っております」

　そんな型どおりのやり取りを交わしたあと、申しあわせたように沈黙が訪れた。

「それで、ご用件は？」

　先に口を開いたのは明槻だった。東宮の単たん刀とう直ちよく入にゆうな問いに、篤子は青の単ひとえの袖口からのぞかせたこぶしをきゅと握りしめた。

「このたびの帥そちの宮みやの件について、一言お詫わびを申しあげたくて参りました」

　心持ち強こわ張ばっているようには聞こえたが、それでも言葉ははっきりしていた。儚はかなげな印象の女人からの真まっ直すぐな申し出に、塔子は彼女の芯しんの強さを感じた。

「その件に関して私は別に───」

「斎さい院いん……いえ、主上おかみが大変なお怒りだと、お聞きしております」

　身を乗り出すようにして篤子が言ったので、明槻は発言を遮さえぎられた。

　塔子は先せん刻こくの明槻とのやり取りを思い出した。三の宮の件に関して縋子の意向を尋ねたとき、明槻は非常に困ったようすで返事をぼかした。そのあとの膝ひざ枕まくらでうやむやになってしまったが、ひょっとしてあの反応は、相当困った事態になっていたからではなかったのだろうか？　そしてわが子三の宮が処しよ罰ばつされることを心配して、篤子は明槻のもとに直じか談だん判ぱんに来たというわけなのか？

（斎院宮様、いったいなにをなさったのかしら？）

　明槻はしばし沈黙を保ったあと、ため息をひとつついて口を開いた。

「ええ、おなだめしてはいるのですが………」

　篤子の白い頰ほおがさっと青ざめたことに気づき、塔子の胸はちくりと痛んだ。三の宮は覚悟のうえだとしても、わが子を心配する母親の姿を見るのは辛つらい。

　どう思っているのか、御簾のむこうで明槻は言葉を発さなかった。

　いっぽう動どう揺ようをあらわにしていた篤子は、やがて気を取り直したように口を開く。

「今回のことは私も母として心からお詫び申しあげます。そのうえでこのようなことを東宮様にお願いするのはたいへんに心苦しいのですが、宮はまだ十七と若く、それゆえの過あやまちと思おぼし召めして、なにとぞ寛かん大だいな処しよ置ちを主上にお言葉添ぞえいただけないでしょうか」

　篤子の願いに塔子は首を傾かしげる。言葉を聞いただけではまっとうな願いのようだが、よく考えればおかしな話だったからだ。

　確かに今回の件で立りつ腹ぷくしているのは明槻よりも縋子だが、それでも明槻が面メン子ツをつぶされたことに変わりはない。その明槻に縋子への執とり成なしを頼むというのは筋すじ違ちがいというより他はない。縁えん戚せきにあたるとでもいうのならまだしも、内ない親しん王のうを母に持つ明槻は、摂関家を外がい戚せきに持たない皇こう族ぞく親王だからそれもないだろう。

「更衣殿」

　しばらく黙っていた明槻だったが、やがて遠えん慮りよがちに呼びかけた。

「母親としてあなたが帥の宮のことで心を痛めるのはとうぜんのことと思います。ですが主上の意向もありますから、私の一存で決められることではないのです」

　そこで明槻は一度言葉を切り、なだめるように言った。

「さしでがましいようですが、私よりも院にご相談なされたほうがよろしいのではありませんか？　かの御おん方かたの頼みであれば、さすがに主上もお聞き届けになられるでしょう」

　まさに言うとおりである。三の宮は宣せん陽よう院いんにとってわが子なのだから、執り成しを願うのなら彼のほうがよほど適てき役やくだ。まして宣陽院は篤子のことを大切にしているというのだから、彼女が産んだ三の宮のことであればきっと尽じん力りよくしてくれるだろう。

　篤子はそっと顔を伏せ、うつむいたまま歯切れ悪く告つげる。

「その、院は東宮様のご意向を慮おもんぱかられて………」

　御簾のむこうで明槻が黙りこみ、塔子は思わず顔をしかめた。

　宣陽院が必要以上に明槻に気を使う理由は、罪悪感だ。彼が父親の妃であった榠めい子こ内親王を強引に欲ほつしたため、現在の明槻の複雑な境きよう遇ぐうが生しようじてしまったのだ。それゆえもともと気弱な宣陽院は、明槻に対してなかなかむきあえないでいる。

「………分かりました。では、私からお話しはしてみましょう。ですが主上はあのようなご気き性しようですから、うまく説得できるかどうか」

「ありがとうございます。本来であれば、東宮様にこのようなお願いをできる立場ではないというのに、まことに申し訳ございません」

　筋違いという認識はあるようで、ひどく恐きよう縮しゆくしたように篤子は述のべた。

「いえ、あなたは院のみならず、亡き母にもよく仕えてくださいましたので、私もどうにかして報むくいてさしあげたいのですが………」

　あまり期待はするなと言げん外がいに匂わせつつ明槻は言ったが、そんなことよりさらりと告げられた思いがけない言葉に塔子は目を瞬またたかせる。

（母にも仕えたって、どういうこと？）

　身分は格かく段だんにちがうとはいえ、明槻の母・榠子内親王も篤子も同じ宣陽院の妃だ。仕える等の主しゆ従じゆうの関係にはならないと思うのだが。

　首を傾かしげる塔子を前に、篤子は再度詫びの言葉を述べてから退席していった。

　彼女を東廂まで見送った塔子は、妻戸が閉まるのを確認するやいなや、御簾を割るようにして母屋に飛びこんだ。

「ね、どういうこと？」

　脇きよう息そくにもたれて気き鬱うつな面おも持もちを浮かべていた明槻は、とつぜんの乱らん入にゆうに驚いてびくりと身み動じろぎをする。しかし塔子のこんなふるまいにすっかり慣れてしまっているのか、すぐに気を取り直したように問い返した。

「なにがですか？」

「登花殿更衣様が、お母上にお仕えしていたって………」

「ああ、そのことですか」

　なるほど、とばかりに明槻はうなずいた。

「彼女は先せん々せん帝てい……じゃない、もうひとつ前になりますね。三代前の帝、つまり私の母方の祖そ父ふの御み世よに女官として宮みや仕づかえをはじめたのですよ。それで当時の帝の内親王である母と叔お母ばに仕える形に───」

「ち、ちょっと待って、叔母って誰？」

　話をさえぎった塔子に、明槻はきょとんとして答える。

「母の同母妹いもうとですよ」

「いたの？」

「知らなかったんですか？」

　ものすごく意外そうに言われ、塔子は気まずげに視線を逸そらす。あるいは常識だったのかもしれないが、長なが月つきに御ご所しよにあがって以降、自分の局つぼねでひたすら古こ事じ記きの写しをするという引きこもり生活をつづけていたので、関心すら持たなかったのだ。

「とはいっても私が産まれる前に降こう嫁かなさっていたので、面めん識しきはないのですがね」

「降嫁って、どなたのもとへ？」

　臣しん下かにとって内親王を妻に迎えることは大変な名めい誉よで、よほど地位がある者でなければ叶かなわないことである。可能性があるとすれば摂せつ関かん家けの子し息そくあたり───。

「ま、まさか、左さ近こん衛えの大だい将しようとか！」

「ちがいますよ。叔母上は彼より一回り年長ですから」

　天てん敵てきの名にいきりたつ塔子をあわててなだめたあと、明槻は「まあ、地位的には似たようなものですけどね」とつぶやいた。

「え？」

「私の叔母、中なかの宮みや・省しよう子こ内親王は、大だい納な言ごんの北きたの方かたになっておられます」

　大納言とは摂関家の長ちよう男なんで、左近衛大将の兄にあたる人物だ。

　家柄にふさわしい出しゆつ世せ街道を順調に進んでここまで来たという、典型的な名家の長男である。弟の左近衛大将に比べると毒にも薬にもならない人物なのだが、この間合いで名を聞くにはなんとも複ふく雑ざつな相手だった。

　先月の熊くま野の行ぎよう啓けいのおり、一行は度たび重かさなる襲しゆう撃げきを受け、あげく塔子の叔お父じ・貴たか哉なりが大おお怪け我がをさせられたのだ。犯はん人にんは大納言家の家けい司し受ず領りようで、彼の目的は塔子に危き害がいを加えることだった。それを命めいじたのが大納言で、明槻から娘の入内を先さき延のばしされつづけていたことが要よう因いんだったようだ。

　とはいえ臆おく病びような大納言からすれば、せいぜい腹いせ程度の嫌いやがらせのつもりが、家司が暴ぼう走そうした結果、巻きぞえを食って貴哉が怪け我がを負おう事態になってしまったのだ。

　熊野から戻った左近衛大将が、事の顚てん末まつをどんなふうに兄に話したのかは分からない。しかし悪人というには気が小さいあの男は、真相を知ってさぞあわてふためいていることだろう。

「今日の大納言はどんなようすだった？」

「……まあ、目もあわせられないという感じでしたね」

「そりゃあ、そうよね」

　しみじみと塔子は漏もらした。熊野での襲撃の露ろ見けんに加えて、入内を願い出ていた娘が他の男と通じてしまったのだ。よほど肝きもが太い人間でなければ、まともに明槻の顔を見られるはずがない。重傷を負った貴哉のことを考えれば同情するつもりは毛もう頭とうないが、いまごろ寿じゆ命みようが縮むような思いでいることだろう。摂関家の長男として生まれ、内親王を妻に迎え、まさに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんの半はん生せいを送ってきたであろうに───。

（あれ？）

　塔子はふと思いつく。明槻の叔母が、大納言の北の方ということは。

「ひょっとして中の宮様って、二にの姫ひめのご生せい母ぼ？」

「そうですよ。あなたと同じで私の従妹いとこになります」

　あっさりと明槻は答えるが、二の姫の生まれのよさに塔子は内心でうなった。

　内親王を母に持つ摂関家の娘なのだから、これはもうかなり高貴な姫君である。

　となれば周りは入内以外の将来など考えていなかっただろうに、事実上皇こう位い継けい承しよう権けんのない一いち親王にやることになろうとは思いもよらなかっただろう。ちなみに中の宮とは、貴族の次女を中なかの君きみと呼ぶことから生じた通称だろう。省子は帝の次女にあたる。

「じゃあ、三の宮様のようすはどうだった？」

「あちらはむしろ、挑いどむような感じでしたね」

　塔子は目をぱちくりさせた。慣れたことのように明槻は答えたが、経緯や立場を考えれば驚いてしまう反応だ。

「ってことは、三の宮様は二の姫のことを本気で想っていらしたのかしら？」

「どうですかね。私個人の意見を言わせてもらえば、帥の宮は本気の恋愛ができるほどの大人おとなだとは思えないのですがね」

　わりと面倒くさそうに明槻は応おうじた。さりげにひどい言いようであるが、そういえば熊野でも明槻は、二の姫に言いよった相手が二の宮ではなく三の宮なのかと念押しして尋ねていた。対して問われた側の左近衛大将は、二の宮ほどではなくても、三の宮もらしい行動だと答えていた。

（あんまり褒ほめられた人達じゃないのかしら？）

　こうなってくると、登花殿更衣が産んだ二人の親王の人ひと柄がらが気になってくる。

　明槻が彼らについて語った言葉はごくわずかなものだが、どう聞いても好こう意い的てきなものではなかった。彼等の母親である登花殿更衣には、あれほど親しみを表していたのに。

　かといってこの状況で明槻に尋ねても、客きやつ観かん的てきな答えが返ってくるとは思えない。

（花の君あたりにでも訊きいてみようかしら………）

　縋子付きの三女官に宮仕えの経験はないが、なんといっても長きにわたり斎さい院いん御ご所しよに仕えてきた人達だ。伊い勢せの斎さい王おうとちがって都で奉ほう仕しする賀か茂もの斎さい院いんは宮きゆう中ちゆうでも大きな存在感を持っており、斎院御所は歌か人じんや貴族達が出入りする社交場として発展してきた歴史がある。ならば宮中の事情にも通じているに違いない。

　塔子が考えていると、摺するような足音が聞こえ、御簾のむこうに直霧が姿を見せた。まだ儀ぎ式しきが残っていると言っていたから、あるいは呼びにきたのだろう。

　はたして明槻は、察さつしたように立ちあがった。

「ああ、すぐ行く」

　直霧がなにか言う前に御簾にむかって歩きだした明槻だったが、母屋を出る寸前で一度立ち止まり、くるりと振り返って言った。

「また来ますね、相談をしに」
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　七日の叙じよ位い当日は早朝から人々が清せい涼りよう殿でんに集まり、女によう官かん達は準備に大忙しだった。なにしろこの日は叙位に加え、紫し宸しん殿でんでは帝みかどが馬を見る白あお馬うまの節せち会えが執とり行われるのだから、毎年のこととはいえ御ご所しよは上に下にとの大騒ぎとなっていた。

　そんな中で塔とう子こは一人、清涼殿母おも屋やの屛びよう風ぶの前でくすぶる香こう炉ろの煙けむりとにらめっこをしていた。ちなみに屛風の後ろには、帝が毎朝伊い勢せ神じん宮ぐうを遙よう拝はいするための場所『石いし灰ばいの檀だん』がある。なぜ塔子がそんなことをしていたのかというと、他にすることがないからである。御所の決まり事にいまだ不慣れな塔子に、本来の女官の仕事などできるはずもない。かといって未来の東とう宮ぐう妃ひに下働きなどあてがえるわけもなく、時間つぶしのために与えられた役割が香炉の火の番だったのだ。

　熊くま野のにいたときは火ひ鉢ばちを持ってきたり、自分の室へやを掃はいたりけっこう細々と動いていたのだが、そんなことをここでやりだしたら女官達が泡あわを吹くだろう。そもそも尚侍ないしのかみのような高位女官に求められる仕事はその類たぐいではない。ちなみに熊野の屋敷でも下働きの女おんな衆しゆうはいたのだが、塔子の室があまりに冊そう子しであふれ返っていたので、他人に掃そう除じをしてもらうことが申し訳なくて自分で片づけていたのだ。

　どのみちこの唐から衣ぎぬ裳も姿で、忙しく立ち回ることを求められても自信はない。松の内がまだ明けぬ晴れの日の装よそおいは、表白裏淡うす青あお（緑）の柳やなぎ重がさねの唐衣である。早春のころ、猫ねこ柳やなぎの枝に芽生えた白い産うぶ毛げの生えた新芽を表したもので、下には紅くれないの表うわ衣ぎに萌もえ黄ぎ色いろを上から下へと徐じよ々じよに濃こくしてゆく匂におい襲がさねの五いつつ衣ぎぬをあわせている。

　退たい屈くつしのぎに匙さじを使って香炉の灰をよせたり崩したりしていたが、刻こく々こくと近づいてくる叙位の内容が次第に気になってきた。

（直なお霧ぎりさんのことは、結局どうなったんだろう？）

　熊野で直霧を五ご位いにあげる、すなわち殿てん上じようさせることを提てい案あんすると、明槻は全面的に同意した。当の直霧はまったく同意していなかったので、二、三日は怒って大変だったそうだが、都に戻ったときにはすっかり観かん念ねんしていたらしい。

　五位以上の位い階かいを勅ちよく受じゆする儀ぎ式しき〈叙位〉は、先立って開かれる〈叙じよ位い議ぎ〉を経へたうえで行われる。叙位議とは帝の面めん前ぜんで叙位の是ぜ非ひを審しん議ぎする御ご前ぜん会議で、この日に決定した位い階かいは大だい臣じんによって記録され、本日の叙位の場で勅ちよくが下されるのである。ちなみに官かん吏りを任にん命めいする〈除じ目もく〉は通常であれば別に行われるのだが、今年は新しい帝が立ったことにより、叙位に並へい行こうして行われることとなった。

　ややこしい話なのだが、官と位は必ずしも相当するとは限らない。叙位で従じゆ四し位いを受けても、除目で相そう応おうの官を授さずかることができず、従五位相当の少しよう納な言ごんのままということもあるし、逆に位が低いまま高い官に就つく者もいる。

　今年の叙位議は六日だったから、昨日の段階で誰が昇しよう進しんするのかは決まっている。白馬節会のために紫し宸しん殿でんに集まった者達の中から、該がい当とう者しやに清涼殿への呼び出しがかかることになっている。

　しかし昨日は明あか槻つきも縋すが子こも遅くまで戻ってこなかったので、直霧の件を訊くことができなかったのだ。

　灰をいじるのにあきて、塔子は銀ぎん製せいの火ひ取とり籠かごをかぶせた。香炉を二に階かい棚だなに戻そうと抱かかえて立ちあがったとき、ちょうど南の壁にある半月形の〈櫛くし形がたの窓〉が目についた。この壁のむこうの南みなみ廂びさしは、殿上人達の控ひかえの間までもある。つまりこの窓は、彼等のようすを女官、時には帝自身がうかがうためにつけられているのだ。

　どうしようかと一瞬躊躇ためらったが、塔子はすぐに腹をくくった。香炉を棚に戻すと、窓に近づいて外をのぞこうとした───のだが。

「なにをしてらっしゃるのですか？」

　とつぜん声をかけられた塔子はあわてふためく。振り返ると、すぐ後ろに明槻が立っていた。今日も東宮のための禁きん色じき、黄おう丹に色しよくの袍ほうを身に着けている。叙位のさいは縋子の傍そばに控ひかえる予定だと言っていた。

「その、皆様、お揃そろいかと思って………」

　遠えん慮りよがちに述のべたあと、塔子はさらに声をひそめる。

「昨日の叙位議はどうだったの？」

「ああ」

　あいづちを打つと、明槻は塔子に並ぶようにして窓に顔をよせた。塔子もふたたび前をむき、並んで窓のむこうをのぞく。

　床には両面縁の厚あつ畳だたみと紅も絹み縁べりの薄うす畳だたみが置かれ、官吏達がそれぞれの身分に応じた席に着座していた。五位以上の者と六位の蔵くろう人どがこの場所にあがることを許された殿上人達だが、実は彼らの中でも明確な地位の差はあった。

　殿上人達の中でも三さん位み以上の者や参さん議ぎの地位にある四位以上の者は、公く卿ぎよう、上かん達だち部めと呼ばれる高官で、それ以下の者とは身分や権けん威いで一線を画かくしていた。

　背中をむけている者達の顔は分からないが、幸か不幸かこちらをむいている殿上人達の中に、黒の束そく帯たいを着けた大だい納な言ごんと左さ近こん衛えの大だい将しようの姿を見つけた。

　そういえば熊くま野ので別れて以来、左近衛大将の顔を見るのははじめてだ。もちろん好んで会いたいと思う相手ではないが、彼が家けい司し受ず領りようの暴ぼう走そうをどのように兄に説明したのかが気になる。ここから見るかぎり二人は黙って座っており、会話をしているようすはない。

　因いん縁ねん重なる兄弟きようだいをにらみつつ、塔子はふと気づく。

「あれ、関かん白ぱくは？」

　二人の父親で、摂せつ関かん家けの当とう主しゆである関白の姿が見えなかった。

　ひょいと横にいる明槻を見あげると、彼はこくりとうなずいた。

「彼ももう高こう齢れいなので、宣せん陽よう帝ていの退たい位いをきっかけに引いん退たいを決意したようです。籍せきはもうしばらくありますが、近々に公表されるはずですよ」

「それ、主上おかみが斎さい院いんの宮みや様になったからじゃないの？」

　ぼそりとつぶやくと、明槻はしみじみとした口調で言った。

「真意のほどは分かりませんが、これから先に起こりうる心しん労ろうを考えるなら、確かに年老いた者に勧すすめられる地位ではありませんね」

　単純に関白という重じゆう責せきに対して言っているのか、それとも縋すが子こが帝になったから言っているのか、明槻の真意はいまひとつ不明である。しかしこれまでおとなしい宣陽院を相手に自分達のいいように進めていた国こく政せいが、縋子が即そく位いしたことで公卿達にとって難なん儀ぎなものになることは間違いなかった。

「じゃあいまは、関白も大臣もいないという状況なのね」

　先の左さ大だい臣じんであった塔子の父・高たか槻つき親しん王のうが亡くなってから、大臣の椅い子すは空くう席せきがつづいていた。亡なくなり方が亡くなり方だったので、安あん易いに後あと釜がまを据すえることもできなかったのだろう。本来であれば大納言が昇しよう進しんするのが妥だ当とうだったのが、迷めい信しん深い彼の性格を考えれば、せめて怨おん霊りよう騒そう動どうが鎮しずまるまではと考えたのかもしれない。

　そこでふと塔子は思いつく。

「まさか今回の人事で、彼が大臣に昇進するとか………」

「そんなこと、主上が承しよう知ちするはずがないでしょう」

　あっさりと明槻が言ったので、塔子は胸を撫でおろした。

　昇進がなかったことを大納言がどう受けとめたのかは不明だが、熊野での不ふ祥しよう事じを考えれば表おもて沙ざ汰たにならないだけでもありがたいと思ってもらわなくては困る。負ふ傷しようした貴たか哉なりのことを思うと、塔子はそう考えずにはいられなかった。

「どのみち大臣の任命は除目ではしません。別の日に節せち会えを行って任命します」

「そうだったんだ……」

　はじめて聞いたことに塔子が驚いていると、とつぜん窓のむこうで殿上人達が立ちあがりはじめた。

「そろそろ、刻こく限げんのようですね」

　きょとんとする塔子の横で言うと、明槻はくるりと踵きびすを返した。彼の後ろについて御み簾すの付近まで出ると、孫まご廂びさしや簀すの子こでは殿上人達が整列しはじめていた。高こう欄らんの先には南端に漢から竹たけ、中央に近い北側に呉くれ竹たけが籬まがきに囲まれて植えてあり、その先には白はく砂さを敷きつめた東とう庭ていが広がっているのが見える。

　明槻の少し後ろでぼんやりと外を眺ながめていた塔子だったが、とつぜん五いつつ衣ぎぬをまとめてからげるようにして前に進み出た。自分の横で御簾に顔を突きつけるようにして目を凝こらす塔子を、明槻は怪け訝げんな表情で見下ろす。

「どうしたのですか？」

「あれ、三さんの宮みや様？」

　孫廂のむかって左手の手前に控える人物を塔子は指差した。御簾を隔へだてているうえに遠目なので顔立ちまでははっきりしないが、まだ若そうなその人物は深こき紫むらさきの束帯に身を包んでいた。深紫は、一位の太だ政じよう大だい臣じんか皇こう族ぞくにしか許されない禁色である。京きよう極ごく院いんの子し息そくや甥おい等、皇族男子は他にも幾人かいるが、あんな若い親王は、明槻をのぞけば篤あつ子こが産んだ二人の兄弟きようだいだけだ。だが兄の二にの宮みやは優う婆ば塞そく（在ざい家けのまま仏門に帰き依えした男性）となっているから、こんな場所に出てくるはずがない。

　はたして明槻はこくりとうなずいた。

　やはりそうか。塔子は目を皿のようにして彼の顔がん貌ぼうを確認しようとするが、御簾があるためにはっきりと見ることができない。いっそ御簾の隙すき間まからのぞき見してやろうかと不ふ謹きん慎しんなことを考えていると、察したように明槻が言った。

「駄だ目めですよ、御簾が動くのは想像以上にむこうから目立ちますから」

「ど、どうして………」

　分かったの？　と訊ききかけたが、お見通しだとばかりに余裕綽しやく々しやくの表情で自分を見下ろす明槻に、反抗する気も失うせしぶしぶとうなずいた。それでも未み練れんがましく御簾に顔をよせる塔子に、明槻は思い出したように言った。

「近ごろ気づいたのですが、彼はあなたに似ていますよ」

「へ？」

「従い兄と妹こですからね、考えてみればおかしくはないです」

　塔子の父・高槻親王と、明槻と三の宮の父親である宣陽院は異い母ぼ兄弟だから、確かに言うとおりだが、塔子と明槻が似ても似つかないので、いまひとつぴんとこない。

　しかしそんなことを聞くと、ますます顔を見たくなってしまう。なんとかばれないようにのぞく術すべはないかと思案していると、ぽつりと明槻がつぶやいた。

「それにしても、ちゃんと来ていましたね」

「え？」

　そのとき、少し遠巻きに年配の女官が遠えん慮りよがちに話しかけた。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、そろそろ主上に御ご出しゆつ御ぎよを………」

　香炉の火の番という、子供のような仕事を与えてまで塔子を待たい機きさせていた理由がこれである。正式な任命は女によ叙じよ位いが行われる明日となるが、主上付きの尚侍となった塔子は縋子を呼び出すためだけに、ここに控えていたのである。

「あ、はい」

　塔子が了りよう承しようすると明槻は「では、私は」と言って、東廂に用意された茵しとねにむかった。

　立ちあがると塔子は、御み帳ちよう台だいを迂う回かいして西廂にむかった。

　帝の奥向きでもある西廂は北から順に、食事の用意をして湯を沸わかす「御お湯ゆ殿どのの上うえ」。帝が整せい髪はつや手を洗う「御み手ちよう水ずの間ま」。帝が朝食を取り装しよう束ぞくをあらためる「朝あさ餉がれいの間ま」。女官の詰つめ所しよでもあり、帝のための食しよく膳ぜんを整える「台だい盤ばん所どころ」。御み厨ず子しや御膳の具を置く「鬼おにの間ま」から成なっている。

　朝餉の間に入ると、縋子が雪ゆきの君きみに裳もを結ばせていた。かたわらには月つき、花はなの両女官が控えている。

「主上、そろそろ御出御───」

　言い終わらないうちに、塔子は縋子の姿にしばし目を奪われた。

　丈たけなす豊かな黒髪が扇おうぎのように広がる唐から衣ぎぬ裳もは、すべて白の練ねり絹ぎぬで仕立てられて、月光をあびた雪のように輝く。きっちりと紅べにを塗ぬった唇くちびるはきりりと引きしまり、形よく秀ひいでた額の上には、細やかな細さい工くの冠かんむりが飾られている。

　見る者を威い圧あつするほどに迫力のある美び貌ぼうは、まさに女じよ帝ていにふさわしいものだった。

　少ししてわれを取り戻した塔子は、うっとりとため息をついた。

「素敵、本当におきれいですね～～」

　それで縋子は、はじめて塔子が来たことに気づいたようだった。

　裳を結び終えた彼女は、慣れた所しよ作さでくるりと塔子のほうを向いた。

「なんじゃ、いまさらあらたまって」

「でも、何度見てもおきれいですから」

　うきうきしつつ塔子は言った。

「即位式のときも、元げん正しよう天てん皇のう（天てん武む天皇・持じ統とう天皇孫まご。父は草くさ壁かべの皇おう子じ、母は元げん明めい天皇）みたいにおきれいでしたもの」

　その美び貌ぼうを称たたえられた女帝の名をあげて、塔子は縋子の美しさを表した。

　今回は朝ちよう服ふくなので形は唐衣裳となるが、即位式に着た礼らい服ふくはいわゆる唐風の袞こん衣いという衣装だった。男性の場合は赤になるが、女帝の場合は白である。飛鳥あすか・天てん平ぴよう時代を思わせる衣装に、つい彼女の名前をあげてしまったわけである。

　朝ちよう賀が・即位式・大おお嘗なめ祭さい（新しい天皇が即位後はじめて行う新にい嘗なめ祭さい）のさいは、五位以上の者は礼服を着ることになっている。しかし現在では朝賀が行われていないため、先日の即位式は塔子がはじめて見る礼服での式典だったのだ。

　古いにしえの時代から伝わる衣装に歴史好きな塔子が、即位式という厳げん粛しゆくな場にもかかわらず興奮してしまったことは言うまでもなかった。ちなみに皇こう太たい子しである明槻は、黄おう丹にの袞衣を着用していた。今年の秋は大嘗祭が催もよおされるから、そのときもあの古式ゆかしい光景が見られるのかと思うと、いまからおおいに興奮する。今年の大嘗祭を目にするまでは絶対に死ねないと書いた文ふみを貴たか哉なりに送ったばかりだが、その内容を彼がどう受けとめたのかはいまのところ不明である。

「本当に主上のお美しさときたら……、清涼殿で待つ者達も言葉をなくすでしょうね」

　裳を結び終えた雪の君は一歩下がって全身を眺め、ため息交じりに言った。月の君、花の君もうんうんとうなずく。一緒にうなずきかけた塔子だったが、公卿達という言葉に自分の目的を思い出してはっとする。

「主上、そろそろ御出御ください。皆も揃そろっております」

「おお、そうか。ならば急がねばならぬのう」

　唐衣裳の裾を引き、縋子は歩きはじめた。塔子がいまだ慣れない重い衣装を、縋子はまるで雲でも着ているように軽々と扱う。

　母おも屋やへの襖ふすま障しよう子じを開く前に、ここぞとばかりに塔子は小声で尋ねた。

「ところで主上、直霧さんの件は？」

　三の宮に気を取られ、直霧の殿上がどうなったのかを明槻に訊き損そこなってしまった。

「ああ、不ふ祥しよう事じが幸いとなってな、今回は見送ることにしたぞ」

　意味不明の縋子の説明に塔子は瞳ひとみをぱちくりさせる。そのとき月の君が襖障子を開いたので、塔子はそれ以上問うこともできず縋子を見送ることになった。

（不祥事が幸いって、なによそれ？）

　首を傾かしげながらあわてて縋子を追うが、これから叙位がはじまる場ではこれ以上問えなかった。

　御み帳ちよう台だいの前には畳たたみ二に帖じようを並べて茵を載せた昼御座ひのおましが準備されている。

　御簾を下ろした先の孫廂や簀子に並ぶ束帯装束の公卿達を後しり目めに、縋子はゆうゆうとした所作で御座に腰を下ろした。少し離れて簀子よりの位置に、明槻が縋子や公卿達に横顔を見せるようにして座っていた。

　塔子をはじめとした他の女官達は、明槻とむきあうように東廂の南端に並んで腰を下ろした。年配の女官が上じよう﨟ろうは奥に座るように言ったが、聞こえないふりをして塔子は御簾のすぐ側を陣じん取どった。叙位が発表されたときの公卿達の反応を見たかったのだ。大納言と左近衛大将はもちろんだが、なにより三の宮だ。

　塔子は深紫の束帯を探そうと、簀子から孫廂にかけて一いち望ぼうしたが見つけることはできなかった。あきらめて視線を間近に戻したとき、御簾を挟んですぐ横に深紫の束帯を見つける。

（う、噓うそ！）

　危うく声をあげそうになったが、なんとか踏みとどまった。

　しかしなんという幸い。この距離であれば、いくらか顔貌を確認することができる。

（私に似ているって言われても、そんな自分の顔なんて客きやつ観かん的てきに見られるわけもないし）

　塔子はまじまじと三の宮の横顔を見つめた。鼻び梁りようや口許、顎あごの線はくっきりとしているが、少年のような丸みも残している。だけどそれ以外のことはよく分からない。

（………似ている？）

　塔子に似ているのなら、亡くなった父・高槻親王にも似ているということだ。なにしろ縋子も京きよう極ごく院いんも、はては宣陽院までもが、塔子は父に似ていると口にしていた。

　どうかな？　似ているのかな？　などと考えていると、とつぜん前をむいていた三の宮がこちらを見た。塔子は悲鳴をあげそうになった。薄い御簾を隔てて、ほとんど正面から三の宮と見つめあう形となったのだ。

　じろじろ見ていたという負おい目めがあるゆえ、塔子は猛もう烈れつに焦あせった。急いで目を逸そらそうとしたが、それより先に三の宮が御簾の下から手を伸ばし、五いつつ衣ぎぬの裾をはしっとつかんだ。

「逃げるな」

　御簾に顔を近づけ、三の宮はささやいた。逃げるつもりはないし逃げられるような場所でもないのだが、この距離で見つめあうのは堪かん忍にんしてほしい。

「私の顔になにかついているのか？」

「い、いえ……別に」

「ならばなぜじろじろ見る」

　彼の口調はかなりきつく、苛いら立だっていることは確実だった。

　確かにじろじろ見たのは悪かったが、女によ人にん相手にこんな物言いをする人間に御所でははじめて会った。あの左近衛大将だって物言いだけは猫ねこ撫なで声だ。

　とはいえ非ひ礼れいなのは自分のほうだから、ここは素直に謝しや罪ざいするしかない。

「す、すみません、亡くなった父に似ていらっしゃるので………」

　御簾のむこうで三の宮は黙りこんだ。無理もない。若じやつ干かん十七歳で他人から「父親に似ている」と言われても、どう受け答えてよいのか迷うだろう。

　塔子自身ももっとうまい言い訳は思い浮かばなかったのかと、いたく後こう悔かいした。

「そなたの父親？」

　ぽつりとつぶやいてから、三の宮は上じよう半はん身しんを突き出すようにして御簾に顔をよせた。

「そなた、もしかして？」

　その瞬間だった。袍の裾を踏みつけた三の宮は、均きん衡こうを崩して前につんのめった。しかもそのまま御簾を突き抜けるようにして廂の中に転がりこんできたのだ。とうぜん真正面にいる塔子にぶつかるわけで、そのまま二人は床に倒れこんだ。

　清涼殿にどよめきが起こった。のしかかられた重みに塔子の息が一瞬詰まる。寸前で三の宮が床に手でもついて緩かん衝しようされたのか、ぶつかった衝しよう撃げきは思ったよりなかった。それでも束帯姿の成人男子にのしかかられることはそれなりの重じゆう圧あつだ。

「あたた……」

「だ、大丈夫か？」
















　ものすごく焦ったような声が頭上からした。上半身だけのろのろと動かし、塔子は顔をむける。すると両手を床についた姿し勢せいで、覆いかぶさるようにしてこちらをのぞきこむ相手と目があった。

（………似ているかもしれない）

　瞬時に塔子は思った。柔らかさと丸みを残す輪りん郭かくに、縦にも横にも大きな目。

　あどけなさは残るが、いかにも気が強そうな表情をしている。

「け、怪け我がはないか？」

「………ないと思いますけど、とりあえず下りていただいていいですか？」

　やけに冷静に塔子が言うと、三の宮は飛とび跳はねるようにして身体を起こした。塔子も重たい唐衣裳ながら、なんとか身体を起こす。

「斎王尚侍、お怪我は！」

「ど、どうなさったのですか？　帥そちの宮みや様」

　廂と孫廂のそれぞれの場所から、いっせいに声があがる。御簾のむこうで集まった公卿達のざわつきが聞こえる。彼等もまさか御簾をめくりあげて中をのぞくわけにもいかないのだろう。心配そうな顔をする面々に塔子は軽く手を振ってみせた。

「あ、大丈夫よ。頑がん丈じようだから」

「動いてみて、どこか痛いところはないですか？」

　頭上から聞こえた声に、塔子は驚いて顔をあげる。いつの間に来たのか、目の前に明槻が立っていたのだ。塔子は瞳をぱちくりさせる。確かに同じ廂内だが、周りに女官も蔵人もいるのだから彼等にようすを見に行かせればよいではないか。自みずから足を運ぶなど、この場において東宮が取るべき行動では間違いなくない。

　あたりにいた女官達と御簾の手前でぺたりと腰を下ろしていた三の宮も、あぜんとして東宮様を見あげている。

「どうですか？」

　再度問い直され、塔子はわれに返った。重い唐衣裳をものともせず、彼女は両腕をぶんぶんと振ってみせた。

「だ、大丈夫……です」

　明槻は納なつ得とくしていない表情でしゃがみこみ、塔子と目線をあわせるようして顔をのぞきこんだ。怪我の有う無むを確認するように入にゆう念ねんに目を配る明槻に、女官達は目を見あわせ、顔を赤らめつつこそこそとささやく。

　頼むから周りに人がいる状況で、そういうことはやめてほしい。

「本当に？」

「は、はい」

　人ひと目めを気にしつつうなずくと、明槻ははじめてほっとした表情をした。本気で心配してくれているのはありがたいが、少しは立場というものを考えてほしい、などと他人が聞いたら〝お前が言うな〟と突っこまれることは間違いないことを塔子は考えた。

「いったいなにがあったのだ。帥の宮」

　別に怒ったふうではなかったが、やけに淡たん々たんと明槻は問うた。対して三の宮は、気の強さをむき出しにした、挑いどむような表情で明槻を見る。

「私が悪いのです」

　素早く塔子は言った。目の前の明槻よりも、三の宮のほうが驚いた表情をした。

　かまわず塔子は、床に手をつきぺこりと頭を下げる。

「粗そ忽こつな真ま似ねをいたしまして申し訳ございません。事情はあとでお話ししますので、早く儀式のほうをはじめてください。紫宸殿のほうでも大おお勢ぜいの方々が待っておられます」

　頭を下げたまま滑なめらかに語る塔子を、明槻はしばし意味深に見下ろす。だがすぐに割りきったような口調で「分かりました」と言った。塔子が顔をあげると、彼はそっと目配せをして立ちあがり、自らの席に戻っていった。

（よかった、察してくれたみたい）

　胸を撫でおろしてから、塔子はくるりとむき直った。

「帥の宮様もお早く」

　急せかすように言うと、彼はわれに返ったように表情を取り戻す。驚きから気まずげな面おも持もちを浮かべ、逃げるように御簾をくぐり抜けていった。

　さぞ御簾のむこうでは、好こう奇きの視線にさらされているだろう。私だって、あそこまで恥ずかしい真似はしたことがない。さりげにひどいことを考えつつ、塔子はこれからはじまる叙位と除目にむけて身み構がまえたのだった。
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　七日の儀ぎ式しきが一通り終わり、縋すが子こがようやく装しよう束ぞくを解といたのは日もとっぷり落ちたころであった。すでに室へやの大おお殿との油あぶらと廂ひさしの釣つり燈どう籠ろうには、火が灯ともされていた。

　さしもの縋子もぐったりとして御ご座ざにうつ伏せに転ころがり、その足腰を月つきの君きみと花はなの君きみが丁てい寧ねいにもんであげていた。ちなみに雪の君は夜の御お殿とどの設しつらえを整えていた。寝しん所じよは母おも屋やの北側の塗ぬり籠ごめの内に位置している。もちろん帝みかどの女によう官かんはこの三人だけではないが、他の者は縋子の命めいで台だい盤ばん所どころ等、別室に控えていた。

　塔とう子こははじめて目にする元気のない縋子の姿と想像以上の過か密みつな日程に、帝というものは本当に大変な仕事なのだと痛つう感かんしていた。

（上じよう皇こう様が神しん経けいをすり減らすはずだわ……）

　まして宣せん陽よう院いんは縋子や京きよう極ごく院いんとちがって、他人に気を使いすぎるぐらいの御おん方かただったから、心しん労ろうは並々ならぬものがあっただろう。

「明日は女によ叙じよ位いと御ご斎さい会えか………。女叙位だけにするわけにはいかぬか」

　うめくように縋子が言った。御斎会とは六ろく宗しゆうの学がく僧そうにより『金こん光こう明みよう最さい勝しよう王おう経きよう』を講こう読どくし、国家の安全を祈き願がんする儀式である。女じよ帝ていをのぞけば女によ人にん禁きん制せいなので、塔子達は参加することはできない。この儀式は八日から十四日までつづくので、結果としてその間の儀式は少なくなっている。おかげで女官達は一息つけるのだが、縋子には気の毒なことだ。ちなみに明日の女叙位のさいに女によ官かん除じ目もくも行われ、塔子は縋子付きの尚侍ないしのかみ。月、雪、花の三女官は掌侍ないしのじように正式に任にんぜられることになっている。

「だめです。それならむしろ女叙位のほうを休んでください」

　孫まご廂びさしに置いた茵しとねに座った明あか槻つきは、御み簾す越しでもはっきり分かるほど無む情じように述べた。いつもなら普通に中に入ってくるが、さすがに今日は縋子が装束を解いているので御簾を隔へだてている。対して縋子は〝ちっ〟とばかりに舌した打うちをした。高貴な女性、いや帝としてあるまじき品位のないふるまいだが、月、花の二人は気づかないふりをしている。

「融ゆう通ずうが利きかぬ奴やつじゃのう。そんな面おも白しろ味みのないことだから、二十一歳になるまで、文ふみのやり取りをするような女によ人にんも………」

「いくら嫌いや味みを仰おおせになられてもだめです。それより明日も早いのですから、今晩はさっさと寝てください。寝不足は皺しわのもとですよ」

　最後の一言に縋子はぎんと目を光らせたが、御簾のむこうの明槻に見えるはずもない。

　縋子の機き嫌げんを心配しつつ、塔子は明槻にちらちらと目をやる。直なお霧ぎりのこととか三さんの宮みやのこととかいろいろ訊ききたいことがあるのだが、どうもそんな空気ではなさそうだ。かといってこのままでは、明槻も東とう宮ぐう御ご所しよに戻ってしまう。

（どうしよう、今日は諦あきらめるしかないかしら）

　もんもんと思い悩んでいると、とつぜん思い出したように縋子が言った。

「それにしても大だい納な言ごんはともかく、摂せつ関かん家けの三男あたりがなにか言うてくるかと思うておったが、あんがいおとなしかったのう」

　左さ近こん衛えの大だい将しようの話題に、塔子はぎくりとして縋子を見る。

　対して御簾のむこうで明槻がうなずいた気配がした。

「彼は兄のしでかしたことを承しよう知ちしていますからね。昇しよう進しんなしだけですんで、むしろほっとしているでしょう」

「そもそも左近衛大将が兄の出しゆつ世せを望んでいるかといえば、恐おそらくちがいますから。逆に兄の位階が上がらなくて幸いとでも思っているかもしれませんよ」

　思わず口をはさんだ塔子に、縋子は「なるほどのう」としみじみとつぶやいた。

　実は今回の叙じよ位いと除じ目もくは、驚くほど動きがなかったのだ。ほとんどの公く卿ぎようはその官と位くらいを据すえ置おかれ、四し位いから五位の者もその範囲で昇しよう進しんしただけだった。

「まあ摂関家の人事にかんしては、二にの姫ひめの件への報ほう復ふく措そ置ちだと受けとめて、世間も納得しているであろう」

「……三の宮様の解かい任にんもありますからね」

　ぽつりと塔子が漏もらすと、縋子はわずかに柳りゆう眉びをよせた。

　除目の中で唯ゆい一いつあった大きな動きが、三の宮の大だ宰ざいの帥そち解かい任にんだったのだ。

　大納言の昇進なしとあいまって、人々は二の姫の件での報復人事と捉とらえただろう。大宰帥はいろいろと身入りがよく、三の宮にとっては痛い代だい償しようだったはずだ。

　元げん服ぷく前の子供でもあるまいし、三の宮だって東宮妃候こう補ほの姫を奪うばったのだから、なんらかの措置は覚悟していただろう。

　もちろん塔子に政治的な人事をとやかく言えるわけもないが、ただ篤あつ子このことを思うと心が痛むし、三の宮が本当に二の姫のことを好きなのであれば、あまりにも気の毒だと思ったのだ。

　憂ゆう鬱うつな面おも持もちで黙りこむ塔子に、茵から起きあがった縋子はぶっきらぼうに言った。

「よい機会じゃ。半年か一年くらい冷ひや飯めしを食わせたほうが、あの者のためじゃ。このままでは宝の持もち腐ぐされじゃ」

　宝の持ち腐れという言葉の意味が分からず、塔子はきょとんとする。察さつしたのか雪の君が説明をする。

「斎さい王おう尚侍もご覧になられたでしょう。三の宮様はあのようにご容よう姿しにも優すぐれ、そのうえ文ぶん武ぶも優秀であられますので、当代一、二の貴き公こう子しと称しようされているのでございますよ」

　同意を求められても、容姿にかんしては自分に似ていると言われた相手なのでなんとも返答しがたい。

「そのせいと申しますか、若干才さい走ばしったところがおありでして」

「周りと諍いさかいを起こされることもたびたびなのです」

　雪、月の二人が交互に語ると、いつの間にか夜の御殿から戻ってきた花の君がここぞとばかりに参さん戦せんしてくる。

「ですが、そこがやんちゃで可か愛わいらしいという女によう房ぼう達が多いのも事実ですけどね」

「まあ、確かにそのとおりよね」

「美しさや優ゆう雅がさでは兄上・二にの宮みや様のほうが優まさりますけど、才さい気きの点では弟宮様のほうが優りますわね」

「それに、あの気の強さや強引なところがいいと若い人達は言っているようよ」

「まあ、そうなの？　近ごろの若い人達ってそうなのかしら」

「時代にかぎらず女は若いころは、多少強引なぐらいな殿との方がたを好むものよ」

　雪月花の三女官は黄色い声をあげる。

　どうやら篤子が産んだ二人の親しん王のうは、方向性はちがえどそれぞれに美男子らしい。

（まあ、あの院とあの篤子様のお子様方だったら、どう考えてもきれいにちがいないでしょうけど）

　しみじみと塔子が納なつ得とくしていると、おもむろに明槻が言った。

「で、女によ王おう。今日はいったいなにがあったのですか？」

　とつぜん名指しされ、塔子は目を円まるくする。そもそも明槻がなにについて訊きいているのかすぐに分からなかった。

「え？　な、なにがですか？」

「三の宮との件で、自分が悪いって言っていらしたでしょう。あの状況でどうしてあなたのほうが悪くなるんですか？」

「ああ……」

　なるほど、そういう意味かとひとまず納得はした。しかし事情を訊くだけにしては、ずいぶん物言いが刺とげ々とげしい気がする。明槻が意外に気き難むずかしいというか繊せん細さいというか、はっきり言うと面めん倒どうくさい部分があることは知っていたが、どうやらなにかご機嫌を損そこねたようである。

（ていうか、けっこうすぐに拗すねるのよね、この人）

　しかしこの場で「なにを拗ねているの？」と訊くわけにもいかないので、ひとまず塔子は明槻の質問に答えた。

「悪あく意いがあってなされたことではないようですし、それに根は善よい方とお見受けしましたので……」

　仮に悪意があったとしても、あれで誰よりも恥ずかしい思いをしたのは三の宮だから腹も立たない。もしあれが塔子に対する嫌いやがらせだとしたら、まさに捨て身の技としか言いようがない。

「なぜ、三の宮が〝善い方〟と思ったのじゃ？」

　それまで黙っていた縋子が尋ねる。

「あの状況で恥ずかしがるより先に、私に対して大丈夫か、怪け我がはないか？　とお尋ねになられたからです」

　塔子の答えに、縋子も三女官も〝なるほど〟という表情をする。

「それで彼を庇かばわれたのですか？」

　確認するように明槻は問うが、声音にはまだ刺々しさが残っている。

　不ふ審しんな表情をする塔子に、事もなげに縋子が言った。

「気にするな、塔子。東宮は自分の目の前でそなたを押し倒されたので、立りつ腹ぷくしているだけじゃ」

　あぜんとする塔子の横で、三女官がいっせいに黄色い声をあげる。

「まあ、確かに殿方としては心穏おだやかではございませんわね」

「まして相手は当代一、二位を争あらそう貴公子と呼ばれる方ですからね」

「ご安心なさってくださいませ。あれは間違いなく事故ですから」

　事故以外なんだというのだろう。清せい涼りよう殿でんの中で女人を押し倒す者など、帝以外に誰がいるというのだ。しかも公こう衆しゆうの面前なんて、帝だってやらないだろう。等々突っこみたいことはあったが、なにより明槻の機嫌が悪い理由を知って塔子は驚いてしまう。

（いや、そんな馬鹿なことは）

　御簾のむこうに目をむけるが、明槻の表情は分からない。しかし客きやつ観かん的てきに見ても、当代一、二を争う貴公子が、自分のような奇き矯きようなふるまいで有名な女人に興味を持つはずなど───。

（あった………）

　御簾のむこうにいるこの人こそ、まさにそうだった。

　容姿も身分も申し分ないし、類るいを見ないほどの悪あく筆ひつという欠点はあれど、その他の学芸にかんしてはかなり優秀だと聞いている。性格だって妙みように子供じみた部分はあるが、思し慮りよ深く相手への思いやりを忘れない、意志の強い優しさを持った人だ。

　そうやって考えると、どのみち政せい略りやくで逃げようがないとはいえ、自分のような変わり者を望んで妃きさきに迎えたいとは、つくづく物好きな人だと思ってしまう。

「御ご用ようがないのでしたら、私はもう下がらせていただきます」

　腹立たしげな明槻の言葉に、塔子は物思いから立ち返る。てっきり縋子の言葉に、なにか反論してくるものと思っていたのに、彼はすでに立ちあがって歩きだしていた。

　人の気配が消えた御簾のむこうを、戸と惑まどいつつ塔子は眺める。

（どうしたのかしら？）

　いつもなら縋子の軽かる口くちや暴ぼう言げんにはきっちり返すのに、やけに態度が投げやりだった。

　なにか心配事でもあるのだろうか？　そんな思いで塔子がいたときだった。

「塔子、そなたももう下がってよいぞ」

　まるで心を読んだような間合いで縋子が言った。
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　塔とう子こが明あか槻つきに追いついたのは、弘こ徽き殿でんと麗れい景けい殿でんをつなぐ渡わた殿どのの中ほどの所だった。

　普通に考えれば女性が先を進む男性に追いつけるはずはないのだが、そのときは明槻が柱にもたれて、壺つぼ庭にわに群れて咲く水すい仙せんを眺めていたことが幸いしたのだ。釣つり灯どう籠ろうの明かりに照らされ、暗い中でも白い水仙の花は柔やわらかな橙だいだい色いろに染まって見えた。

　優ゆう雅がと呼ぶには程遠いずるずるとした衣きぬ擦ずれの音に、明槻は水仙から目を戻した。しかし彼がなにごとか言う前に、塔子はぐいっと詰めよった。

「押し倒したことに腹を立てているって、そんなことはないでしょ」

「………」

　藪やぶから棒ぼうというか、率そつ直ちよくすぎる問いに明槻はしばし閉へい口こうしていた。しかし塔子のこういう態度には彼も慣れているのか、すぐに気を取り直して問い返す。

「なんですか、いきなり」

「だって公こう衆しゆうの面前であんな醜しゆう態たいをさらした三さんの宮みや様を羨うらやましいと本気で思っているのなら、あなたがよほど変な趣味の持ち主としか思えないもの」

　自分を妃きさきにしたいと望んだ段階で、東とう宮ぐうとして相当変な趣味だと思うが、それをこの場で言うと話が別の方向に行きそうなのでとりあえず黙っておいた。

　対して明槻は、一いつ拍ぱくおいてからぷっと噴き出した。

「た、確かに………」

「でしょう。御み簾すの内側に転ころがりこむなんて、相当恥ずかしいわよ」

　塔子の言葉に光景を思い出したのか、明槻は腹を抱かかえて笑いだした。

　やっぱり縋子の戯ざれ言ごとだったのかと納なつ得とくしていると、明槻はぴたりと笑いを止めた。

「でも、まったく不ふ快かいに感じなかったかというと、そうではないですよ」

「え？」

　気がつくと明槻が、瞳ひとみを捉とらえるように塔子を見下ろしていた。真剣な眼まな差ざしと不快という穏おだやかならぬ言葉に、塔子は少し緊きん張ちようする。

「それ、どういう………」

「だって目の前で、想う人を押し倒されたのですよ」

「いや、だからあれは………」

　反論しかけて塔子ははっとする。自分を見下ろす明槻が、打って変わったようににやにやした表情をしていたからだ。

「ちょ、からかわない───」

　塔子が言い終わらないうち、とつぜん明槻がのぞきこむようにぐいっと顔をよせた。

　身をかがめ、視線を同じ高さに持ってきてまじまじと瞳を見つめられる。

「からかってなどいませんよ。事情がなんであれ、想う人が自分以外の異性に触ふれられるのを見るのは面白くはありませんからね」

　塔子は言葉を詰まらせた。すごくまっとうな意見すぎて反論の言葉が出てこない。

　起きたことそれ自体は、自分に非ひがあるわけではない。だからといってなんとも感じていないように受け取るのは少々無む神しん経けいだったかもしれない。逆の立場で同じ現場を目もく撃げきしたら、あまりいい気持ちはしないだろう。

「うん、そうよね」

　素直にうなずくと、明槻はにっこり微笑ほほえんだ。塔子もつられて微笑みを返す。

　笑顔が重なると、驚くほど心が温かくなるものだ。たがいに微笑みあい、明槻がなにか言おうと口を開きかけたときだ。

「お取りこみ中、申し訳ございません」

　やけに冷ややかな声が聞こえた。目の前の明槻の表情が、まるで面を外したように不ふ機き嫌げんなものに豹ひよう変へんする。麗景殿側の渡わた殿どのに立っていたのは、袍ほうを着た直なお霧ぎりだった。よく見るといつもの青あお鈍にび色いろではなく濃こい緑色だ。

「………なんだ？」

　嫌がらせとしか思えない間合いに苦いものを嚙かんだような表情で明槻は問うが、直霧は悪びれたようすもなく淡たん々たんと用件を告つげる。

「先ほど父の件で、私にも知らせがありました」

　直霧の父親というと、熊くま野の別べつ当とう範のり康やすの姉が継けい室しつ（後妻）に収まっている人で、たしか肥ひ前ぜんの守かみを任にん命めいされていると聞いていた。

「直霧さんのお父様、なにかあったの？」

　塔子の問いに、直霧は一度明槻のほうを見る。

　明槻が了りよう解かいしたように目め配くばせをすると、直霧は直答した。

「まだ内ない々ないですが、このたび肥前守から大だ宰ざいの少しよう弐にに任命換えとなりました」

「大宰少弐………」

　名前ぐらいは知っている役やく職しよくを、塔子は反はん芻すうした。

「明みよう後ご日にちの県あが召ためしの除じ目もく（国司を任命する儀式）で正式に任命します。ここ数年ずっと空席でなんとかしなくてはと思っていたものですから」

　付け加えるように明槻が説明をしたが、塔子はどう判断してよいのか分からなかった。

　守かみとは国こく司しの長ちよう官かんにあたる地位で、上じよう国こくの肥前守は従じゆ五ご位いの下げに相当する。

　対して外交、国こく防ぼうの要かなめである大だ宰ざい府ふは、次じ官かんである大宰少弐が従五位下にあたる。加えて同じ次官に大だ宰ざいの大だい弐にという正しよう五ご位いの上じように相当する役職もあり、これだけでいかに大宰府が重じゆう要よう視しされてきたかを表している。ちなみに大宰府長官が、今回三の宮が解かい任にんされた大だ宰ざいの帥そちで正しよう三さん位みとなる。

（肥前守から、大宰少弐に？）

　単純に解任された三の宮の代理という考え方もできる。

　しかし遙よう任にんの形を取る大宰帥に、欠員が出たからといって急きゆう遽きよ穴埋めが必要だとは思えなかった。ましていくら隣りん国ごくとはいえ、他国の守として赴ふ任にんしていた者を移動させてまでの必ひつ然ぜん性せいがあるのだろうか。確かに他の地と比べても段違いに実入りのよい大宰府への赴任は、四し位い、五ご位いの中級官かん吏りにとっても喉のどから手が出るほど望ましい地位であろうから、直霧の父にとっては喜ばしいことだろうが。

　そこまで考えて塔子は、昼間縋子がさらりと口にした言葉を思い出した。

　───不ふ祥しよう事じが幸いして、今回は見送ることにしたぞ。

　三の宮の不祥事により、なぜか直霧の殿上が見送られた。それらの関連も不明だが、今回の直霧の父親の移動とどう関係するのかも分からない。だが〝幸い〟という言葉から察さつするに、三の宮の不祥事は縋子にとって好こう都つ合ごうだったということになる。

（どういうこと？）

　考えを巡めぐらせる塔子の前で、明槻は苦く笑しよう交じりに直霧に告げた。

「申し訳ないが、お前の父親はとうぶん都に戻ってこられそうもないな」

「九きゆう州しゆうは温おん暖だんで魚が美び味みだと喜んでおりますので、どうぞご心配なく」

　物言いは素そっ気けないが、明槻の〝申し訳ない〟という言葉への明確な返答だった。

　つまり直霧の父親の大宰府赴任には、明槻と縋子の意図が働いていたということだ。そしてそうなったとき、三の宮が解任されていたほうが彼らにとっては好都合だった。

　そういえば元がん旦たんに三の宮のことを訊きいたとき、明槻はやけに歯切れが悪かった。あれはなんらかの理由で気が咎とがめていたからこその態度だったのではなかったのか？

（あ！）

　思いついたら明槻の袍ほうの袖口をつかんでいた。とつぜんのことに明槻も直霧も驚いた顔をするが、かまわず塔子は言った。

「本当は、三の宮様を解任したくなかったんでしょ？」

「………」

　本日二度目の藪から棒な問いに、今度は明槻も困こん惑わくした面おも持もちを浮かべる。

　しかし答えを求め懸けん命めいな塔子の眼まな差ざしに、やがて観かん念ねんしたようにため息を落とす。

「そりゃそうですよ。内心で助かったと思っているぐらいですから、感謝こそすれ解任したいなどと思うはずがないではありませんか」

　明槻の告白に、塔子は大きくうなずいた。

「やっぱりそうだったのね。いきなり膝ひざ貸してとか言うから、なにか憂ゆう鬱うつなことがあったのかと思ったのよ」

　自覚ない塔子の膝枕告白に、直霧が思いっきり冷ややかな眼差しを明槻にむける。対して明槻は一瞬気まずげな表情を見せたものの、すぐに開き直ったふうに堂々とうなずいた。直霧はますます白しらけた顔をしたが、そんな主しゆ従じゆうの複雑な空気など懸命に推すい察さつを進める塔子は気づかなかった。

（そっか、やっぱりそうだったのね）

　このたびの三の宮の件を、明槻は本心では穏おん便びんにすませたかったのだ。

　だが直霧の父親を大宰少弐に就つけるにあたって、三の宮の存在が邪じや魔まだった。そこで不祥事が露ろ見けんしたことを理由に、ここぞとばかりに彼を解任したということだったのだ。

　そこまでは納得できる。

　だが直霧の父を大宰少弐に就けるのに、なぜ三の宮が邪魔になるのか分からない。

　遙任である大宰帥と、現地次官である大宰少弐は両立する役職である。たしか大だ宰ざいの権ごんの帥そちと大宰大弐は、二人同時に任命できない暗あん黙もくの決まりがあると聞いてはいるが。

　大宰権帥は文字どおり大宰帥の権ごん官かんである。権官とは「定員外の官かん人じん」のことで、大宰権帥は大宰帥と同じ権けん限げんを持ち、官位も三位に相当する。

「じゃあどうして三の宮様を解任したの？　主上おかみがそれほどお怒りだったからなの？」

「それもありますけど───」

　明槻が言い終わらないうちに、直霧は軽く目配せして麗景殿の簀子のところまで戻っていった。渡殿とのちょうど継つぎ目めのあたりに立ち、人の行き来を確認しているようだ。つまりこれから明槻が答えるであろうことは、あまり他人に聞かれたくない内容だということなのだろう。

　きっちり身構えつつも内心でわくわくする塔子に、明槻は事情を説明しはじめた。

「実は現在の大宰権帥は、引いん退たいする関かん白ぱくが兼けん官かんしていたのですよ」

「え？」

「もちろん遙任ですよ」

「いや、それは分かるけど権帥って………」

　遠えん慮りよがちな塔子に、明槻は承しよう知ちしているというようにうなずいた。

　一いち概がいではないのだが、大宰権帥は公く卿ぎようが左さ遷せんされるさいに与えられる場合も多い役職だからだ。菅すが原わらの道みち真ざねや藤ふじ原わらの伊これ周ちか等が有名な例である。体てい裁さい並びに縁えん起ぎも悪く、また権官ということもあって、大宰帥がいるときは置かないことも多かった。

「どうして関かん白ぱくが、権帥のような官職を兼任していたの？」

「大宰府の利り権けんを得たいからですよ。家けい司しあたりを大弐や少弐として赴任させるという手が一般的ですが、おそらく適当な人材がいなかったのでしょう」

　帥の遙任は慣例として、権帥まで遙任だったとは知らなかった。

　そのうえ遙任とはいえ権帥がいるのだから、必然大弐はいないことになる。しかも先刻明槻は、しばらく少弐が不在だったように言っていた。そうなると現在の大宰府の実じつ質しつ的てきな政せい務むは、少弐よりさらに下位の大だ宰ざいの大だい監げん（四等官制度の中の三等官にあたる）以下の官吏達で取りしきっているということになるのだろうか？

「え、大宰府の防衛ってそんなので大丈夫なの？」

「そんなわけがないでしょう。いつ刀と伊いの入にゆう寇こうのような事態が起きるか分からないのに」

　不満げに明槻は答えた。塔子は『刀伊の入寇』なるものを知らなかったが、寇こうという言葉と大宰府という地名から、おそらく大陸の海かい賊ぞくあたりが攻めてきたことが過去にあったのだろうと思った。

　先ほどの「空席をなんとかしなくてはいけないと思っていた」という台詞せりふは、そういう理由からだったのだ。既き得とく権けんに固こ執しつする関白の意向で疎おろそかになっていた大宰府の防衛を、明槻はずっとなんとかしたいと考えていたのだろう。

「そういうことで現在の大宰府には、大弐はおりません」

「そうなるわね」

　つまり長官も次官も現地にはいないということだ。

「ですが近々に関白が引退すれば、大宰大弐を任命しなくてはならなくなります」

　誘ゆう導どうするような明槻の言葉に塔子ははっとする。

　短い沈ちん思しのあと確信を持って、塔子は言った。

「そのとき少弐の地位にある直霧さんのお父様を、大弐に昇しよう任にんさせるつもりなのね」

　合が点てんがいったとばかりに詰つめよる塔子に、明槻はうなずいた。

　そうすれば大宰府の防衛を強化できるし、なにより莫ばく大だいな利り権けんを得ることができる大宰府の実じつ質しつ上じようの長官である大宰大弐に就つけば、直霧の父が得る利権は肥前守のころとは比較にならないものとなる。明槻や縋すが子こに、将来直霧を高こう官かんとして取り立てるつもりがあるのなら、彼の父を経済的に有利な地位に就けておくことは実質的な地固めとなる。そこまでは納得できるのだが───。

「でも、それだけでは三の宮様を解任した理由にならないでしょ」

　塔子の問いに、明槻は首を横に振る。

「大宰大弐だけでも十分な利を与えることはできますが、大宰帥や権帥がいない状況であれば、もっと有利になるでしょう。なにより大納言家の女じよ婿せいとなった三の宮をこのまま大宰帥に留りゆう任にんしておけば、近々の大弐への昇任を阻はばまれかねませんから」

　感情を抑おさえ淡たん々たんと明槻は説明をつづけるが、端たん整せいなその面差しに次第に憂ゆう鬱うつな影が射してきているように塔子の目には映った。

　三の宮を解任したくなかったというのは、明槻の本音なのだろう。おそらく彼は二にの姫ひめの件そのものを不問にしたかったにちがいない。

　しかしそれぞれの思おも惑わくはどうあれ東とう宮ぐう妃ひ候こう補ほだった姫を奪ったのだから、明槻にしても縋子にしても三の宮になんらかの報ほう復ふくをしないわけにはいかなかった。そのうえ大宰府長官に三の宮を残しておけば、摂関家は自分達の女婿を使って直霧の父の昇任を阻はばみかねない。

　ようするに最悪の間合いで、三の宮は不ふ祥しよう事じを起こしてしまったのだ。なんらかの処しよ分ぶんは避さけられなかったにしても、せめて宣せん陽よう院いんが在ざい位い中ちゆうのことであれば、ここまで厳しいものにはならなかっただろう。あるいは妻にした相手が関白の孫娘でなければ───。

　語り終えたあと明槻は、なにか思うような表情で壺庭の水仙に目をむけた。

　そういえば自分が追いついたときも、明槻はあの水仙を眺めていた。そんなことを塔子が思い出したとき、明槻の唇くちびるがゆっくりと動いた。

「更こう衣いと……上じよう皇こうは、さぞ失しつ望ぼうするでしょうね」

　塔子は一度瞳を瞬またたかせた。ひょっとして先ほどの明槻は、三の宮への苛いら立だち、篤あつ子こへの罪ざい悪あく感かん、そしてなにより父・宣陽院に対する割りきれない思いを整理するために、水仙の花を眺めて時間を取っていたのだろうか？　さまざまな思いがこみあげてきて、心配のあまり塔子は明槻の顔をまじまじとのぞきこんでいた。

　水仙から目を戻した明槻は、塔子と視線をあわせると切れ長の目を一度瞬かせる。

　塔子もとつぜん目をむけられ、おおいにあわてふためく。

「どうしたのですか？」

「………か、可か愛わいい花ね」

　答えようがなく、塔子は苦しまぎれに答える。

　すると明槻はふたたび水仙に目をむけ、言った。

「欲しいですか？」

「え？」

　塔子が返事をしないうちに、明槻は高こう欄らんをまたいでひょいと庭に飛び降りた。

　禁きん色じきの黄おう丹にの袍ほうを着たうえでの信じられない行動に、塔子は目を円まるくする。かまわず明槻は石せき帯たいから太た刀ちを抜き、慣れた手つきで水仙を数本切り取った。

　高欄の下まで戻ってくると、明槻は束にした水仙をひょいと差し出した。

　とっさにしゃがみこんだ塔子だったが、花を受け取る前にわれに返り、つい口調を強くして抗こう議ぎする。

「危ないでしょ、なんて無茶をするのよ！」

「はじめて会った日に、長なが袴ばかまで松の木にのぼろうとした人にそんなことを言われたくありませんね」

「………」

　それを言われると反論の言葉をまったくなくしてしまう。しかしあれは結局未み遂すいだったのだからなどと結果論にすぎない言い訳を心の中に思い浮かべていると、上品なかぐわしい香りが鼻をかすめた。

（え？）

　いつの間にか明槻が手を伸ばし、水仙の花を一輪、塔子の髪に挿さしていた。

　顎あごの下あたりから見あげられうろたえる塔子に、明槻は元旦に見せた、この世の幸せをすべて一身に受けた人のような微笑みを浮かべて言った。

「あなたが心配してくれて、励はげまそうとしてくれていることが分かるから、私は本当に嬉うれしいのですよ」
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　女によ人にん禁きん制せいの御ご斎さい会えの期間中、そのおかげなのか御ご所しよは比較的のんびりしていた。一日の儀ぎ式しきが終わると決まったように縋すが子こが清せい涼りよう殿でんで癇かん癪しやくを起こし、不慣れな女によう官かん達がおろおろするという繰くり返かえしが、唯ゆい一いつの騒動らしきものといえばそうかもしれない。

　塔とう子こと三女官は、そうやって縋子が鬱うつ憤ぷんを晴らしていることは分かっているので、諫いさめるようなことは言わずになだめるだけにとどめていた。思いっきり叫んだあとはけろっとして寝てしまい、翌日はぶつぶつ言いながらもきちんと義ぎ務むを果たす人だということは、そのうち他の女官達も分かってくるだろう。

　その日縋子は早々に寝てしまったので、塔子はわりと早い刻こく限げんに麗れい景けい殿でんに戻ることができた。唐から衣ぎぬ裳もの装しよう束ぞくを解といて日にち常じよう着ぎの袿うちぎに着替えてから、さっそく文ふ机づくえの前で冊そう子しを広げる。日課にしていた古こ事じ記きの写しが滞とどこおっていることは気になったが、こちらは先日御ご書しよ所どころまで行って借りてきた史し書しよだから、早く読んで返さなければならない。

「あ、これだ」

　塔子が知りたかったことは、先日明あか槻つきが口にした『刀と伊いの入にゆう寇こう』である。

　漢かん文ぶんだったので読みくだすのに苦労したが、なんとか概がい要ようを読み取る。




　寛かん仁にん三年（一〇一九年）に、東とう夷いから成なると考えられる海かい賊ぞく集団に壱い岐き・対馬つしまが襲しゆう撃げきされ、はては筑ちく前ぜんまで侵しん攻こうされた事件である。壱岐・対馬は壊かい滅めつ的てきな被ひ害がいを受けたが、博はか多た、肥ひ前ぜんの国くにへの入寇は当時の大だ宰ざいの権ごんの帥そち・藤ふじ原わらの隆たか家いえ並びに松まつ浦うら党とうによって撃げき退たいされ撤てつ退たいした。




「え～～、百年もたっていないじゃない？」

　塔子は思わず声を大きくした。『寇こう』という文字から外国からの襲撃であろうことは想像していたが、ずっと前のことだと思っていた。ちなみにこの場合の東夷とは、日本における東国の者や蝦夷えみしのことではなく、中国から見た東方の異民族のことである。

「それなのに大だ宰ざい府ふの防ぼう衛えいを、そんなに軽かろんじているの？」

　疑問を口にしたあと、大丈夫なわけがないと言った明槻の不満げな表情を思い出した。

　さらに読み進めてゆくと、当時の朝ちよう廷ていの危機感のなさが辛しん辣らつに記されている。つまりその危機感のなさは、現在もつづいているというわけだ。

「なるほどね……」

　塔子はつぶやいた。さまざまな思おも惑わくが働いているのだろうが、もろもろの事情を考こう慮りよしても、やはり三さんの宮みやの解かい任にんは避さけられなかったのだろう。

　頭かぶりをひとつ振って気持ちを切り替えると、塔子はしみじみとつぶやいた。

「それにしても、この藤原隆家って人すごいわね。中なかの関かん白ぱく家けの公く卿ぎようなのに、九きゆう州しゆうの武士団を率ひきいて東夷を撃退しちゃうなんて───あ、長ちよう元げんの乱らんがのっている！　うそっ、承じよう平へい天てん慶ぎようの乱らんも書いてある！」

　物ぶつ騒そうな反乱の名称ばかりをはしゃぎながら言うのだから、周りが聞けばなにごとかと思うだろうが、かまわず塔子は夢中になって誌面をめくっていた。もともと歴史が大好きなので、史し書しよなど読ませればそんな結果になるのは目に見えていることだった。

　誌面に顔を突きつけ、一いつ刻こくあまりもたったころだろうか。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、文ふみが届いております」

　御み簾すのむこうで聞こえた女によう官かんの声に、塔子は史書からばっと顔を離した。自分なぞに文をよこす相手といったら貴たか哉なりしかいない。一般的に考えれば婚約者である明槻がそれぐらいするものだろうが、類るいを見ない悪あく筆ひつを理由に彼は滅めつ多たなことでは文を書かなかった。

（よかった。叔お父じ様、もう文を書けるぐらいになったんだわ）

　塔子が熊くま野のを立つときには、なんとか床とこから起きあがれるぐらいだった。先日即そく位い式しきの興奮を文に記して出したばかりだったが、早くも読んでくれたのだろうか。

（え、でも早すぎるわよね？）

　仮に読んだその日に返信したとしても、届くのが早すぎる。首を傾かしげる塔子の前に、御簾の下から女官が漆うるし塗ぬりの文ふ箱ばこを差し入れた。

　細やかな文もん様ようを漉すいた唐から紙かみは、白と濃こい青（緑）を重ねあわせたものだった。添そえられていたものは睦む月つきでも色いろ鮮あざややかさを失うしなわない松の枝で、色褪あせない栄えを象しよう徴ちようする縁えん起ぎ物ものだ。それゆえこの紙の組み合わせは、雪をかぶった松を表したものと思われたのだが。

（叔父様じゃない……）

　このような場合、貴哉だったら榊さかきを使う。そもそも都を中心に作られる唐紙は、熊野で容よう易いに手に入る代しろ物ものではない。

「これ、どなたから？」

　いまさらながら御簾むこうの女官に尋ねると、彼女は恐きよう縮しゆくしたように告つげた。

「藤とうの大だい納な言ごん様の北の方であらせられる、中なかの宮みや・省しよう子こ内ない親しん王のう様でございます」

　塔子は耳を疑った。先日明槻との間で話題になった、彼の母方の叔お母ばで大納言家の二にの姫ひめの生せい母ぼである。

　しかし甥おいである明槻ですら面めん識しきがないうえに、娘である二の姫の入じゆ内だいが立ち消えとなった現状で、彼女が塔子によい感情を持っているとは思えなかった。

（そんな人が、どうして私に文を？）

　疑念を抱いだきつつ文を開いた塔子は、その手しゆ蹟せきの見事さに息を吞のんだ。美しい唐紙に書きつけられた文は、行こう文ぶんといい流りゆう麗れいな文字といい、まさに非ひの打ちようがなかった。

（すごい。中の宮様って、きっと知ち的てきな御おん方かたなのでしょうね）

　ため息をつきたいような思いのまま文を読み進めた塔子だったが、読み終えたときにはひどく混乱していた。

「なに、これ？　なんでこんなことを……」

　料りよう紙しを畳たたみもしないまま、文箱にぽとりと落としてつぶやく。しばし眉まゆ根ねをよせて思案していた塔子だったが、いちはやく決意をすると廂ひさしに控えていた女官を呼びよせた。

「東とう宮ぐう様に、いまからお伺うかがいしてもよいかお尋ねしてきて。今こ宵よいどうしてもお会いしたいって強くお伝えしてね」
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「東とう宮ぐう様から承しよう諾だくのお返事がありました」

　妻つま戸どのところで応おう対たいをしていた女によう官かんが御み簾す前に戻ってきて告つげると、母おも屋やと廂ひさしの間でいっせいに歓かん声せいが起きた。それは宮きゆう廷てい女官の華やかなさざめきというより、戦場で武士が勝かち鬨どきをあげているかのような勇いさましさだった。彼女達は縋すが子この命めいを受けた雪ゆきの掌侍ないしのじようが吟ぎん味みした女官達で、宮きゆう廷ていに不慣れな塔子を適度に支えつつ、適当に自由にさせてくれる剛ごうの者もの達ばかりだった。

「ささ、尚侍ないしのかみ。お急ぎを」

「殿との方がたをあまりお待たせしてはなりませぬ」

「いえ、もちろん時と場合によっては、おおいに待たせてやきもきさせたほうがよろしい場合もございますが……」

「ですがこの場合はちがいます！」

「東宮様にお会いできて、東宮様が私の願いを聞き届けてくださって本当に嬉うれしいのだという尚侍のお心を、全身全ぜん霊れいでお伝えすべきです」

「だからといって、いつも〝大好き〟と口にしてもいけません。殿方は重く感じてしまうものです。いえ、場合によっては舐なめられてしまいます」

「女は舐められてはおしまいです！」

　口々に騒ぎ立てる女官達に、塔子は自分の発言が妙みような誤解を招まねいてしまったらしいことを自覚した。省しよう子こからの文ふみの内容を相談したかっただけなのだが、どうにもそんなことを口にできそうな雰ふん囲い気きではない。

（まあ、いいか。ようは会って話ができればいいんだし）

　懐ふところに省子からの文を滑すべりこませると、塔子は立ちあがった。

　簀すの子こに出ると、二人の女官が両りよう脇わきからそれぞれ几き帳ちようをかざして塔子の姿を人ひと目めから遮さえぎろうとする。ものすごくいまさら感が否いなめないが、女官達の顔を立てて塔子自身も扇おうぎをかざすことにした。

　月明かりと釣つり灯どう籠ろうの明かりで、簀子はほんのりと照らされていた。衣きぬ擦ずれの音をたてて先にと進み、昭しよう陽よう舎しやに渡るとすぐにあちらの女官が出てきて一行を妻戸の内側に導いた。

「こちらへ」

　南廂と母屋の間に下ろされた御簾を女官が巻きあげ、中に入るように促うながした。塔子は麗れい景けい殿でんからついてきた二人の女官を廂に控えさせてから御簾内に入った。

　明槻は御ご座ざに座り、脇きよう息そくを文ふ机づくえの代わりにして経きよう典てんを広げていた。御ご斎さい会えの講読に関係した内容かと思ったが、ちらりと見たかぎりでは分からない。

　明槻は塔子の顔を見ると、経典をぱたりと閉じた。

「どうしたのですか、とつぜん」

　塔子を見あげる表情は、心持ち戸と惑まどっているように見える。

　麗景殿での女官達の騒動ぶりを思い出し、塔子は東とう宮ぐう御ご所しよでも似たような事態が起きたのだろうと察さつした。悪いことをしたなと思いつつ、正面にぺたりと腰を下ろす。

「不ぶ躾しつけな願いを聞き入れていただき、ありがとうございます」

「いえ……どうしても会いたいなどと聞いたものですから、なにごとかと……」

「実はですね！」

　身を乗り出して声を大きくした塔子だったが、廂の間に控えている女官達のことを思い出して口調をあらためた。

「相談したいことがあるんです」

「え？」

　短くつぶやいたあと、明槻は言葉の意味を理解したように〝ああ〟とうなずいた。

「なんだ……」

　拍ひよう子し抜けしたような声こわ音ねに、塔子が瞳ひとみをぱちくりさせる。

　いっぽうの明槻は、すぐに気を取り直したように尋ねた。

「で、相談って？」

　塔子はこくりとうなずくと、いざるようにして近づく。手が届く距離まで来て、懐から文を取り出して明槻に手渡した。唐から紙かみを広げた明槻もまた、手しゆ蹟せきの見事さに感心したようだった。

「見事な手蹟ですね。叔お父じ君ぎみのものですか？」

「東宮様の叔お母ば上うえからです」

「主上おかみ？」

　叔母と聞いて、明槻は縋子と勘違いしたようだった。

　塔子は首を横に振り、声をひそめた。

「中なかの宮みや様よ」

　明槻は瞳を瞬またたかせた。とっさには誰のことだかぴんとこなかったようだ。

　だが分かったあとも、合が点てんがいかないような面おも持もちで文に目を落とす。手蹟を見ても誰だか分からなかったあたりから、省子から文をもらったことはないのだろう。

　ざっと読み終えたあと、明槻はますます混乱を極めたような表情で塔子を見た。

「あなたを宴うたげに招待したいって、なんですかこれは？」

「だから、相談しに来たんじゃない」

　おたがいに声をひそめて言いあったので、自然に顔をよせあうようになっていた。

　文の内容は、十五日に大だい納な言ごん邸ていで催もよおされる宴への招待だった。

　内々のもので女人ばかりになるが、三さんの宮みやと二にの姫ひめの結婚祝いの席を設もうけるのでぜひ参加していただきたいと記してあったのだ。

　しかし面識どころか文のやり取りさえしたことがない相手から、そんなことを求められても戸惑ってしまう。まして二の姫が東宮妃候補であったことを考えれば、とうてい自分は招待される相手ではないと思うのだが。

「意図が分からないのよね。まさか七なな種くさ粥がゆに白はく桃とう花かでも入れるつもりじゃないでしょうね」

　十五日は、米、粟あわ、小豆あずき等々の穀こく物もつで炊たいた七種粥を食する日である。邪じや気きを払うための行事だが、白桃花とはいわゆるところの下げ剤ざいである。

　頭を抱かかえこむ塔子に、明槻は短い思案の末、やや不ふ機き嫌げんそうに言った。

「次の東宮妃であるあなたを自分の屋敷に来させることで、内ない親しん王のうとしての格の高さを世間に知らしめたいとでも思ったのですかね？」

「いや、それはいくらなんでもうがちすぎじゃ……」

「粥かゆに白桃花を入れるほうが、よほど悪あく質しつだと思いますが」

　冷静に突っこんだあと、明槻はあらためて言った。

「あくまでも人ひと伝づてですが、中の宮の叔母上はずいぶんと気位の高い方だと聞いています」

　だとしたら明槻の言い分は、目的としてありうるかもしれない。なんといっても省子は時の帝の嫡ちやく出しゆつで、彼に宣せん下げされた二に品ほんの内親王だ。しかも東宮の叔母にもあたり、生まれ育ちだけでいえば縋子にさえ引けを取らない高貴な女性である。血筋だけは皇こう族ぞくだが、紛まごうことなき田舎いなか者ものの自分なぞとは格がちがう。

「まあ、それでむこうの気持ちが穏おだやかになるのなら、別に行ってもいいけど」

「は？」

　聞きちがえたのかという表情をする明槻に、塔子はさらに声をひそめた。

「二の姫の入じゆ内だいが先延ばしにされつづけたことで、大納言は言わずもがなだけど、中の宮様もず～～っとおかんむりだったと思うのよね」

「……でしょうね」

　渋い表情で明槻は同意した。

「そこに加えて、娘むすめ婿むことなった三の宮様の解かい任にんでしょ。これはもう恨うらまれてもしかたがないかなとは思うのよ。だったら私が足を運ぶことであちらの顔を立てることができて、かつ内親王としても溜りゆう飲いんを下げて丸く収まるなら、別に行ってもいいかなと思って」

　どうということもないように塔子は語るが、明槻は耳を疑うような顔をしている。

　複雑な出しゆつ生せいのもとでも、東宮としての誇ほこりと義ぎ務むを保たもちつづけてきた明槻からすれば理解しがたい発想だったのかもしれない。

　実は熊くま野のでは、塔子が逆のことで同じような驚きを覚えた。明槻が危険を顧かえりみることより、誇りや義務を果たすことのほうが大切なのだと知って驚かされたのだ。そしてあのときの塔子がそうであったように、明槻も驚きこそすれ反発はしなかった。ただ彼は確認するように尋ねた。

「いいんですか？　大納言のせいで叔父君があんな目にあったのに？」

「大納言に対してはもちろんいまでも怒っているけど、日中の宴で彼は出しゆつ仕しがあるから参加しないみたいだし」

　そこで塔子は一度言葉を切り、いっそう声をひそめて訊いた。

「大納言は熊野での失しつ策さくを、中の宮様に伝えていると思う？」

　明槻は気き難むずかしい表情で考えこむ。自分の不ふ祥しよう事じを妻に伝えているか否いなかは夫婦仲にも関係してくるから、いかんとも判断がつけにくい。

「もし伝えていなかったら中の宮様にとやかく思うことではないし、仮に伝えていたとしたら───この招待はその詫わびということも考えられない？」

　明槻は釈しやく然ぜんとしない面持ちで首を傾げる。一いち理りはあるが、にわかには納得しがたいという反応だった。そんな明槻に対して、畳たたみかけるように塔子は言った。

「いずれにしろ、私はあちらの真意を探りたいのよ」

「……むしろ、それが本心ですよね」

　明槻の問いに、塔子は悪びれることなくうなずいた。

　使命感と好こう奇き心しんに目をきらきらさせ訴うつたえる塔子に、明槻はしばし考えてから言った。

「では、雪掌侍あたりに同行してもらいましょう。彼女は主上にいちばん古くから仕えている人ですので、中の宮のことも知っているはずですから。主上には私から話します」

　了りよう承しようの言葉を得た塔子は顔を輝かせ、がばっと立ちあがった。

「ありがとう。疲れているところをごめんなさい。じゃあ、私帰るわね」

「………え？」

「御ご書しよ所どころから無理を言って史し書しよを借りてきたの。すっごく面白いんだけど明日には返さないといけないから、今晩中にどうしても読んでしまいたいの。それじゃ」

　一息に言ってしまうと、塔子は物も言えないでいる明槻を振り返りもせず廂に出た。

「お待たせしました。話が終わったので帰ります」

　控えていた女官達は目と耳を疑うような表情をしていたが、史書のことばかり考えていた塔子は気づく由よしもないのだった。
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　宴うたげの当日はよく晴れていたが、空気は凜りんとして風が冷たい春しゆん寒かんの陽気だった。

　指定された巳みの刻こくに着くようにあわせ、塔とう子こは雪ゆきの掌侍ないしのじようと共に牛ぎつ車しやに乗りこんだ。

　身分の高い者の邸てい宅たくは概がいして大だい内だい裏りに近い場所に位置しており、大だい納な言ごんの屋敷もその例に漏もれず、車を使ってさほどかからない場所にある。

　都中央を南北に突き抜ける朱す雀ざく大おお路じは、二十八丈（八十四メートル）の幅を持つ巨大な通りだというのに、車に人馬と、あちこちで触ふれあうほどの大おお賑にぎわいである。

　塔子は壁に身をよせるようにして、しきりに物もの見み窓まどから外をうかがっていた。一般的に女性が使う車は糸いと毛げの車くるまといって物見がないものなのだが、せっかくだから外を見たいという塔子の要望により半はじ蔀とみの車ぐるまとなったのだ。

「相変わらず、すごい人ですよね～」

　むかい側に座っていた雪掌侍も、塔子の横に並んで物見の外を眺ながめはじめた。

「本当に。まあ、珍ちん妙みような出いで立たちをした者達がおりますわね」

「え？　本当だ。ね、直なお霧ぎりさん。あの人達、芸人の一座かしら？」

　塔子は物見の少し後ろに徒か歩ちで付き添う直霧に尋ねた。好こう奇き心しんを丸出しにして顔を隠すことすらしないこの女によ王おう様に、もはや慣れきってしまった直霧はちらりと一団を一いち瞥べつしてから答えた。

「外国の者達だと思います。装しよう束ぞくからして、おそらく高こう麗らい人じんあたりかと」

「え、本当！」

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、次の角で曲がります。揺れますので元の位置にお戻りください」

　小さな物見から顔を突き出さんばかりの勢いの塔子を、直霧はたしなめた。

　塔子が素直に席に戻ると、直霧はここぞとばかりに外からぴしゃりと物見を閉じた。人ひと目めを避さける意味もあったのだろうが、臭くさいものに蓋ふたをされたような気がする。

「せっかく梅うめもきれいだったのに………」

　朱雀大路沿いに並ぶ屋敷の築つい地じ塀べいのむこうには、梅や馬あ酔せ木びの白い花が見えていた。

　頰ほおを膨ふくらませて不満を漏もらす塔子に、雪掌侍が少しあきれたように言った。

「まあ、彼は相変わらず堅かた物ぶつですのね」

「そうです。東とう宮ぐう様もいつも怒られています」

　雪掌侍は声をあげて笑った。直霧は明あか槻つきの命めいを受けて同行していた。尚侍一人の近隣への外出に、左さ衛え門もんの府ふの武ぶ官かんである直霧を連れていくのは申し訳がなかったが、そうしなければ明槻も縋すが子こも外出を許可してくれなかったのだからしかたがない。

　直霧は今回の除じ目もくで、左衛門府少しよう尉じようから大だい尉じようへと昇しよう格かくしたのだそうだ。叙じよ位いのあとに深緑の袍ほうを着ていたのは、位くらいが七位から六位にあがったからだったのだ。ちなみに本日の彼の服装は、官かん服ぷくの袍ではなく青あお白しろ橡つるばみの直垂ひたたれ姿である。公的の外出ではないからそれ自体はかまわないのだが、まだ若いのだからもう少し派は手でな色を着ればいいのにと、直霧からすれば大きなお世話以外なにものでもないことを、窓を閉められた腹いせまぎれに塔子は考えたりもしていた。

「ところで尚侍。帖たとう紙がみ（懐かい紙し）の横にはなにを挟んでおいでですか？」

　実は気になっていたというふうに雪掌侍が問う。塔子の胸むな許もとには、帖紙と一緒に掌てのひらより少し長いくらいの木の棒が挟んであった。

「ああ、これですか」

　塔子は棒を引き出し、顔の前にかざす。

「出がけに女によう官かんからもらったので、粥かゆ杖づえというものらしいです。今年は若い女官が少なくて、例年より競争率が低かったと言っていました」

　尚侍のために厨くりやまで行ってもらってきたのだと女官は得意げに言っていたが、意図も理由も分からないのでありがたがりようがない。

「まあ、それは。今日は戻ったらすぐに東宮様をお訪ねしなくては」

「？」

　粥杖を持ったまま首を傾かしげる塔子に、察さつしたのか雪掌侍は由来を教えてくれた。

　粥杖とは、七なな種くさ粥がゆを炊たいた薪まきの燃え残りのことを言うのだそうだ。

「その杖で女によ人にんの尻しりを叩くと子宝に恵まれ、殿との方がたの尻を叩くとその人の子を宿すと申しますのよ」

　塔子は杖を持ったまま目を円まるくした。女官達が懸けん命めいに手に入れてくれた理由は分かったが、これを持って明槻のところに行くのはちょっと恥ずかしいではないか。

　だというのに雪掌侍は、あながち冗談とも思えぬ口調で言う。

「御ご斎さい会えも昨日で終わりましたし、御ご所しよにお戻りになりましたらそれを持ってすぐに東宮様のところにお行きなさいまし」

「そ、そうですね……ところで！」

　恥ずかしさから、塔子はかなり強引に話題を変えた。

「雪掌侍は、中なかの宮みや様と面識はあるのですか？」

　省しよう子こ内ない親しん王のうの噂うわさは、これまでほとんど聞かなかった。同どう母ぼ姉し・榠めい子こ内親王がいまだにあれだけ噂になっていることに比べて対照的だ。

「二、三度お見かけしたぐらいですかね。良くも悪くもお姉上の大おお宮みや・榠子内親王様ほど目立つ方ではなかったので」

　雪掌侍は言葉をぼかしたが、三人の男性の妻となり、しかもそのうち二人が帝みかどと東宮という親子関係にあったという明槻の母親の経けい歴れきは、彼女の美女伝説となって二十年以上たったいまでも御所で噂されている。塔子は明槻がほとんど口にすることがない、彼の母親のことが近ごろ気になっていたこともあって尋ねる。

「中の宮様は、大宮様に似ていらっしゃるのですか？」

「いえ、それはありません」

　間かん髪はつを容いれない雪掌侍の返答に、一瞬塔子は気け圧おされる。そういえば榠子は素そ行こうや言動に問題があって、従妹いとこである縋すが子こなどあからさまに毛嫌いをしているほどの女性だったと聞いたことがある。しかしここまで即座に否定されるとちょっと驚いてしまう。

「およそ正反対の姉し妹まいですわ。お二ふた方かたは」

　首を傾げる塔子に、雪掌侍はこほんとひとつ咳せき払ばらいをしてから話をつづけた。

　なんでも省子は大変な才さい女じよとして有名だったそうだが、絶ぜつ世せいの美女と謳うたわれた姉に比べると数段劣おとる平凡な容よう姿しの持ち主なのだという。

「大宮様の最初の夫であらせられた先の弾だん正じよう尹いんの宮みや様も、もともとは才さい媛えんぶりに惹ひかれて中の宮様と文ふみのやり取りをなさっていたのに、大宮様のお姿を目にされて以来すっかりとりこになってしまわれて、結局大宮様と結婚されてしまわれたのです」

　信じがたい話に、塔子は自分の耳を疑った。

「そ、そんなこと、よくお父上の帝がお許しになられたものですね」

「すでに身み罷まかられておられましたので」

「あ、なるほど………」

　でなければ、信じられない話だった。たとえ帝でなくとも、普通の父親であれば妹から姉に乗り替えるような男を婿むこに迎えることはしないだろう。

（コノハナサクヤヒメとイワナガヒメの話じゃないけどね……）

　塔子は記き紀き神しん話わにおける、容姿に大きな差を持つ姉妹の悲話を思い出した。

　天てん孫そんホノニニギは、国つ神の娘で美しいコノハナサクヤヒメを妻に望む。父親は姉イワナガヒメとともに娘二人を差し出すが、イワナガヒメはひどく醜みにくかったため、ホノニニギは恐れて姉だけを返してしまった。これを知った父親は「妹に咲く花のような栄えを、姉には岩のような永遠を誓ちかって送ったのに」と非常に残念がったのだという。それゆえ人の生命いのちは短命となったといわれている。弾正伊宮が早世したことを考えると、なんとも皮肉な話である。

　それにしても弾正尹宮は論ろん外がいとして、榠子のほうもどんな心しん境きようで妹の恋人だった相手の妻となったのか、塔子は理解できなかった。異い母ぼ姉し妹まいというのならともかく、二人は同母姉妹である。この話を聞いただけでも、縋子があれほど榠子を毛嫌いする理由が分かった気がする。そして明槻がなかなか母親の話をしたがらない理由も───。

（中の宮・省子内親王様か………）

　複雑な思いのまま、塔子はこれから訪ねる人のことを考えて身み構がまえた。

　車は朱雀大路から四し条じよう大おお路じに突きあたったところで左に曲がり、左さ京きよう区くに入った。そのことを牛うし飼かい童わらわに教えてもらってからいくらもしないうちに、車は大納言邸に到着した。

　大路に面した正門をくぐり、中門付近に設もうけられた車くるま宿やどりに車を入れる。大路に門を構えることは、三さん位み以上の公く卿ぎようか四位の参さん議ぎでなければ許されなかった。

　中ちゆう門もん廊ろうには唐から衣ぎぬ裳もを着た女によう房ぼうが待ちかまえており、塔子と雪掌侍は妻つま戸どから中に案内された。唐衣裳姿で車を降りるのは大事だったが、徒歩でついてきた下げ﨟ろうの手を借りてなんとかやり過ごす。この日の装束をどうするべきか悩んだのだが、三掌侍の意見を聞き入れて唐衣裳にしたのだ。白の光こう沢たくのある唐から衣ぎぬの下には、紅くれないの匂においに袿うちぎを重ね濃こき青あお（緑）の単ひとえをあわせている。雪をかぶった椿つばきを表したものである。

　御所において小こ袿うちぎは女主人にのみ許された装束である。もちろん大納言邸は御所ではないが、省子内親王という高貴な女性の招待に小袿装束で訪れることは、相手を刺激しかねないと考えたのだ。招待された真意が不明なうえに、塔子は相手に溜りゆう飲いんを下げさせることも厭いとわぬつもりで訪問したのだから。同様の理由で付き添いの侍じ女じよもごく少数に抑え、雪掌侍をのぞけばあとは下﨟が二人である。

「私は随ずい身じん所どころのほうでお待ちしておりますので、なにかありましたらお呼びください」

　妻戸の前で直霧は、塔子にというよりむしろ雪掌侍にむかって言った。物もの馴なれた彼女に主しゆ導どう権けんを握らせたほうが上じよう策さくだと判断したのだろう。

　大納言家の女房の先せん導どうで、東ひがしの対たいの簀すの子こを進む。一応それらしく扇おうぎなどかざしてみはしたが、隙すき間まからのぞく豪ごう奢しやな造りに目を奪われつづけだった。

　寝しん殿でんにつながる透すき渡わた殿どのの下は池につながる遣やり水みずが流れており、反そり橋ばしの上からは北側に渡殿との間の壺つぼ庭にわを、南側の少し先には広い南庭を望むことができる。

　ひとまず目の前にある壺庭に目をむけ、塔子はほうとため息をついた。

　白い砂じや利りを敷きつめた壺庭の中央を遣水が流れ、西側に四、五分咲きほどの白はく梅ばいの古木が植えられており、東側にはほどよく苔こけの生むした濃い灰色の石と金色の水すい仙せんが鮮あざやかに咲いていた。梅と水仙があたりにえも言われぬよい匂いをただよわせ、ほんのりと酩めい酊ていしたような気持ちになる。

「いい香り……」

「でしたら、お帰りのさいにでもぜひお持ちください」

　冬の冷たい空気の中で響いた声は、驚くほど可か愛わいらしいものだった。目をむけると、壺庭を挟んだむかいの渡殿に一人の少女が立っていた。

　自分と同じ年ごろか、あるいはもっと年少かもしれない。ふっくらとした頰にあどけない表情は、十四、五といったところだろう。白の文もん様ようを織り出した淡たん黄こうの小袿に萌もえ黄ぎの襲かさねという菜の花を思わせる装よそおいが初うい々ういしい。髪は黒々と丈たけ長ながく、色白だが健康的な桜色の頰をしている。美人とまではいえないが、素直で可愛らしい印象の少女だった。

（誰？）

　同じ年ごろの娘が珍しかったこともあり、塔子はつい見入ってしまう。

　むこうは視線に気づいたのか、恥じ入るように扇で顔を覆った。

「ご、ごめんなさい。とつぜん声をかけたりして」

　一方的に詫わびを言われ、塔子はあわててしまう。相手が女性だということもあり、あっさりと扇を下ろした。

「こちらこそ、ごめんなさい。じろじろ見つめたりして」

　なだめるように告つげると、少女は袖口からそっと顔をのぞかせた。胸を撫でおろす塔子のむかい側で、彼女はぱたりと扇を下ろして塔子をじっと見つめた。やがてはっと気づいたように声をあげる。

「……斎王尚侍様？」

「え、あ……は、はい」

　どうして分かったのだろう？　戸と惑まどう塔子の横で、この屋敷の女房からなにかささやかれた雪掌侍が告げた。

「二の姫、苑その子こ様でございます」

　塔子は目を見張った。相変わらず苑子はまじまじとこちらを見つめている。

　いろいろ意外なことが多すぎて、どう判断すべきか迷ってしまう。

　二の姫──苑子がここにいることは不思議ではない。なにしろここは彼女の自宅だ。しかも今日は男客がほとんどいない宴えん席せきなのだから、いくら箱入りの姫君でも渡殿を一人で歩いているぐらいははしたない行為ではない。

（けど……）

　塔子はもう一度、苑子の姿を見た。たしか十八歳だと聞いていた。しかも身み籠ごもっているはずだ。だが壺庭を挟んでむかいにいる女性は小こ柄がらな塔子よりさらに小さく、表情もあどけなくて、とても自分より年上には見えなかった。

　苑子も相手が誰だか知らなかったから、あんな無む邪じや気きに声をかけたのだろう。はたしてこちらの正体を知った彼女がどんな態度に出るのか、塔子は見当がつかなかった。

　とはいえ、こうなったからには黙って通り過ぎるわけにもいかない。塔子は閉じた扇を右手で持ち、先せん端たんに左手を添えて頭を下げた。

「はじめまして。塔子と申します」

「よく、お越しくださいました」

　その声は西側から聞こえた。とうぜん北の渡殿にいる苑子のものではない。目をむけると寝殿側の簀子に、紫むらさきに金色の文様を浮うき織おりした小袿を着た女性が立っていた。
















　瞬しゆん時じに塔子は、彼女が中の宮・省子内親王だと悟った。

　たとえ女主人とはいえ、内親王自みずから客を出迎えるなどあまり聞かない話だ。ましてこちらは女によ王おうの身分で、なにより二の姫の因いん縁ねんの相手である。

　それなのに省子だと分かった。いや、感じたと言ったほうが正しいように思う。

　衣装とか年のころなど無関係に、この女性があの隙すきのない端たん正せいな文ふみを書いた、気位が高いと噂される内親王だと察さつしたのだ。

　省子は感情のない目で、塔子の姿を上から下まで眺めた。

　無意識のうちに背筋を伸ばし、身体からだを固くしている自分に塔子は気づいた。こくりと息を吞のみ、落ち着くように自分に言い聞かせる。ゆっくりと身体のむきを変えると、塔子は扇を携たずさえたまま深々と頭を下げる。

「本日はお招きいただきありがとうございます」

「いえ、日和ひよりがよくてなによりでございました。どうぞ寝殿のほうにおいでください」

　無ぶ難なんな返事に塔子が顔をあげると、すでに省子は背をむけて歩きだしていた。

　ぽかんとして彼女の後ろ姿を眺めていると、先せん導どう役の女房が、雪掌侍を介かいして塔子に進むように促うながした。われに返り塔子は足を進めたが、やはり言葉ほどには歓かん迎げいされていないのだろうと、内心でそっとため息をついたのだった。
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　寝しん殿でんに渡ってから、塔とう子こは南みなみ廂びさしに設しつらえられた座に案内された。そこは女主人である省しよう子この左隣で、畳たたみも同じ高さに並べられていた。省子の右隣に苑その子こが座り、他にも縁えん戚せきだという唐から衣ぎぬ裳も姿の女性が数名座っている。先せん刻こくの省子から立ち姿を確認されたことを思い出し、やはりこの姿で来て正解だったといまさらながら安あん堵どする。

　几き帳ちようを隔へだてて少し離れた位置に別の座が設もうけられ、直衣のうし姿の年配の男性が座っていた。

　大だい納な言ごんと左さ近こん衛えの大だい将しようの父親、関かん白ぱくである。省子には舅しゆうと、苑子には祖そ父ふにあたる。引退を表明しているから出しゆつ仕しする必要もないのだろう。久しぶりにその姿を見たが、めっきり老ふけたように見えた。

　官かんを得ている男性達は仕事を優ゆう先せんさせるから、関白の他は女によ人にんばかりである。それを考えればこの宴うたげに参加をすることは、いくら自分の祝いとはいえ、三さんの宮みやにとっていささか屈くつ辱じよく的てきなことではあるまいか。そう考えてから塔子は気づく。

（そういえば三の宮様は？）

　関白の横にもうひとつ座が設けられていた。三の宮のためのものと思われるが、肝かん心じんの当人の姿がない。

（遅刻かしら？）

　塔子は首を傾かしげた。同じ思いなのか、苑子も不安げに席を眺めている。

　やがて女によう房ぼう達が、料理を盛もった懸かけ盤ばんを運んできた。日にちを考こう慮りよしたのか、椀わんには固かた粥かゆではなく紫色の七なな種くさ粥がゆがよそってある。

　客の前にそれぞれの膳ぜんが置かれたあと、おもむろに省子は言った。

「三の宮様がまだおいでになられませぬが、せっかくの膳が冷めてしまいますので失礼して先に進めさせていただきましょう」

　状況を判断した落ち着いた物言いは、内親王というより有ゆう能のうな女によう官かんを思わせる。

　彼女のふるまいを感心して眺めていた塔子に、あらためて省子は問いかける。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ、なにか苦手なものはございませぬか？」

　とつぜん話しかけられ、心臓が跳ねたのかと思うほど緊きん張ちようした。

「いえ、大丈夫です。お気き遣づかいいただきありがとうございます」

「そうですか。お口にあわないものがありましたら、遠えん慮りよなくお伝えくださいませ」

　扇の内側でうなずいたあと、塔子はあらためて省子を見つめた。

　二十六歳の左さ近こん衛えの大だい将しようより一回り上というから、四十手前というところだろう。若くも年老いても見えない実じつ年ねん齢れいどおりの外見だった。醜しこ女めではなかったが、絶世の美女と謳うたわれた姉に比べると数段見み劣おとりすると言われてもしかたがないのだろう。

　弾だん正じよう尹いんの宮みやの話を思い出し、塔子の胸に苦いものがこみあげた。

　恋人が別の女性に心変わりをした。それだけでも普通に辛つらいことなのに、まして相手が実の姉というのだから、その苦しみは生なま半はん可かなものではなかったはずだ。

　だがいま隣にいる省子から、そんな感かん傷しよう的てきな部分はうかがえなかった。それどころかあらゆるものを冷ややかに見つめている、ある意味とても才さい女じよらしい雰ふん囲い気きの持ち主だ。だから塔子は彼女を一目見たとき、あの隙すきのない文ふみを書いた人なのだと納得したのだった。

「時に、東とう宮ぐう様はお健すこやかにお過ごしでいらっしゃいますか？」

　とつぜん振られた明あか槻つきの話題に、塔子は焼き鯛たいをほぐしていた箸はしを止めた。

　普通に聞けばどうということもない問いだが、ここに至るまでの事情を考えるとそんな単純に受けとめてよいものだろうかとも思う。

　一いつ拍ぱくおいてから、用心深く塔子は答える。

「……はい。少々お疲れのようでしたが、昨日お会いしたときはお元気でした」

「そうですか。どうぞご自じ愛あいなさいますよう、お伝えください。東宮様は私の姉の御お子こで甥おいにあたられる方ですので」

　予想外の言葉に塔子は驚く。姉し妹まいの軋あつ轢れきを考えると、省子の口から姉の子を気遣うような言葉が出てくるとは思わなかったのだ。加えて明槻自身にも、娘・苑子の入じゆ内だいをかわしつづけていた経けい緯いがある。戸と惑まどいつつも、塔子は言葉を取りつくろう。

「必ずお伝えいたします。叔お母ば宮みや様のそのような温かい言葉をお聞きになれば、東宮様はきっとお喜びになることと存じます」

「そのような、もったいない。斎さい院いんの宮みや、いえ、主上おかみは猶ゆう母ぼとしてずっと東宮様をご後こう見けんあそばしておられましたのに、同じ叔母でありながらなにもしてさしあげられなかったことをずっと気に病やんでおりました。こちらの姫が入内となれば、義は母はとしてお支えすることもできると考えていたのですが」

　ちくりと皮ひ肉にくを言われたようで、塔子は思わず身をすくめる。すると省子はふっと息を吐くように笑いを漏もらした。

「ごめんなさいね、嫌いや味みを言ったつもりではありませんのよ」

「え？」

　省子の真意が分からず、塔子は戸惑う。こちらの心を見み透すかされたのか、あるいは省子が自らの言葉を失しつ言げんだと思ったのか、どちらかだと思うのだが。

「このたびの姫の結婚は思いがけぬことでしたが、このようなご縁だったと考えるしかございませぬ。それにこの娘は昔からおっとりしていて、宮みや仕づかえをさせるより私達の手元に住まわせたほうが性しようにあっているかもしれません」

　右隣に座る苑子を一いち瞥べつし、省子は言った。ますます塔子は戸惑った。本音なのか、あるいは先日推すい測そくしたように、和解のための言葉なのかがまったく読めなかった。

「ですが入内のために手配していた女房達には、気の毒なことになってしまって」

　しみじみと省子は漏らす。妃きさきでも女官でも、身分の高い女性が宮仕えをするときは、自分のための女房を伴ともなうことが一般的だ。彼女達の報ほう酬しゆうはとうぜん実家が出すわけで、親は自分の面メン子ツをかけて才さい色しよく兼けん備びの女性を手配し、娘の周りを華やかに彩いろどろうとする。

　つまり苑子の入内のために手配していた女房達が、御ご所しよに入らないままお払はらい箱ばこにされてしまったというわけだ。

「斎王尚侍、よろしければそちらで幾いく人にんかお使いいただけませんか？　彼女達は容よう姿しにも優すぐれ、教きよう養ようのある女人ばかりですから」

　即そく答とうできずに塔子は黙りこむ。

（………そうきた？）

　たとえどれほど優れた女房達であろうと、塔子が雇やとえるはずがない。左さ大だい臣じんだった父はすでに亡く、里はそれなりに裕ゆう福ふくな家ではあるが公く卿ぎようや摂せつ関かん家けとは格がちがう。いま塔子についている女官達だって、すべて縋子が手配してくれた人達なのだ。

「……東宮様に相談してみます」

　無ぶ難なんな言葉で応おうじると、省子はそれ以上とやかく言うこともなくうなずく。

　その淡たん泊ぱくな反応に、もしかして悪あく意いはなかったのかと思い直した。考えてみれば帝みかどの中なかの君きみ（二番目の姫）として産まれ、摂関家嫡ちやく男なんの北の方となった省子は金きん銭せん的てきな心配など生まれてこのかたしたこともないだろう。

「さすがに斎王をお務つとめになられた御おん方かたですね。ほんに凜りんとなさっておられること」

　しみじみと言ったあと、省子はふたたび横の苑子を一いち瞥べつする。

「それに比べてこの娘は、もうすぐ母になるというのにいつまでも子供のようで………」

　言われた苑子はぼんやりした横顔をこちらに見せ、他の客人達のおしゃべりに耳を傾けているようだった。膳を見るとほとんど箸はつけておらず、皿に盛った唐から菓くだ子ものが半分なくなっているだけだ。

（身み籠ごもっておられるから、食欲がないのかしら？）

　人によりけりだが、妊にん娠しん中ちゆうはそのような時期があると聞いたことがある。本来であれば人より余計滋じ養ようを取らなければならないというのに。

「斎王尚侍、お歳としも近いことですし、ぜひ苑子と仲よくしてあげてくださいませ。あなた様のような御方がお友達になってくだされば、この娘ももう少ししっかりしてくれるでしょうから」

「……は、はい。私のほうこそ喜んで」

　それ以上気の利きいた言葉が思い浮かばず、塔子は語ご尾びを濁にごす。しかし省子は気にしたふうもなく隣の苑子に話しかけた。

「姫、お聞きになりましたか？　これからは尚侍と文やお歌のやり取りをなさいませ」

　いや、文はともかく和わ歌かは困る！　塔子は心の中で絶ぜつ叫きようする。

　それにしてもこの省子の言動は、やはり和解のための招待と考えてよいのだろうか。

「はい、よろしくお願いします」

　いっぽうで淡たん々たんと応じた苑子に、塔子は複雑な心しん境きようになる。

（やっぱり、よく思われているわけはないわよね）

　母親の意向もあってうなずきはしたが、入内にからむいざこざを考えれば好こう意いを持たれるはずがないのだ。壺つぼ庭にわで顔をあわせたときは好意的だったが、あのときは塔子だと分からなかったのだからとうぜんだ。

（しかたがないか）

　心の中でそっとため息をつくと、気を取り直してふたたび箸を手にする。

　雑ざつ談だんを交わしつつ客人達が食事を進めていると、いつの間にか御み簾すを下ろした先の簀すの子こで一人の女房が琵び琶わを鳴らしはじめた。なかなか巧たくみな演奏で、皆話をやめてしばし演奏に聞き入る。そのうちどこからか笛ふえの音ねが流れてきた。女人が使う楽器ではないので、楽人が一人加わったのだろうと、あまり深く考えもせず塔子は耳を傾けていた。

　しかししばらくすると、笛の音色がえも言われぬほど巧みであることに気づく。

「まあ、なんと素晴らしい………」

　宴席にいた誰かがため息交じりにつぶやき、別の女人が興奮しながら言う。

「中の宮様、このような笛の名めい手しゆがお宅においでとは存じあげませんでしたわ」

　しかし呼びかけられた省子自身は、訝いぶかしげな面持ちで御簾のむこうを見つめている。そこに女房が一人近づいてきて、なにごとか彼女にささやいた。

「え？」

　省子が声をあげたとき、笛の音がやんだ。

「ありがとう、あなたの琵琶のおかげで楽しく吹けたよ」

　御簾のむこうから聞こえた声は、琵琶を鳴らしていた女房に話しかけているようだ。

　若い男性と思おぼしき声だが、甘あまやかで高音な響きにもかかわらず落ち着いた物言いは、三の宮のものとはちがっているような気がした。

（誰？）

　目を凝こらすと高こう欄らん越しに立つ男性の姿が見えた。どうやら声の主ぬしは庭にいるようだ。

　女人達がざわつく中、省子がすくと立ちあがった。苑子は不安げな表情で母親と御簾のむこうを交互に見比べるが、かまわず省子は御簾にむかって歩きだした。きびきびとした身のこなしは内ない親しん王のうらしからぬものだったが、才さい媛えんと名高い女性らしくはある。

　御簾前で立ち止まると、じっと外のようすをうかがってから省子は口を開く。

「胡こ蝶ちようの宮みや様でございますか？」

　塔子の知らぬ呼び名に、その場にいた女人達がいっせいにざわめく。ますます誰だか分からなくなり首を傾げていると「二にの宮みや様のことです」と声がした。顔をむけると苑子だった。目があうと苑子は恥じらうように頰ほおを赤らめる。

（あれ、ひょっとして私、嫌われてないの？）

　まさかと思いつつ、塔子は苑子のほうにいざりよった。

「教えてくださってありがとう。二の宮様というのは、三の宮様の兄上であらせられる方ですよね」

　塔子のほうから話しかけると、苑子は少し安心したような表情でうなずく。

「ええ。仲のよいお兄様だと、三の宮様からもおうかがいしております」

「ですが、たしか隠いん棲せいされて嵯さ峨が野ののほうにお住まいだったのでは───」

　ひそひそと二人で話していると、あちこちで女人達がささやきはじめる。

「まあ、胡蝶の宮様がおいでくださるなんて」

「どうりであの音色。さすが、音に聞こえた胡蝶の宮様のお笛ですこと」

「嵯峨野に隠いん遁とんされて、もうあのお美しい姿を拝はいすることはないのだろうと思っておりましたのに、よもやこのような場所で」

「なんとも、幸運な」

　女人達はおろかこの屋敷の女房達まで、興奮したようすを隠さない。言葉を聞いただけではにわかには信じがたい華はなやかな称しよう賛さんの数々に、塔子はむしろ疑うような思いで隣の苑子に尋ねる。

「今日は二の宮様もご招待なされたのですか？」

「いえ……もちろん大だい歓かん迎げいではありますが、優う婆ば塞そくとなられている方ですのでお招きするなど考えも及びませんでした」

　戸と惑まどったように苑子は答えた。聞いてみればもっともな言い分である。塔子と苑子は打ちあわせたように同時に、御簾前に立つ省子の背中を眺める。省子が脇わきに控えた女房になにやらささやいているときだった。

「とつぜんのことで驚かれたことと思います。実は中の宮様並びにお集まりの皆様に、弟の不ふ義ぎ理りをお詫わびしたく参った次第でございます」

　詫びというわりには、やけに朗ほがらかに伸び伸びとした声こわ音ねで二の宮は述のべた。省子の命めいを受けて女房が促うながしたようで、彼は簀子にあがっているようだ。

「え……」

　短く声をあげたあと、苑子は驚いたように身を乗り出した。

「さ、三の宮様はお怪け我がでもなされたのですか？」

　塔子は少し驚いた。自分はしょっちゅうやらかしていることだが、苑子のような箱入りの姫君が、いくら相手が親しん王のうとはいえ男性に直接問いかけるとは思ってもみなかった。

（それだけ、三の宮様のことが心配ってことなんだろうけど……）

　貴き族ぞくの娘にあるまじき無ぶ作さ法ほうに、省子が苑子を一瞥する。気配が伝わったのか、あたりに緊きん張ちようした空気が流れたときだ。

「ご心配には及びません。一いつ昨さく日じつから風か邪ぜをひいたようで、あの元気なだけが取り柄の腕わん白ぱくが鬼おにのかく乱とでも申しましょうか」

　緊きん迫ぱくした空気を笑い飛ばすような、そんな朗らかな声音で二の宮は言った。腕白、鬼のかく乱という言葉に女人達がいっせいに笑いだし、たちまち空気が和なごんだ。偶然かもしれないが、塔子は二の宮の機き転てんに感心した。

　いっぽう省子は一いつ拍ぱくおいてから、そばにいた女房にふたたび耳打ちする。そんな間にも二の宮は、朗らかで不思議な色いろ香かのある声で語る。

「おのれのために中の宮様が設けてくださった場を欠けつ席せきすることに、弟は大変心を痛めております。文での断ことわりではとても申し訳が立たないと言って、兄である私に直接出向いてぜひ自分の無む念ねんを伝え、詫びをしてほしいと懇こん願がんされたものですから、こうして足を運ばせていただいた次第です」

　三の宮の欠席と自分が来た理由を、二の宮は述べた。

　聞き終えたあと、省子は御簾の先にむかって声を発する。

「そのような事情でしたか。わざわざ足を運んでいただいて感謝いたします。三の宮様のための席で恐きよう縮しゆくですが、よろしければ少しお話などお聞かせくださいませ」

「……では、お言葉に甘えて」

　いつの間に回りこんでいたのか、先ほどの女房が簀子に出ていた。彼女に促され立ちあがると、二の宮は西側の簀子にいったん姿を消し、次に塔子達とむきあうようにして西側の妻戸から廂ひさしに入ってきた。

　几き帳ちようの上から、二の宮の立ち姿は座ざしている女人達の誰の目にもはっきりと見えた。あちこちからほうっと感かん嘆たんの息が漏れる。塔子は扇と几帳の間から彼の姿を見あげた。

　三女官やこの場の女人達が語っていたように、確かに美しい青年だった。
















　ほっそりした白い面おもてに刻まれた目鼻立ちは優ゆう美びで、それこそ睫まつ毛げ一本一本まで気配って描かれた絵のように繊せん細さいで、父院と母更こう衣いのよいところをあわせたような顔立ちをしていた。細身ですらりとした身体に表白裏二ふた藍あいに菱ひし形がたの地じ紋もんを織り出した直衣のうしがよく似合っており、笛を持つ右手は高名な仏ぶつ師しが彫ほった像のように優美な形をしていた。

　弟の三の宮はもちろん、異い母ぼ兄けいである明あか槻つきともまったくちがう美び貌ぼうの持ち主だった。胡蝶の宮という優ゆう雅がな呼び名はまさにふさわしい。

　そんなふうに冷静に観かん察さつしたあと、ふと思う。

（でも、どうして胡蝶の宮なんて呼ばれているのかしら？）

　単純な疑問に塔子は首を傾げた。別に彼にかぎったことではないが、ふつうに名前で呼べばいいのにとつくづく思う。諱いみなとか字あざなとかいろいろ倣ならうところがあるのかもしれないが、そんなものはもともと大たい陸りくの習慣ではないか。

「ご兄きよう弟だいでも、三の宮様とはあまり似ていらっしゃらないのですね」

　隣の苑子に話しかけると、彼女は素直にこくりとうなずいた。

「でも、お二人ともとても仲がよろしいのですよ。三の宮様はお兄様が優婆塞となられて、大だい内だい裏りが年寄りばかりになって出しゆつ仕しがつまらないとぼやいておられましたから」

　いっそう声をひそめて苑子は言うが、いかにもあの三の宮が口にしそうな悪あく態たいに塔子は思わず噴き出した。

「優婆塞となられたお兄様にわざわざ足を運んでいただくようにお願いされたのだから、三の宮様も今日の欠席を本当に申し訳なく思っていらっしゃるのでしょうね」

「ええ、弟は二の姫様が不安に思っていないかと、たいそう心配しておりましたよ」

　声をかけたのは関かん白ぱくの隣に座った二の宮だった。塔子はびくりと肩を揺らした。そんな大きな声を出したつもりではなかったのにしっかり聞こえていたらしい。やはり本物の姫君である苑子とは声の大きさがちがっているようだ。

　いっぽう苑子は、二の宮の言葉にぽっと頰を赤くした。その反応が微笑ほほえましくて、塔子は思わず表情を和ませる。因いん縁ねんある大納言と左さ近こん衛えの大だい将しようの身内ということで警けい戒かいしていたが、どうも思っていたような女人とちがうようだ。

「姫、私はこちらで殿とのとお話がありますので、斎王尚侍様に失礼がないようにお相手を頼みますね」

　いつの間にか几帳を隔てて関白の傍そばに腰を下ろした省子が呼びかけた。殿というのは関白のことである。

「分かりました、お母様」

　素直に苑子が答えた。塔子は内心で胸を撫なでおろす。実は隙のないふるまいの省子に緊張しどおしだったのだ。

「斎王尚侍様、こちらの唐菓子はたいそう美味でございます。どうぞお召めしください」

　苑子が懸盤の上に盛った菓子を掌てのひらで示した。唐菓子とは大陸から伝わった甘かん味みで、米粉や小麦粉を練ねって油で揚あげたものである。

「あ、ありがとうございます」

　屈くつ託たくない笑顔で勧すすめられ、反射的に塔子は唐菓子を口にした。一口含むと、上品な甘味が口こう腔くう内に広がった。

「おいしい……」

「よかった。よろしければ私の分もお食べください」

　苑子の言葉に塔子ははっと気づく。

「苑子様こそ大丈夫ですか？　先ほどから少しも箸が進んでいないようですが」

「え？」

「お腹にややがいらっしゃるのですから、きちんと食べないと」

　苑子はふいを突かれたような表情をしたのち、恥ずかしげに言った。

「ちがうのです。宴がはじまる前にだいぶん食しよくしてしまったので……」

　予想外の答えにぽかんとする塔子を、苑子はまじまじと見つめる。

「斎王尚侍様って、とてもお美しい方ですね」

　思いもよらない言葉に、塔子はあわてた。

「そ、そんな。お戯たわむれを………」

　自分のことを不ふ美び人じんとまでは思っていないが、美しいなどの大おお仰ぎような言葉が似合う人間だとも思っていなかった。そもそも美しいなどという言葉は、塔子が知っている範囲では縋子か熊くま野の別べつ当とう範のり康やすの妻、晃あき子こか───。

（あと、叔お父じ様よね）

　苑子との会話を一瞬忘れて、塔子はうっとりと貴たか哉なりのことを思い出す。

　実はほとんど自覚がないのだが、塔子の特に異性に対する審しん美び眼がんはかなり冷静なものがあった。美び醜しゆうの基準は普通で特別厳しくもないのだが、生なま半はん可かな美男子を見たぐらいではときめかないのだ。ほとんどの女人達がぼうっと見み惚とれていた二の宮を見ても、彼の美貌を認めながらもやけに冷静に分ぶん析せきしていたのはそんな性た質ちのためだった。ひとえに彼女にとってあらゆる面での理想の人間、貴哉のせいである。

　それはともかくとして、塔子の言葉を受けて苑子は反論してきた。

「お戯れだなんて。私、本当にそう思っておりますわ」

　わりとむきになって言う苑子に気け圧おされかけたあと、ふと思いついて塔子は問い返す。

「あの、それは私が三の宮様に似ているからではありませんか？」

　壺庭で会ったとき、苑子がまじまじと見つめてきたことを塔子は思い出した。あれは自分の顔が三の宮と似ているからではなかったのだろうか？　そして誰かからか似ていることを聞いていたのか、あるいは従い兄と妹こという関係から思いついたのか、この人が斎王尚侍だと察さつしたのかもしれない。答えを求めるように塔子が見つめると、苑子は雪の中に落ちた椿つばきの花のように色白の頰を赤く染めた。

（この娘こ、本当に三の宮様のことが好きなんだろうな……）

　しみじみと塔子は思った。二つ年長にもかかわらず、外見やしゃべり方からつい年下のように感じてしまう。途と切ぎれた会話とはにかむ姿に、塔子は助け舟を出すようなつもりで口を開く。

「その、私と三の宮様って、やはり似ていますか？」

「ええ、似ておられます」

　苑子の断だん言げんに、塔子は軽く動じた。

「藤ふじ壺つぼの宮みやと紫むらさきの上うえくらいには似ていると思います」

　源げん氏じ物語の登場人物である二人の女人がよく似ているという件くだりからの喩たとえだったが、塔子は読んだことがないのでよく分からなかった。さすがに光ひかる源げん氏じと紫の上の名前くらいは知っていたので、辛かろうじてあいづちを打つことはできたのだが。

「そうですか。私も三の宮様には一度お会いしたことはあるのですが、自分ではよく分からなくて」

「え、三の宮様にお会いになられたことがあるのですか？」

「はい。先日、白あお馬うまの節せち会えの日に」

　叙じよ位い、除じ目もくのときだとは正直に言えず、塔子は言葉をごまかした。もちろん苑子も三の宮が帥そち職しよくを解かい任にんされたことは知っているだろうが、塔子のほうからそれを話題にすることは躊躇ためらわれた。

「まあ、お元気にしていらっしゃいましたか？」

「ええ、もちろん」

　清せい涼りよう殿でんの母おも屋やに転がりこんでくるほどに、そう心の中でつぶやいてから塔子はふと疑問に思う。夫の状態を一度会ったきりの他人に尋ねるなんて、おかしな話ではないか。

　訝いぶかしげな表情をする塔子に、苑子は失しつ言げんでもしたかのように口くち許もとを押さえる。

　しかし視線に堪こらえきれなくなったのか、小さな声でつぶやく。

「実は除目の日以来、おいでになられませんの」

　思わず眉まゆをよせた塔子に、苑子はあわてたように言った。

「ですから二の宮様のお話を聞いて、具合を悪くなされたのかと心配になったのです」

　そんなはずはない。内心で塔子は反論した。少なくとも塔子が会ったときは元気すぎるぐらい快かい活かつだった。二の宮は一昨日と言っていたが、三の宮が足を運ばなくなった時期を考えると、どうしてもいろいろ考えてしまう。

　もちろん三の宮にも思うところはあるだろうが、だからといって身み重おもの妻から何日も遠ざかっていてよいはずがない。憤いきどりを覚える塔子を前に、苑子は疑ったようすもなく心から安堵したように言った。

「でも、大丈夫だとお聞きして安心いたしました」

　胸の内に苦いものがこみあげていた。三の宮の足が遠のいていることと自分の入じゆ内だいはまったく別問題だと思ってみても、苑子に対する罪ざい悪あく感かんが取りはらえない。

（解任が原因なら、なんとかならないかしら………）

　明槻もそのことを気に病やんでいたから、縋子の怒りが冷めたころを見計らって別の官かん職しよくに就つくことはできないものだろうか？

（けど、その前に三の宮様の真意を確かめなきゃ……）

　本当に体調を悪くしての欠席であればしかたがない。だがもし仮け病びようだとしたら、自分の子供を身籠っている苑子のことをどう考えているのだろう。

　塔子は几帳のむこうに座る二の宮に目をむけた。落ち着いた表情で関白の話にあいづちを打っている。三の宮とは仲のよい兄弟なのだと苑子も言っていた。ならば今日の欠席も含めて、いろいろと弟の本心を知っているかもしれない。

（よし……）

　一考してから、塔子はすぐに決意を固めたのだった。
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　塔とう子こが大だい納な言ごん邸ていをあとにしたのは、午うまの刻こくを過ぎたころだった。

　昼過ぎの四し条じよう大おお路じは朝通ったときより人通りがさらに多くなっており、初春の太陽は天てん頂ちようよりやや西に傾かたむいた位置で輝き、冷気も朝よりはずいぶんと緩ゆるんでいた。

　御ご所しよを長く空あけるわけにはいかないので───そう言って大納言邸を出てきたにもかかわらず、塔子は通りの端に車を停めさせ、物もの見み窓まどからずっと外をうかがっていた。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ。そんなに熱心に監かん視ししなくとも、左さ衛え門もんの大だい尉じようはきちんと話をつけてきてくれますから」

　なだめるような雪ゆきの掌侍ないしのじようの言葉に、塔子は物見から顔を離してむき直る。

「直なお霧ぎりさんのことはもちろん信用しています。けど、あんな困った顔をされると気になってしまって……」

　しゅんとなりながら塔子は言った。大納言邸を出てすぐに、塔子はまだ屋敷に残っている二にの宮みやに「三さんの宮みやの件で訊ききたいことがあるので話をしたい」と伝えに行ってもらったのだ。優う婆ば塞そくとなって嵯さ峨が野のに住む二の宮は、さほど長居をせずに帰るだろう。だから帰り際に少しでも時間がもらえればと考えたのだ。

　言われた直霧は理由には納得したようで特に咎とがめ立てはしなかったが、心の底から途と方ほうに暮れた表情をした。なにを考えているのだ、というような顔をするのはいつものことだが、あんな顔をされたのははじめてだった。よほど面めん倒どうなことを頼んだのかと思い悩む塔子に、雪掌侍は苦く笑しよう交じりに言った。

「ああ、それはしかたがありませんわ。相手があの胡こ蝶ちようの宮みや様ですもの。東とう宮ぐう様のことを考えれば、大尉の立場としてはああいう反応しかできないでしょう」

　意味が分からず、塔子は首を傾かしげる。明あか槻つき以外の男性と話すことを咎められるというのなら分かるが、雪掌侍の発言は、若い男性というより相手が二の宮であることに問題があるかのような言い方だった。

「あの胡蝶の宮様って？」

　塔子の問いに、雪掌侍は意外そうな表情で言う。

「え、ご存じなかったのですか？」

「私が御所にあがる前に発ほつ心しんされた方なので………」

　加えて最初のうちは自分の室へやに籠こもりっきりだったので、女によう官かん達に騒さわがれていた二人の親しん王のうについても、年ねん齢れいや役職などあたりまえのことしか知らなかったのだ。そのくせ東宮男だん色しよく説だけは早くから知っていて、あまつさえ頑かたくなに信じこんでいたのだから、明槻が知ればさぞ不満に思うことだろう。

「まあ、そうだったのですね」

　雪掌侍はあらためて事情を説明してくれた。

　なんでも二の宮は幼少のころからその美しさで評判を取っており、十五歳のときにはすでに女によ人にんにかんして華やかな噂うわさに事こと欠かかない人物となっていたのだという。

「十五って………」

　塔子は絶ぜつ句くした。その歳で添そい臥ぶしを迎えたというのなら分かるが、すでに一ひと廉かどのものになっていたというから驚きだ。

「宮はあのように容よう色しよくに優すぐれ、奏そう楽がくや和歌にも秀ひいでた御おん方かたですので、言いよられれば女人のほうとしてもなびかないはずはございません。ご本人もそれを承しよう知ちしておられ、これはと思う女人すべてに文ふみを出し、恐おそろしいことにそのことごとくが成じよう就じゆしているのでございます。その姿はまるで現うつし世よにあらわれた光ひかる源げん氏じのようで………」

「はあ………」

「二年前、都で評判になった佳か人じんは姫君から未み亡ぼう人じん、はては人妻までほとんどあの方の手に落ちていると評判でございました。宮様が原因で破は局きよくを迎えた恋人、夫婦は都の小こう路じの数を上回るといわれております」

　京の町を貫つらぬく小路は、東西、南北方向にそれぞれ二十以上ある。

　信じがたくはあるが、はなから出まかせと言いきれない達たつ成せい可か能のうな数字である。

「かといってご本人はこれといって決まった方をお作りにならずに、気ままにひとときの恋をお楽しみになられて。そのようすが花から花へと移るようだと称しようされ、いつしか胡蝶の宮と呼ばれるようになったのでございます」

　あんまりな経歴に半分くらいは話を盛もっているのかと思った。しかし雪掌侍の物言いを聞いていると、少なくとも彼女自身は真実として捉とらえているようだった。さらに驚くべきことに、語るときの表情があきれるでも軽けい蔑べつするでもなくうっとりとしていたことだ。

　たじろぎつつも塔子はなんとか気を取り直す。ここが熊くま野のであれば「女の敵！」と容よう赦しやなく罵ば倒とうするところだが、都というか御所という場所がそういう所ではないことは薄うす々うす感じていたためだ。正直なところこのあたりの価値観はどうにも納得できない。

「───それがある日、とつぜん優婆塞になどなられてしまわれて」

　嘆なげくように雪掌侍は言った。

　確かに女おんな癖ぐせの悪さがどうであれ、二十はたちにもならずに優婆塞となるなど極きよく端たんすぎる。

「懺さん悔げ（過去の罪ざい悪あくを仏前で告白し、心から悔くいあらためること）でもするつもりだったのですかね」

「いえ。ある日突然、やるべきことはやった、もう悔いはない。そうおっしゃって、嵯峨野に引き籠っておしまいになられたのです」

「……………」

「都の女人達は嘆なげき悲しみ、殿との方がた達は悪い冗談としか思えないと語っておりました」

　私は女だが悪い冗談としか思えないぞ！　などと心の中で猛もう烈れつに突っこむ塔子だが、もちろん雪掌侍に聞こえるはずもない。

　しかし事情を聞いて、直霧があんな困った顔をした理由が分かった。それほど女癖の悪い相手を、自分の主人の妃きさき候こう補ほに会わせたいとは普通思わないだろう。

（でも曲がりなりにも優婆塞となっておられる方だし、そもそも私みたいな変わり者にそんな気になる人なんて、明槻ぐらいだと思うけどね）

　自じ虐ぎやくだか開き直りだか分からぬことを考えたとき、物見のむこうから直霧の声がした。

　そっと窓を開くと、視線をあわせないようにして直霧が立っていた。別に怒っているわけではなく、一応直接顔を見ないように気き遣づかっているだけである。正直いまさら感はおたがいにぬぐえないが、かといって開き直るわけにもいかない。

「どうだった？」

　塔子が訊きくと、直霧はこくりとうなずいた。

「二の宮様がおいでくださるそうです」

　顔を輝かせる塔子に、直霧は少し声を低くして言った。

「頃ころ合あいを見計らって退席してこられるそうです。揚梅やまもも小こう路じに私の家がありますので、どうぞそちらでお待ちください。二の宮様にもお越しいただくようにお伝えしております」

　思いがけない直霧の申し出に塔子は驚く。しかしよく考えれば通りで立ち話をするわけにもいかないし、牛ぎつ車しやの中で二人きりで話すわけにはもっといかない。時間差で直霧の家を訪ねれば、妙みような誤解を招まねくことは避さけられるだろう。

「ご、ごめんね。面めん倒どうなことを頼んでしまって」

　あわてて塔子が言うと、直霧はちょっと素そっ気けないくらいの口調で答えた。

「明槻様も、三の宮様のことを気に病やんでおられましたので」
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　直なお霧ぎりの自宅は小こう路じに面してあった。車くるま宿やどりに入ったところで、彼は前まえ簾すだれ越しに塔とう子こ達に告つげた。

「家か人じんに伝えてまいりますので、少々お待ちください」

　とつぜん訪ねてきて、いわゆる〝高貴な御おん方かた〟を二人も受け入れなければならないのだから、たいそうな迷惑だろうと塔子は痛み入る。

「あの、そんな気を使わないで………」

「どうなさったの、こんな早い時刻に」

　若々しい女性の声が聞こえた。家人とは思えぬ言葉遣づかいに首を傾かしげたあと、塔子は熊くま野の別べつ当とう範のり康やすがいつの間にか結婚していたことを思い出した。考えてみれば直霧は明あか槻つきと同じ二十一歳だ。妻がいても不思議ではない。

「え、直霧さんの北の方？」

「なんですって、そんなものが！」

　思わず漏もれた塔子のつぶやきに、雪ゆきの掌侍ないしのじようは驚いたように身を乗り出す。あきらかに塔子より俊しゆん敏びんな動きであった。

「妹です」

　簾の先で、直霧が少し怒ったように言った。

「まあ。昨年、五ご節せちの舞まい姫ひめをなさった？」

　雪掌侍の言葉は塔子にとって初耳だった。五ご節せちの舞まいとは新にい嘗なめ祭さいと豊とよ明あかりの節せち会えに奉ほう納のうされる舞で、舞姫は公く卿ぎよう、殿てん上じよう人びと、受ず領りよう層からあわせて四人選ばれる。豪ごう奢しやな衣い装しように加え容よう色しよくに優すぐれた娘達が選ばれることで、本来であれば最大の見せ場ともいわれる行事なのだが、昨年の豊明節会はそれどころではない騒ぎとなって印象がほとんどなかった。

「失礼します」

　直霧が簾を巻きあげたので、外の景色があきらかになる。彼の背中越しに、中ちゆう門もんの簀すの子こに立つ袿うちぎ姿の背の高い少女が見えた。

「妹です。万ま結ゆといいます」

　直霧の簡かん潔けつな紹介に、万結はぎこちない仕草で頭を下げた。

　年のころは十六、七歳というところだろうか。意志の強そうな、人ひと目めを惹ひく華はなのある顔立ちをしている。舞姫に選ばれたというだけあって、かなりの美少女だった。すっきりして清せい潔けつ感かんのある面おも差ざしの直霧とは、兄きよう妹だいでもまったく雰ふん囲い気きがちがう。

「万結。客人を迎える準備を急いでするよう、中に伝えてきてくれ」

　直霧の依頼に万結はすぐに反応せず、不ふ審しんげな面おも持もちで牛ぎつ車しやの中をうかがう。自分の都合でいきなり訪ねてきたこともあり、塔子は少々恐きよう縮しゆくする。

「こちらは東とう宮ぐう様にお仕つかえしておられた斎さい王おう尚侍ないしのかみ。それと主上おかみの女によう官かん、雪掌侍だ」

　相変わらず簡潔に直霧は説明をする。塔子はすでに縋すが子こ付きになっているが、東宮の乳ち兄きよう弟だいである直霧としては、そう言ったほうが説明しやすかったのだろう。それに万結が直霧の同どう母ぼ妹まいなら、彼女も明槻の乳兄妹ということになる。

「え、斎王尚侍様？」

「そうだ。分かったら急げ」

　直霧の命めいを受けて、万結は袿の裾をひるがえして中門廊に姿を消した。塔子はずりずりといざりながら身を乗り出し、軛くびきのあたりに立つ直霧に言った。

「直霧さん、ごめんね。とつぜんで妹さんも迷惑だったわよね」

「気にしないでください。あいつはいつもあんな感じで愛あい想そが悪いんです」

　どうということもないように直霧は言うが、その言葉で二人は間違いなく兄妹なのだと塔子は確信した。

　さほど待たないうちに中年の上かみ女じよ中ちゆうがやってきて、塔子と雪掌侍は室へやに案内された。

　火ひ桶おけには赤々と炭が燃え、几き帳ちようや屛びよう風ぶ等の室しつ礼らいがきっちりと整えられている。用意された茵しとねに腰を下ろしてから、塔子はあらためて雪掌侍に詫わびた。

「こんなことにまで付きあわせてしまって、すみませんでした」

「いいえ、お気になさらず。東宮様もそのあたりは見越して、私と大だい尉じようを同行させたのだと思いますから」

　朗ほがらかに雪掌侍は言うが、騒そう動どうを起こすことを想定されていたというのも複雑である。

　そのとき妻つま戸どの開く音がして、几帳のむこうから万結が顔をのぞかせた。彼女は背が高かったので、余裕を持って几帳の上の顔を見ることができた。

　いっぽう万結のほうは、塔子の視線を受けると静かに几帳の陰に座ざして告つげた。

「二にの宮みや様がおいでになられました。こちらにお通ししてもよろしいでしょうか？」

　物もの馴なれて落ち着いたしゃべり方だった。年齢には不ふ釣つりあいだが、直霧の妹だと思えばなんとなく納得がいく。塔子が了りよう承しようすると、万結は袿の裾を引き足早に室をあとにした。

　妻戸の閉じる音を聞いてから、塔子は言った。

「直霧さんの妹さんって、きれいな人ですね」

「舞姫に選ばれるほどですからね。節会のあと、宮みや仕づかえをするようにずいぶんと言われていたそうですけど」

　舞姫を務つとめた者が、その器き量りようを見込まれて宮仕えを求められることはよくある話だ。しかし万結がいまだ自宅にいるというのなら、その話は立ち消えになったのだろう。

「あらためて見ると器量はもちろん、しっかり者のようでよい女官になりそうですがね」

　言葉ほどは惜おしんでもいないように、雪掌侍は言った。

　二の宮を待つ間、塔子は胸むな許もとに入れていた『粥かゆ杖づえ』が、腰こし紐ひもの近くまで落ちていることに気がついた。大だい納な言ごん邸ていでも入れていたわけだが、牛車の中に置いてくればよかったと後こう悔かいした。

（落としたら大変だわ）

　塔子は粥杖を右手に持ち直した。これを持って明槻のところに行くつもりは毛もう頭とうないが、女官が好こう意いで取りに行ってくれたものだからなくすわけにはいかない。大納言邸へ持参していた扇は、それこそ牛車の中に置き忘れてきてしまった。

　ふたたび妻戸の開く音が聞こえ、あたりにふんわりとかぐわしい香りがただよう。やがて衣きぬ擦ずれの音とともに、衝つい立たてのむこうに直霧に連れられて二の宮が姿を見せた。

「こちらに」

　直霧の勧すすめで、二の宮は几帳のむこうに腰を下ろした。大納言邸では分からなかった香がはっきりとただよう。帳とばりの隙すき間ま「ほころび」から、白い直衣のうしが見え隠れしていた。

「雪掌侍、直霧さん。ちょっと席を外してもらってもいいかしら」

　三の宮が仮け病びようなのかと訊きくのだから、彼等がいては二の宮も答えにくかろうと思って頼んだのだが───。

「なりません！」

　打ちあわせでもしたように、二人は声を揃えて同じことを言った。しかも雪掌侍はともかく、普段は抑よく揚ようのないしゃべり方をする直霧までもかつてないほどの剣けん幕まくである。一瞬たじろいだ塔子だったが、すぐに二の宮のかつての女おんな癖ぐせの悪さを思い出した。確かにそのことを考えると、心配してくれる気持ちは分からないでもない。

（でもこの人はもう優う婆ば塞そくなんだし、そもそも私みたいな変わり者にそんな気になる男の人なんて明槻ぐらいだって………）

　どう説得したものかと考えていると、とつぜん二の宮が声をあげて笑いだした。

　驚いて塔子は、緩ゆるく開いたほころびに目をむける。

「大丈夫だよ。私だって須す磨まに流されたくはないからね」

　身をよじらせて二の宮は答えるが、塔子は意味が分からなかった。

（なんでそこで須磨が出てくるのよ？）

　たしか須磨はいちばん近い配はい流る先だと聞いているが、あまりにも脈みやく絡らくがない。首を傾げる塔子に、雪掌侍がそっと耳打ちする。

「源げん氏じ物もの語がたりです。光ひかるの君きみは兄東宮の妃きさきに内定していた朧おぼろ月づき夜よの君きみと関係を持ったことが原因で、須磨流しの憂うき目めにあったのです」

　それは憂き目ではなく自じ業ごう自じ得とくというのではと塔子は思ったが、ここでそれを指し摘てきする間はなく、ひとまず妥だ協きよう案を出すようなつもりで言った。

「では二人とも、妻戸のところにいてください。話が終わったらすぐに呼びますから」

　塔子の言葉に短い沈黙のあと「分かりました」という直霧の声が几帳の先からした。すると雪掌侍もうなずき、背の方向にある妻戸のところまで下がっていった。顔をあげると几帳のむこうに、反対側の妻戸の前まで歩いてゆく直霧の後ろ姿が見えた。

　これで本題に入れる。安あん堵どする塔子の耳に、苦く笑しよう交じりの二の宮の声が聞こえた。

「やれやれ、心配することはないのに。弟があんなことになったのに、兄として同じ轍てつを踏ふんだりはしませんよ」

　明槻や縋すが子こに対する当てつけとも取れる言葉に、内心で塔子はむっとする。よく考えてみたら先刻の須磨流しの喩たとえも、けっこう挑ちよう発はつ的てきな発言である。

　とはいえ二の宮の立場を考えたら、それぐらい言いたくなる心しん境きようも理解できたので、表情には出さないように努つとめて塔子は応じた。

「そうですね。それに私は三さんの宮みや様に似ているのでしょう？　まともな感覚をお持ちの殿との方がたでしたら、弟君と似た顔をした女に対してとうていそんな気になりませんよね。そもそも男だん色しよくはともかく、近きん親しんはやはりまずいでしょう。允いん恭ぎよう天てん皇のうの息そく女じよ・軽かるの皇み子こと軽かるの大おお郎いら女つめの話もありますし」

　畳たたみかけるような塔子の言葉に、二の宮の顔は、なんとも微び妙みようなものになっていた。想像して気持ちが悪くなったのかと考えていると、やや遠えん慮りよがちに二の宮は言った。

「東宮も一応、三の宮の兄ですが」

「………」

　塔子は自分の失しつ言げんに慄おののいた。迂う闊かつだった。それでなくとも数カ月前まで男色の噂うわさを流されていた人なのに、いくらなんでも間が悪すぎるだろう。

（ま、まずい。なにか言い訳をしておいたほうが……）

　冷静に考えれば二の宮は塔子の発言の矛む盾じゆんを指摘しただけで、明槻の趣味を疑っているわけではないのだが、動どう揺ようのあまり頭が回らなかった。

「と、ところで！」

　気まずい沈黙のあと、なかったことにしようとばかりに塔子は本題を切り出した。

　力ずくで話題を変えようとする塔子の剣幕に押され、二の宮は動じながらも応おうじる。

「は、はい？」

「三の宮様は本当に風か邪ぜを召めされたのですか？」

　二の宮は言葉を失ったようだった。声をひそめるという理由もあり、ここぞとばかり塔子は几帳に詰めよった。

「大だ宰ざいの帥そちを解かい任にんされた日から、大だい納な言ごん邸てい……苑その子こ様のところから足が遠のいておられるそうです」

　そのときからずっと具合が悪いのなら、病状が長引いているという理由で心配だ。しかし叙じよ位いの日のようすを思い出せば、それほど急に悪くなったとは考えにくい。そもそも二の宮は〝一いつ昨さく日じつから悪くなった〟と言っていた。

　しばしの間、二の宮は黙っていたが、やがて観かん念ねんしたとでもいうように口を開く。

「お察さつしのとおりです。本人が行かないと頑かたくなに言うものですから。かといって正直に中なかの宮みや様達にお伝えするわけにもいかず、あのように………」

　やっぱり───塔子は粥杖を握りしめる。

「二の宮様は、三の宮様に自分の代わりに行ってくれるように頼まれたのですか？」

「それぐらい保ほ身しんが利きく人間でしたら、私も苦労しないのですがね」

　ため息交じりに二の宮は言った。それは大納言邸ではもちろん、ここに来ても朗らかな態度を崩さなかった二の宮の、はじめて聞く憂ゆう鬱うつな声音だった。

「大宰帥を解任されて以来、すっかりふてくされてしまって……もはや大納言や中の宮様の勘かん気きもまったく恐おそれない有あり様さまなのです。帝みかどの勘気に触ふれてしまったのに、いまさらなにを恐れる必要がある、などと言って」

「それは苑子様との結婚が壊れてもしかたがない、ということですか？」

　通かよい婚こんが主流の世の中では、気持ちが冷めてしまえばそれで終わりという夫婦は多々いる。しかし身み籠ごもっている妻に対して、それはいくらなんでもひどすぎる。あんなに三の宮を慕したっている苑子に対して、まさかそんな無責任な真ま似ねをするはずがない。祈るような思いで、塔子は二の宮の返答を待つ。

「大納言家は弟にとって、あまり居心地のよい婚こん家けではありませんから」

　言い訳のように二の宮は答えた。それはそうだろう。三の宮のおかげで入じゆ内だいがご破は算さんになってしまったのだから、大納言と省しよう子こから嫌いや味みぐらいは言われてもとうぜんだ。

「でも、苑子様は身籠っておいでなのですよ」

「子供は妻の実家で育つものですから。まして二の姫の父ちち御ごは大納言で、養よう育いくに問題はありません。斎王尚侍、たしかあなたもそのようにしてお育ちではなかったのですか？」

　それを言われると、確かに納得せざるをえない。父が熊くま野のに参った際、宮ぐう司じの娘である母と結ばれ、産まれたのが塔子だ。そして塔子は父の顔を知らず、母の手で育てられた。

　家の経済力と三の宮が帥そち職しよくを解任された現状を考えると、彼を婿むことして引き留めておいても大納言家にとって利があるとも思えない。まして帝となった縋子の勘気に触れた結果、三の宮は解任されたのだ。熊野での後ろめたい一件がある大納言としては、これ以上縋子ににらまれる事態は避さけたいだろう。

「こういう言い方はなんですが、中の宮様はかつての自分の女によう官かんが産んだ皇おう子じなど婿むこには迎えたくなかったでしょうからね。かえって幸いぐらいに思っているかもしれません」

　特にひねくれた感じでもなく、世間話でもするような口調で二の宮は言った。

　しかし塔子はその重い言葉を、口調の軽さどおり単純に受けとめることができなかった。

　これまで塔子は、明槻の複雑な出しゆつ生せいにばかり気を取られてきた。

　だが身分の低い母親から産まれ、身分に重きをおく御ご所しよでずっと過ごしてきた二の宮や三の宮にも、熊野で伸び伸びと育ってきた自分にはとうてい知る由よしもない苦悩があったのではないだろうか。

「……で、でも苑子様は、三の宮様のことをお慕いしておられるようです」

　当人ではない二の宮に強く訴うつたえることもできず、遠えん慮りよがちに塔子は言った。対して二の宮は短い思案のあと、なだめるように口を開く。

「そうですね。そのことは弟に伝えておきます。いずれにしろ解任からまだ何日もたっておりませんので彼も動揺しています。少し気長に待っていただけるとありがたいです」

　塔子はこくりとうなずいたあと、几帳を隔へだてた二の宮には見えないことに気づき「分かりました」と声にした。苑子の心情を考えれば「勝手なことを言うな」という気持ちになるが、それは自分が口にすることではないし、そもそも二の宮に言ってもしかたがない。

　そう考えた塔子は、まるで言い訳でもするように言った。

「主上おかみもこのままにするつもりはないと思います。今回は帥職を解任されただけで、品ほん位いまで剝はく奪だつされたわけではありませんし……なにより主上は、三の宮様の才さい気きにかんしては認めておられましたので」

　言い方としては「このままでは宝の持もち腐ぐされ」という、冷ひや飯めしを食わせることへの言い訳じみたものではあったが、長期にこの状態に置こうという意図はなさそうだった。もし完全に追放する心づもりなら、無む品ほん親しん王のうとしているだろう。

「弟は仕事に対して熱ねつ意いがありますからね」

　まるで自分には熱意がないかのようにも取れる言い方だった。

　そういえば二の宮は、少年のころから名うての色好みで鳴らしていたと聞いている。そしてある日とつぜん、すべての執しゆう着ちやくを捨てたかのように優婆塞となってしまったのだという。

　ふと塔子は、世間から悪い冗談としか受けとめられなかった二の宮の行動には、あるいはもっと深刻な彼の思いが関与していたのではないのかと考えた。

　しかし二の宮の人間性について推すい理りをしている時間はいまはない。

　考えを整理すると、塔子は本題に戻した。

「三の宮様は、苑子様のことをどのようにお思いなのでしょう？」

　足が遠のいているという段階でおおよそはうかがえるが、それでも三の宮の動どう機きを確認したくて塔子は問うた。苑子のことを本気で慕って言いよったのだとしたら、もっといろいろと彼を弁べん護ごすることができる。

「………どうでしょうか、私は弟ではありませんから」

　困こん惑わくげな二の宮の物言いが、はたして本気のものなのか、あるいははぐらかされたのか塔子は判断しかねたが、いずれにしろ二の宮の言い分はもっともだった。

「そうですよね。子供でもあるまいし、そうなんでも話しあったりはしませんね」

　苦笑交じりに答えた塔子に、二の宮は逆に問い返した。

「それにしても斎王尚侍は、なにゆえそのように弟と二の姫のことを気にかけられるのですか？」

　やんわりとした物言いながらも、その問いは塔子を思ったより動揺させた。

　三の宮と苑子のことが心配だから───そんなふうに綺き麗れい事ごとを取りつくろっても、おそらくこの青年からは見み透すかされてしまうような気がした。

　なんとなくだが、塔子は感じ取っていた。

　この青年は単純な色好みとはちがう。その内面にもっと複雑なものを隠している。だからこそ多くの女人が彼に心を動かされたのだ。ただ容よう姿しと身分に恵まれているだけの男性に、若い娘ならともかく夫も家族もある女性がそうやすやす籠ろう絡らくされるはずがない。

　ごまかしを言っても無駄だ、そう判断した塔子は正直に告げた。

「東宮様が気にかけておいでだったからです」

　もちろん当事者二人のことも、特に苑子には親しみを抱いだいているだけに心配はしているが、それでも塔子がもっとも気にしているのは明槻の気持ちだ。

　無言でいる二の宮に、かまわず塔子は言葉をつづける。

「三の宮様と苑子様の仲がうまくいっていないことをお知りになれば、間違いなく心配なさると思います」

「そして主上の耳に入って、弟がふたたびご勘気に触れれば、今度はどんな処しよ分ぶんを下されるか分からないですね」

　二の宮の物言いにかすかな棘とげが含まれていることに塔子は気づいた。

　言い方がまずかった。これでは明槻や縋子の権けん勢せいを笠かさに、三の宮ひいては二の宮にまで脅おどしをかけているように受け取られかねない。

　言い訳や弁べん明めいを考えてみるが、すぐに無意味なことだと思い至る。

　三の宮を解任した本当の理由は、あくまでも縋子と明槻の都合にすぎない。そのうえで二の宮に対して彼らを庇かばうことなどできるはずがない。

「律りつ令りようを犯おかしたわけではありませんから、処分を下されることはないでしょう。ですが主上を怒らせたうえに摂せつ関かん家けまで敵に回すことは、三の宮様がいまだ政まつりごとに情熱を持っておいでであるのなら、けして得とく策さくではないと思います」

　塔子の反論に、しばし黙り込んだあと、観念したように二の宮は口を開いた。

「分かりました。私からも弟に話をしてみましょう」

　塔子はほっと胸を撫でおろした。三の宮が苑子とのことをきちんと考え直すなら、彼の復ふく職しよくにかんして明槻に話をしやすい。大宰帥は無理でも、他の官に就つくことはできるかもしれない。

「ありがとうございます。これで苑子様も少し安心できるとよいのですが」

「あなたは東宮のことを心配していたのではないのですか？」

「もちろん。私は東宮様のことが好きですから、いつも心配していますよ。でも苑子様のことも好きなのでやっぱり心配なのです」

　上じよう機き嫌げんで塔子は答えたが、臆おく面めんもなく人前で〝好き〟と口にする大だい胆たんさに対しても、明槻と苑子に対する〝好き〟を同じように表現してしまった無む頓とん着ちやくさに対しても、まったく無自覚だった。もちろん二の宮がどんな顔をしていたのかは、塔子には見えない。見えていたのなら、いろいろと気づくところもあったのだろうが………。

「本当にありがとうございます。二の宮様のおかげで助かりました」

「尚侍」

「はい？」

　とつぜん塔子の眼がん前ぜんに腕が伸びてきた。物ものの怪けかと驚くより先に肩をつかまれ、ぐいっと几帳の傍そばに引きよせられた。上半身を倒したまま目を見張ると、ほころびから腕を伸ばした二の宮がこちらをのぞきこんでいた。

　訳が分からず目を白黒させる塔子に、匂におい立つような色いろ香かの持ち主の青年は、悪戯いたずらが成功した少年のような表情で言った。

「人に聞かれてまずい話であれば、次回からささめごと（内ない緒しよ話ばなし）はこうやっていたしませんか」
















「───っ!!」

「胡こ蝶ちようの宮みや様！」

「二の宮様！」

　東西の妻戸の前にいた直霧と雪掌侍が、それぞれにちがう呼こ称しようを同時に叫んだ。対して二の宮は悪びれたようすもなくぱっと塔子の手を離して言った。

「弟とは似ていないですよ。あなたのほうがずっとお美しい」

「………」

　どう答えてよいのかももちろん悩んだが、初対面の女人にこんな言葉を照れもせずに言える神経も理解できずに悩む。ばたばたと足音をたてて直霧が近づいてきたが、彼が傍に来る前に二の宮はすっと立ちあがった。

「帰るよ。車を用意しておくれ」

　そう告げてから二の宮は、几帳の上から塔子を一いち瞥べつすると、驚くほどきれいな微笑ほほえみを浮かべてみせた。

　その瞬間、塔子は熱くもなり、冷静にもなった。

　腹が立つほどではないが、このまま黙っているわけにはいかないだろう。恋人ではない女人として、二の宮の行為にはなんらかの抗こう議ぎをしなければけじめがつかない。

　塔子はすっと立ちあがり、几帳を迂う回かいして、すでに背をむけている二の宮の後ろにそっと近づいた。そして二の宮が気づいてこちらを向く前に、手にしていた扇おうぎで子供を叱しかるように臀でん部ぶのあたりをぽんっと叩いた。

　振り返った二の宮に、塔子は悪戯めいた表情で言った。

「私が子供のころ、悪さが過ぎると母にこうやって扇で叩かれたのです」

「………」

　あぜんとした表情の二の宮に〝勝った〟と思ったときだ。

「尚侍、それは扇では………」

　雪掌侍の指摘に、塔子ははっとして右手を見る。扇だと思いこんでいたものは、今朝女官からもらったばかりの曰く付きの『粥杖』だった。
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　二にの宮みやが大だい納な言ごん邸ていに姿を見せたことは、雪ゆきの掌侍ないしのじようの口を通してあっという間に御ご所しよに広がり、噂うわさを聞いた麗れい景けい殿でんの女によう官かん達は、装しよう束ぞくを解いたばかりの塔とう子この傍そばにこぞって詰めよってきた。

「まさか二の宮様がおいでになられるなんて。あ～～、私もついていけばよかった」

「ほんに、雪掌侍が羨うらやましゅうございますわ」

「お姿を拝はいするだけで、甘あまやかな気分になれるような御おん方かたでしたものね」

「お声を耳にしただけで、一日中ときめきましたわ」

「あの方がいなくなったあとの御所は、本当に火が消えたようになってしまって」

　そう言われても、塔子は二の宮がいなくなってからの御所しか知らないのでよく分からない。三掌侍が吟ぎん味みした塔子付きの女官は全員が年配者なのだが、まるで若い娘のような騒ぎぶりである。余よ談だんだが縋すが子こ付きの女官も塔子以外は全員が年配者なので、一気に平へい均きん年ねん齢れいがあがった現在の御所は、殿てん上じよう人びと達の間ではえらく不ふ評ひようとなっているらしい。

　殿との方がたの意向などどうでもよいが、塔子も一人くらい自分と同じ年ごろの女官がいてくれるといいなと思うことがある。今日苑その子こと話して、あらためて考えるようになった。

「いかがでしたか、胡こ蝶ちようの宮みや様はお健すこやかにお過ごしであらせられましたか？」

「あ、うん。お元気すぎるぐらいのものでしたよ」

　帰り際の騒そう動どうを思い出し、皮ひ肉にく交じりに塔子は答える。

　まったく思い出しただけで腹が立つ。自分が迂う闊かつなことは間違いないが、二の宮があんなことを仕掛けなければこちらもなにもしなかったのに───責せき任にん転てん嫁か、八つあたり、子こ宝だから祈き願がんなど迷めい信しんだ。そう思っていても、やはり気になる。

　しかし優う婆ば塞そくとなったうえであんなことをやらかすぐらいだから、仏門に入る前はどんなものだったのかと考えると、怖いもの見たさで知りたくもなる。ちなみに直なお霧ぎりの家で二の宮と会ったことは、さすがに雪掌侍も口こう外がいしていなかった。

　投げやりな塔子の反応に、女官達は不ふ服ふくげに頰ほおを膨ふくらませる。

「まあ、斎さい王おう尚侍ないしのかみったら張りあいのない」

「二の宮様のお姿を拝するという幸運を、もっとありがたく受け止めなければ」

「あのように優ゆう雅がでお美しい殿方、めったなことではいらっしゃいませんでしょう」

　理り不ふ尽じんな文もん句くへの反発と二の宮自身への個人的恨うらみもあり、塔子はつい反論する。

「そんなことないわよ。私の叔お父じ様さまのほうが、もっと優雅できれいよ」

「そこは噓うそでもいいから、東とう宮ぐう様とおっしゃってください！」

　複数の女官達からいっせいに叱しつ責せきされ、塔子は身をすくめる。

　もちろん塔子だって、明あか槻つきほど顔立ちの整った男性が滅めつ多たにいないことぐらい分かっている。二の宮や三さんの宮みやがいかに騒がれようと、身内（？）の欲よく目め抜きに明槻のほうが姿形は美しい。単たんに貴たか哉なりが塔子にとって別べつ格かくなだけだ。

（それに明槻は、優雅というより凜り々りしいって感じだもんなあ）

　女官達がかしましく騒ぐ中、御み簾すの手前で伝言を受けていた女官が叫んだ。

「尚侍、いまから東宮様がお渡りになられるそうです」

　麗景殿の中がいっせいにどよめいた。先日の興奮とはあきらかに種類がちがう。とうぜんだ。すっかりくつろいでいるときの急な客ほど迷惑なものはない。おまけに麗景殿と昭しよう陽よう舎しやは東西方向につながっているから、東宮とは思えぬほど身のこなしが俊しゆん敏びんな明槻が、調ちよう度どを整える間もなくやってくることは見えている。

「大変、急いでお支し度たくを！」

　座していた女官達が全員立ちあがり、右に左にと動きはじめた。

「お茵しとねは、几き帳ちようは！」

「だから床を掃はいている時間なんかないって！」

「あなた、そんなところはいまいいから！　見えるところだけきれいにすれば！」

　怒ど号ごうに近い声が飛び交う母おも屋やで、塔子は茵しとねに座って首を傾かしげる。

（どうしたのよ。まさか〝噓でも東宮〟が聞こえたんじゃないわよね）

　とはいえ、明槻のこういう〝悪い意味で東宮様〟な部分にだいぶ慣れはじめていた塔子は、意外と楽天的にかまえてもいた。

（ちょうどいいか。どうせ、明日会いに行くつもりだったし）

　今日はもう遅いので、明日三の宮の件を相談に行こうと考えていたのだ。

　やがて廂ひさしの間まから足音が聞こえ、御み簾すのむこうに直衣のうし姿の明槻が姿を見せた。女官が御簾を巻きあげると、身をかがめて入ってきた。彼は背が高いので、どうしてもそんな格かつ好こうになってしまうのだ。

　几帳のむこうに明槻が腰を下ろすと、塔子はひそめた声で言った。

「ちょうどよかった。私も話があったの」

　女官達は少し距離を置いて控えているので、これぐらいの声であればおそらく聞こえないと思ったのだ。

「今日のことですか？」

　同じように判断したのか、明槻も声をひそめる。

　几帳を隔へだてているにもかかわらず、習慣で塔子はこくりとうなずく。

「三の宮様、いらっしゃらなかったわ」

「はい、直霧から聞きました。代わりに二の宮と会ったそうですね。そのことを尋ねようと思って、うかがったのですよ」

　二の宮との面談が、直霧を通して明槻の耳に入っていたことは驚かなかった。

　直霧は明槻の乳ち兄きよう弟だいなのだから、とうぜん明槻のほうを優先するだろう。下へ手たに隠しとおして、妙みような疑いをかけられるよりよほどましだ。

「実は三の宮様と苑その子こ様が───」

「苑子様？」

「あ、大だい納な言ごんの二にの姫ひめのこと」

　ああ、とつぶやく明槻に塔子はさらに声をひそめた。

「そのお二人が、もしかしたら離り縁えんなさるかもしれないのよ」

「は？」

　明槻は驚きの声をあげた。三み日かの餅もちをすませてからまだひと月もたっていない、しかも妻が身み籠ごもっている夫婦が離縁するなど、いかに通かよい婚こんの世でもあんまりな話だ。

「どういうことですか？」

「実は………」

　塔子は叙じよ位い・除じ目もくの日より、三の宮の足が大納言邸から遠のいていることを告げた。

「だから三の宮様の真意を知りたくて、二の宮様にお尋ねしたの」

「それで、二の宮はなんと言っていましたか？」

「やっぱり帥そち職しよくを解かい任にんされたことで、やけになっているみたい」

　当てつけがましくならないよう遠えん慮りよがちに言ったつもりだが、明槻は無言だった。

　塔子はしばらく明槻が発言するのを待っていたが、なにも言いだす気配がないので自分のほうから口を開いた。

「三の宮様を、このままにしておくつもりではないわよね」

「もちろんありません」

　明槻は即そく答とうしたが、ほっと胸を撫なでおろす塔子に釘くぎを刺さすように言った。

「ですがしばらく動くのは無理です。相手が二の姫だということはもちろん、大納言家の女じよ婿せいになった三の宮に地位を与えることは慎しん重ちようにあたらなければなりませんから」

　思いがけない言葉に、ぎくりとして塔子は問い返す。

「それって……」

「実は今回の三の宮の件にかんしては、猶は母は様以上に爺じじ様がご立りつ腹ぷくなのです」

　今日、いちばん深しん刻こくな声で明槻は言った。

「───法ほう皇おう様！」

　爺様というのは、明槻の祖そ父ふ・法皇京きよう極ごく院いんのことだ。二の宮と三の宮はもちろん、塔子にとっても祖そ父ふにあたる人物である。長年にわたり帝てい位いに在ありつづけ、三年前に譲じよう位い、出しゆつ家けをしてからも、院いん政せいを敷しいて権けん勢せいを維い持じし『治ち天てんの君きみ』と呼ばれている。

　塔子は膝ひざの上に置いた扇おうぎを握りしめた。

　まさか法皇の名が出てくるとは思わなかった。三の宮が苑子と通じたことは、思った以上に大きなものをはらんでいた。東宮への不ふ遜そんや大だ宰ざい府ふ人事の問題だけではなく、皇こう家かと摂せつ関かん家けという二つの権けん力りよく争いにもかかわってくる問題だったのだ。

　長きに渡り摂関家に奪われていた権けん勢せいを、京極院はその辣らつ腕わんで皇家に取り戻した。

　縋すが子このあとには明槻の即そく位いが見えている。塔子が入じゆ内だいを求められた最大の理由は、摂関家の人間を外がい祖そ父ふに持たない帝みかどを明槻につづけて二代にわたり誕たん生じようさせることにあった。明槻が苑子の入内を先延ばしにしていた理由も、塔子を先に入内させるという京極院の思おも惑わくがあったからだ。

　そのような気運のところで大納言家の女婿になるという今回の三の宮の行いは、京極院の足を引っ張る結果になりかねない行為だったのだ。

「……それじゃ離縁したほうが、三の宮様にとっても有利だということなの？」

「あなたは本当に敏さとい人ですね」

　苦笑とも自じ嘲ちようとも取れる笑いを漏もらしたあと、明槻は言った。

「ものの価値を政まつりごとや権力に置くのでしたら、現状ではそのとおりです」

　現状という言葉のやるせなさに、少しばかり塔子は重い気持ちになった。

　時流や権勢など、なにがきっかけでどう傾かたむくのかは分からない。半世紀前まで絶対的な力を持っていた摂関家も、京極院という強力な為い政せい者しやによって権勢を削けずられつつある。

　その彼が法皇としていまだ健在なところに、おとなしい宣せん陽よう院いんに代わり縋子という一ひと筋すじ縄なわではいかない人間が帝位に即ついたのだ。まして大納言が東宮妃として娘を入内させて外祖父の地位を得る望みも、今回の三の宮と苑子の件で断たたれてしまった。現状では摂関家に権勢が動く明るい材料はない。

　もろもろのことを整理したうえで塔子は尋ねた。

「それじゃ三の宮様は、やはり離縁なさるおつもりなの？」

「彼の真意までは分かりかねます。時期的なことを考えれば、あるいはふてくされているだけかもしれませんが」

　昼間の二の宮と同じように明槻は答えた。確かに仲のよい同どう母ぼ兄けいである二の宮が分からないのに、異母兄であまり話したこともないという明槻が、三の宮の胸きよう中ちゆうなど知るはずがない。そんなことを考えたあと、ふと塔子は思い出した。

「そういえば二の宮様が………」

「はい？」

　三の宮ではなく二の宮の名前だったからか、明槻は聞き直すような声をあげた。

「大納言家のほうも、離縁してくれたほうが幸いだと思っているように言っていたの」

　自分達の生せい母ぼの身分の低さを理由に、本音では省しよう子こがそう思っているかもしれない。そんなことを二の宮は言っていた。

　しかし明槻の口から出た言葉は、意外なものだった。

「あの大納言の性格を考えれば、それもあるかもしれません」

「……大納言？」

　省子ではなくて？　と思ったところに、明槻は言葉をつづける。

「三の宮の件について、主上おかみだけではなく爺様までも怒っていることを知った大納言は、本気でこの結婚を解消したいと考えているようです。それでなくとも彼には熊くま野のでの不ふ祥しよう事じという負おい目めがありますから」

　想像もしなかった展開に、塔子はしばし理解に苦しむ。

　省子の本心がどうであれ、ひと月もたたぬうちに離縁など言いだせば、娘の顔に泥どろを塗ぬられた形になる大納言は間違いなく怒るだろうと思っていた。そしてその無責任さと人騒がせぶりに、縋子も三の宮に対してさらに怒るものと思っていた。

　しかし双そう方ほうにとっても、離縁は望ましいことなのだと明槻は言うのだ。

「そうじゃないわ、二の宮様がおっしゃったことは」

　あわてて塔子は言った。

「中なかの宮みや様は、かつての自分の女官が産んだ皇おう子じなど婿むこには迎えたくないと思っているかもしれないって」

「ありうるかもしれませんね」

　やや不機嫌そうではあったが、明槻は二の宮の言葉を否定しなかった。

　実の叔お母ばの高こう慢まんな価値観を彼がどのように受けとめたのかは分からなかったが、けして驚くべきことではなかったようだ。

「でも中の宮様がそういう考えのお方だったら、女によ王おうの身分の私に和わ解かいを申しこむのはさぞ屈くつ辱じよく的てきだったでしょうね」

　どう答えてよいのか迷ったのか、明槻はしばし間をおいてから訊きいた。

「………叔母上は友好的でしたか？」

「うん………。まあ、取りつくろっている感は否いなめなかったけどね」

　苦笑交じりに塔子が答えると、短い沈ちん思しのあと明槻は言った。

「和解が叔母上の本音であれば、離縁は現実的な手しゆ段だんですね」

　明槻の言葉に塔子は眉まゆをよせる。確かにそのとおりなのかもしれない。

　二の宮も言っていたが、苑子が子供を育ててゆくことは実家の状況を考えればなにも問題はない。現に塔子は父の顔を知らずに育ったが、そのことで誰かより劣おとっているなどと考えたことは一度もない。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ」

　背後からの声に振りむくと、いつの間にか文ふ箱ばこを手にした女官が控えていた。

「大納言様の二の姫様から、文ふみが届いております」

　まさに彼女のことを考えていた矢先だったので驚いた。

「ごめんなさい、ちょっと」

　明槻に断ことわりを入れてから、塔子はさっと文を広げる。

　内容は本日の宴うたげについての礼で、しごく無ぶ難なんな内容だった。もしかしたらこちらから先に書くことが礼れい儀ぎだったのではと不安に思ったが、いまさらどうしようもない。

「見て、この手しゆ蹟せき。やっぱり親子ね、中の宮様によく似ておいでだわ」

　塔子はほころびから文を差し出した。苑子の気き性しようを考えると、このように隙すきのない文体は少し意外な気もしたが、やはりそこが親子というやつなのだろう。

　いっぽう几帳のむこうで文を一読した明槻は、感かん嘆たんのため息を漏もらす。

「本当ですね。二の姫は見た目や雰ふん囲い気きも中の宮に似ているのですか？」

「あまり似ているとは思わなかったわ。中の宮様は気品があって近よりがたい雰囲気の方だけど、苑子様はとても可か愛わいらしい感じの方なの。私より二つほど年長だとお聞きしているけど、とてもそうは見えないくらいあどけなくて、いろいろ思うところがあるだろう私にもとても素直に接してくださって───」

　そこで塔子は一度言葉を切り、あらためて言った。

「苑子様は、三の宮様をとてもお慕したいしているのよ」

　だからこそ彼女のことを考えると、離縁に流れつつある空気に納得できなかった。

　利害を考えることは大切だが、そのために苑子の気持ちが完全にないがしろにされるという事態には、やりきれなさを覚えてしまう。

「そうですか。二の姫はそのように優しい気性の方でしたか」

　さして意外でもなさそうに言ったあと、明槻は口調をあらためた。

「それでしたらなおのこと。三の宮が自じ棄きになって足が遠のいているというのならともかく、最初からそのつもりがなく戯たわむれで彼女に近づいたのなら、いっそ離縁したほうが二の姫のためではありますよ」

　塔子は反論の言葉をなくす。冷たいようだが、明槻の言い分には一理ある。たとえどんなに好きであろうと、誠意のない相手と夫婦になっても幸せにはなれないだろう。それでも恋を貫つらぬこうとする人間はいるし、そのような場合えてして他人では止められないことが多い。だからといって周りが後押しをする恋ではけしてない。三の宮が戯れに苑子に言いよったのなら、無責任に二人の仲を取り持つことなどできない。

　そのいっぽうで塔子は思う。

　仮に戯れだったとしたら、三の宮にとってあまりにも失うしなうものが大きすぎる。面めん倒どうなことになるのは分かりきっているだろうに、才さい気き煥かん発ぱつと評判の三の宮が、なぜそんな自じ滅めつの道を選んだのか───そうやって考えると、やはり本気で想いをよせていたのではないのかと思いたい。

　こうなってくると、ますます三の宮の真意が知りたくなる。

（二の宮様が訊いてくださると、おっしゃってはいたけど……）

　しかしあれもしょせん口約束で、どこまで真ま面じ目めに受けとめてよいのか悩むところだ。

　悶もん々もんと考えこむ塔子の耳に、明槻がぽつりと漏らす。

「私が一度、三の宮と話してみましょう」

　予想外の言葉に、塔子は目を瞬またたかせる。

「真意をそうそう簡単に話してくれるとは思いませんが、このまま無む官かんのままにしておくつもりはないということを、教えてあげないと可か哀わい想そうですから」

　淡たん々たんとした口調から、明槻の三の宮に対する罪ざい悪あく感かんが伝わってきて塔子の胸は痛む。明槻の異母弟おとうとに対する思いは、そのまま篤あつ子こと父・宣陽院に通じる。

　なにか励はげましの言葉をかけたいと思ったが、適てき切せつな言葉が浮かばずに無難な返ししかできなかった。

「三の宮様は、仕事熱心で優ゆう秀しゆうな方なのでしょう」

「ええ。ただ三掌侍が話していたように、若じやつ干かん才さい走ばしりすぎて人と対立することもちょいちょいありましたけどね。そういうところも含めて、爺様は三の宮のことを気に入っていたのですが……今回はその性格が裏目に出ましたね」

　どうにも複雑そうに明槻は言うが、塔子はなんとなく分かる気がした。京極院は塔子の父である高たか槻つき親しん王のうを気に入っていたと聞いている。噓うそから出たまことではないが、おそらく三の宮は気性や容よう貌ぼうが父に似ているのだろう。彼等は叔お父じ、甥おいの関係になる。

「それで……もし、三の宮様が苑子様のことを本気で想っていらしたら？」

「そうであれば無理やり離縁させようとは思いません。ですがこのまま大納言の女婿でありつづけることは、三の宮の立場を複雑なものにすることは間違いないです」

　にべもなく明槻は言った。

　確かに三の宮の真意がどうであれ、大納言家の女婿という状況は変わらないのだ。

　熊くま野ので育った塔子は、つい最近まで権勢が皇家にあろうと摂関家にあろうと関心がなかった。だが摂関家に力が傾くことは、内親王を母に持つ明槻を厳しい立場に立たせることを意味している。だからいまでは、皇家に踏ん張ってもらわなくてはならないと考えている。これはどちらが善ぜんか悪かではなく、勝つか負けるかの問題なのだ。

「このまま三の宮が大納言家と関係しつづけるようであれば、とうぶんの間、彼を重要な官かん職しよくに就つけることは難しくなるかもしれません」

　どう転ころんでも苑子にとって明るい結果になりそうもない現実に、塔子の胸は重くなる。

　暗い気持ちでうなだれていると、とつぜんぽんっと肩を叩たたかれた。なにごとかと思って顔をあげると、几帳の『ほころび』から明槻が腕を突き出していた。

　目を円まるくする塔子にむかって、明槻は心配そうに声をかける。

「大丈夫ですか？　あんまり長いこと黙っているので………」

「び、びっくりした。二の宮様と同じことをするなんて」

　とうぜん直霧から聞いているものと思っていた塔子は迂う闊かつにも口を滑すべらせた。

　そしてその瞬間、間違いなく空気が変わった。

「───二の宮が？」

　尖とがった声音に塔子はぎくりとする。しかし彼女が自分の失しつ言げんを自覚する前に、明槻はいったん腕を引き、几帳の足をつかんで横に移動させた。

　二人を隔てるものがなくなったわけで、女官達がざわつきだす。

　あぜんとする塔子にむかって、明槻はぐいっと詰めよった。

「二の宮と同じことって、どういうことですか？」

　その表情はまるで罪ざい人にんを追及する検け非び違い使しのようだった。

　聞かされていなかったのか───ようやく塔子は事じ態たいを理解した。

　二の宮の行為は塔子に落ち度があってのものではないし、伝えなければ明槻に不ふ利りが生しようじるようなことでもない。合理的で賢けん明めいな直霧の思考を考えれば、敢あえてここだけ伝えないという選せん択たく肢しは十分に考えられるわけだ。

「いや、同じことじゃなくて………」

　言いかけて塔子ははっとして口をつぐむ。同じではない。厳げん密みつに言えばもっと過か激げきだったが、そんなことを正直に言えば火に油をそそぐだけである。

　しかも口ごもった塔子に対し、明槻はますます不審を極めた眼まな差ざしをむけてくる。

　背中に冷や汗がにじむような気がして、塔子は身をすくめる。

「あ、あのね………」

　しどろもどろの塔子の声に危き機き感かんを覚えたのか、端に控えていた女官達がそろそろと立ちあがる。

「斎王尚侍？」

「東宮様、いかがなさいました？」

　遠慮がちな女官の問いかけを無視して、明槻は塔子を横抱きにして立ちあがった。

　女官達の間にいっせいにどよめきが起こる。

（ひ～、もう堪かん忍にんして！）

　熊野から数えて三度目の人目もはばからぬ行為に、塔子は心の中で悲鳴をあげる。しかしこうなったら手がつけられないことを、これまでの二度の経験で塔子は理解している。

（こ、こんなことになるんだったら、着替えるんじゃなかった！）

　唐から衣ぎぬ裳もを解いた装しよう束ぞくは、単ひとえの上に三枚の袿うちぎを重ねているように見えるが、実際に袿は中なか陪べ・おめり仕立てと呼ばれる作りの一枚物である。十枚を重ねる唐衣裳であれば、いくら明槻でもやすやすとこんな真ま似ねはできなかっただろうに。

（これからこの人と会うときは、最低でも七枚は袿を重ねておいてやるんだから）

　腹いせまぎれに心の中で今後の決意を固める塔子に、きっぱりと明槻は言った。

「東とう宮ぐう御ご所しよで話を聞きます」

　その言葉を受け、女官の一人が急いで御簾を巻きあげる。誰一人止める気配はなく、それどころか声せい援えんめいたものまで送られている気がする。

　簀子に出ると、すでに釣つり灯どう籠ろうには火が灯ともされていた。壺つぼ庭にわには篝かがり火びが焚たかれ、側そばに立っていた舎人とねりが目を円まるくして簀子を見あげている。

　三度目にしてあらためて思うことだが、こういう場合は本当に目のやり場に困る。おとなしく明槻の顔を見あげているのも癪しやくに障さわるし、かといってあぜんとする観かん衆しゆう（？）と目をあわせることもいたたまれない。人一人抱かかえているとは思えない足取りの明槻は、すぐに昭陽舎につながる渡わた殿どのにたどり着いた。

「明槻様………」

　聞き覚えのある声音に顔をむけると、渡殿の先に直霧が立っていた。

　彼の姿を見るなり、塔子は身を乗り出すようにして叫んだ。

「ちょうどよかった、直霧さん。あなたの口から二の宮様がしたことを、東宮様に説明してちょうだい」

　自分が説明をして変な疑いを持たれるより、直霧に言ってもらったほうが明槻も納得するだろうと思ったのだ。

「二の宮様？」

　怪け訝げんそうにつぶやいたあと、直霧はなにかに気づいたように小さくうなずいた。

　おおよその事態を察さつしたのか、特に追及もせずいつも以上に冷ややかに告つげる。

「分かりました。ですがその前に明槻様。法皇様からの使いが参っております。至急清せい涼りよう殿でんのほうにお越しください」

　そこでいったん言葉を切ると、直霧は明槻に抱かれたままの塔子に目をむける。

「二の宮様の件は、行く途中でお話ししますのでご安心ください」

　法皇の使いに会いに行くのに、このまま塔子を抱えてゆくわけにもいくまい。
















　苦いものを嚙かんだような表情をする明槻をここぞとばかりにせっつくと、彼は一いつ拍ぱくおいてしぶしぶ塔子の身体からだを下ろした。しかしその表情は、まだ少しふてくされている。

　ちょっと可哀想かなと感じているところに、容よう赦しやなく直霧が急せかす。

「さ、お急ぎください」

　法皇の使者相手にこれ以上遅れるわけにもいかず、明槻は清涼殿にむかうべく来た道を引き返していった。彼の背中を見送りながら、塔子は考えた。

（法皇様のお使いって、ひょっとして三の宮様のことかしら？）

　間合いからしてその可能性はある。だとしたらすごく内容が気になるが、まさか盗ぬすみ聞きをするわけにもいかず、諦あきらめて塔子は麗景殿に戻りはじめた。







　前回に引きつづき早々に戻ってきた東宮妃候補を、麗景殿の女官達は脱だつ力りよくしたような表情で出迎えたのだった。
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　翌日、睦む月つき十六日の夜は〈踏とう歌かの節せち会え〉が執とり行われた。縋すが子こは濃こき紫むらさきの唐から衣ぎぬ姿で紫し宸しん殿でんの南みなみ廂びさしまで出しゆつ御ぎよし、塔とう子こを含めた他の女によう官かんも傍そばに控える。簀すの子こ縁べりには親しん王のうや公く卿ぎようが席を得ており、さらに下位の者達は南なん庭ていを囲む回かい廊ろうに並んだ。

　白はく砂さを敷しきつめた南庭では、数十人の舞ぶ妓ぎによる艶あでやかな女おんな踏とう歌かが披ひ露ろうされた。踏歌とは多人数で足を踏み鳴らして拍ひよう子しを取って歌うもので、起き源げんは古代の男女の求きゆう愛あい行事である『歌うた垣がき』ともいわれている。

　雅みやびやかな管かん弦げんにあわせ、冠かんむりをつけた唐から衣ぎぬ裳も姿の舞妓達が優ゆう雅がに動く。

　篝かがり火びと月明かりに照らされた舞い姿は、美しくも幽ゆう玄げんであった。

「きれいですね～」

　うっとりと塔子が漏もらすと、すでに白しろ酒ざけを何杯も飲んでいる縋子が酔よっぱらいとは思えぬほど迅じん速そくに切り返した。

「本当に、今年は去年より美形が多いのではないか？」

　月夜とはいえ夜の御み簾す越しで、しかもそれだけ酔っぱらいながらそんなところまで見えるのかと心の中で塔子が突っこんでいると、とつぜん思い出したように縋子が言った。

「そういえば、あの中にたしか直なお霧ぎりの妹がおるはずじゃぞ」

「え、本当ですか？」

「昨年の五ご節せちの舞まい姫ひめを務つとめておったが、あの騒ぎでそなたは覚えておらぬであろう。兄とはあまり似ず、華はなやかな美形じゃ」

　娘の自じ慢まんでもするように得意げに縋子は語る。昨日会いました、などと言えば理由をいちいち説明しなくてはならないので、塔子は適当にあいづちを打っておいた。

「あの娘は東とう宮ぐうが献けんじた舞妓じゃ。今年は中ちゆう宮ぐうがおらぬゆえ、よけい注目を集めておるであろうのう」

　女踏歌の舞妓は大半が内ない教きよう坊ぼうから出される者達だが、他にも女によ蔵くろう人どが四人と、中宮と東宮がそれぞれに舞妓を献じることになっている。とうぜん今年は中宮が献じる舞妓はいないので、東宮献けん上じようの舞妓に注目が集まる。

　実は宣せん陽よう院いんにも中宮はいなかったのだが、亡なくなった塔子の異い母ぼ姉し・梅うめ壺つぼの女によう御ごと大だい納な言ごんの一いちの姫ひめでもある先の麗れい景けい殿でんの女によう御ごが、張りあうようにして美しい舞妓を献じていたので華やかさには事欠かなかったのだという。

　そのうち縋子が三さん掌侍ないしのじよう相手にくだを巻きはじめたので、ここぞとばかりに塔子は御ご前ぜんから離れて御み簾すに近づいた。御簾の先の殿との方がた達もだいぶん酒が回りはじめているのか、気のあう者同士移動したり、笑い声をあげたりとずいぶん賑わいだしている。

（万ま結ゆさん、どこにいるのかしら？）

　月明かりも篝火も十分だが、御簾を隔へだてているうえに夜間では舞妓の顔まで判別することは難むずかしかった。やはり先ほどの縋子の〝美形〟発言は酔っぱらいの戯たわ言ごとなのだろう。

　諦あきらめて塔子は、南庭からすぐ手前の簀すの子こに視線を戻した。

（やっぱり、三さんの宮みや様は来ていないわよね………）

　簀子を見回すが、それらしき人物は見当たらない。

　小さくため息をついてから、塔子は二にの宮みやのもとに文ふみは届いただろうかと考えた。

　実は今朝、苑その子こと不本意ながら二の宮への礼状を出したのだ。いろいろ誤解を招きかねない相手だが、三の宮の件を訊きいてもらう目的があるので連絡を断たつわけにはいかない。

　明あか槻つきも三の宮と話をすると言っていたが、経けい緯いを考えるとおいそれと本音を漏もらすとは思えなかった。無む官かんのまま留とどめおくつもりはないということを話せば少しは軟なん化かするかもしれないが、仲のよい二の宮が尋ねてくれるというのならそのほうが確実だろう。

　いっぽうで塔子は、三の宮が本気で苑子のことを想っていた場合を考えると途と方ほうに暮れてしまう。苑子のことを思うと三の宮には誠実であってほしいと願うが、苑子の気持ち以外では離り縁えんしたほうがすべてよき方向に流れるからだ。

「───確かに、人ひと目めを惹ひくほどには美しい娘ですね」

　御簾の先で聞こえた声に、塔子はたちまち気け色しきばむ。条件反はん射しやのように身み構がまえ、声がしたほうを確認すると、むこうも気配に気づいたのか同時にひょいとこちらをむく。

　御簾を挟んで斜ななめ先に座っていたのは、左さ近こん衛えの大だい将しようだったのだ。

　彼は塔子の姿を目に留とめると、扇おうぎを口くち許もとにあて楽しげに告つげる。

「おや、どこかで覚えのある香こうだと思ったら」

「香？」

　眉み間けんに皺しわをよせてあからさまに不ふ快かいな声で応おうじると、よりいっそう楽しげに左近衛大将は笑う。

「なにしろ付きあいもずいぶんと長くなりましたからね。あなたの香りもすっかり覚えてしまいましたよ」

　いちいち気持ちの悪い言い方をするな！　そう怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうを塔子は抑おさえた。周りに人がいなければ、間違いなくそうしていた。簀子にいる他の公く卿ぎよう達は、左近衛大将が誰かと話しているのは分かっていても、御簾を隔てているため相手が塔子だとは認にん識しきしていないようだ。

　このまま無視をするのも癪しやくに障さわるので、皮ひ肉にくげに塔子は返した。

「本当に人の世の縁えにしとはままならぬもの。望む縁は蜻かげ蛉ろうの生命いのちのように儚はかなく消え、不本意な縁ほど亀かめの寿じゆ命みようのようにつづくものですわね」

「ええ、思いがけない出会いではありましたが、あなたとの縁は苔こけ生むすように永ながくつづくことになりそうですね」

　どう曲きよつ解かいして受けとめたら、そういう解かい釈しやくになるんだ！　口には出せないので心しん中ちゆうで罵ば倒とうして怒りを抑えていると、とつぜん口調を平淡にして左近衛大将は訊いた。

「ところで尚侍ないしのかみは、あの白い唐衣を着た舞妓をご存じですか？」

　塔子は左近衛大将が扇で示した方向を見た。そういえば先刻、人目を惹くほど美しいとか言っていたから、その舞妓の話だったのだろうか。

「東宮の乳ち兄きよう妹だいだそうですよ」

　塔子が確認する前に、左近衛大将は答えた。

　白の唐衣を着たすらりと背の高い舞妓は、確かに万結であるように見えた。

「ああ、万結さんね」

「おや、ご存じでしたね」

「直……左さ衛え門もんの大だい尉じようの妹でしょ。五節でも舞姫を務めたと聞いているけど」

「公きん達だちの話題を独ひとり占じめにしているようですよ」

　その言葉に、塔子は訝いぶかしい思いで左近衛大将を一いち瞥べつした。

　ただの世間話とも取れるが、左近衛大将が言うからにはなにか別の意図があるような気がしたのだ。この男がなんの意味もなく、明槻の乳兄妹を褒ほめるとは思えない。

　東宮の乳兄妹でそのうえ美少女とあっては、近づきになりたいと願う男は今後山のように出てくるだろう。宣せん陽よう院いんの時代にはその関係から複雑な立場にあった明槻だったが、猶ゆう母ぼである縋子の即そく位いによって重ちよう用ようされることは火を見るよりあきらかとなった。

　そこで塔子はふと思いつく。

　ひょっとしていま大だい内だい裏りは、大きな分ぶん水すい嶺れいにあるのではないのか？　そしてその方向を見極めるために、誰も彼も目を光らせているさなかではないのだろうか？

　塔子はぐっと息を詰め、膝ひざの上でこぶしを握りしめた。

「あなたはどうなの？」

「は？」

　左近衛大将は塔子の問いの意味が、すぐには分からなかったようだ。

「あなたは万結さんに文を出したりしないの？」

　塔子の言葉に、左近衛大将は虚きよを突かれたように黙りこんだ。だがすぐに意図を理解したようで、なるほどとあいづちを打つ。

「まあ美しい娘ではありますが、あの左衛門大尉の妹となると少し考えますねえ」

「そうよね。直霧さんはあなたの本性を知っているのだから、兄としてまともな情があれば絶対に取り次いだりしないわよね」

　相変わらずずけずけと言う塔子に、左近衛大将もいつもどおり平然とかわす。

　そういえばこの男にかんしては、あまり女性の噂うわさを聞いたことがない。身分も地位もあり、癪に障るが頭ず脳のうも容よう姿しも人並み以上だというのに。あんがい身持ちが固いのか、あるいは想像するのも嫌いやだが北の方にとってはよい夫なのかもしれない。

　もちろん自分の身内だけを大切にして、それ以外の者を傷つけることにはまったく頓とん着ちやくしない、そんな郭かつ公こうのような人間が屑くずであることに変わりはないが。

　塔子は扇を使いながら、ふうっとため息をついた。

「なんですか、急にため息をついたりして」

「いや、惜おしいわね。あなただって性格さえよければ完かん璧ぺきな貴き公こう子しなのに」

「人間、ひとつやふたつ欠けつ点てんがあったほうが、可か愛わいらしく思えるものですよ」

「たったひとつの欠点がほかのすべての長所を補おぎなって余あまりあるほどひどいと、そう思う余裕がなくなるものよ」

「ええ、私もあなたと語りあうたびに、頭のよさや姿形の可愛らしさをもってしても補いきれない欠点というものが、女によ人にんにはあるのだと痛つう感かんしますよ」

　いつもの調子でいがみあい、御簾越しに火花を散らしあう。

　やがて左近衛大将は、扇をぱたぱた揺らして怒りを整理するように間をおいた。

「中なかの宮みや様とお会いになったそうですね」

　唐とう突とつな問いに、塔子はわれに返る。

「え、ええ……」

「お気をつけなさい。あの御おん方かたは油ゆ断だんがならない」

　塔子は目を見張った。左近衛大将の口から〝気をつけろ〟などという言葉が出たこともだが、なにより省しよう子こに対する〝油断ならない〟という評価に驚かされたのだ。

　そしてそれだけ衝しよう撃げき的てきなことを告げたにもかかわらず、彼は澄すましたふうに扇を揺らしている。ひょっとして聞きちがえたのかと思う塔子に、まるでその疑いを見抜いたように左近衛大将は言った。

「あの御方は、姪めいを心から入じゆ内だいさせたがっていましたからね」

「だったら恨うらまれるのは、私よりもあなたじゃないの？」

　素早く塔子は切り返した。なにしろ三の宮と苑子を取り次いだのはこの男なのだ。

「ええ、ですからしばらくは気を抜かずに過ごそうと考えています」

「………」

　あっさりと恨まれていることを認められ、塔子は反論の言葉に窮きゆうしてしまう。

　淡たん々たんとしているがけして冷やかしではない声こわ音ねに、塔子は左近衛大将が本気で省子に対して身構えていることを感じ取ったからだ。

　疑うべくもない───中の宮・省子内ない親しん王のうは、本当に油断がならない人物なのだ。

　ぐっと身構えたあと、ふと冷静になって塔子は思う。

　いまさらいろいろ画かく策さくしたところで、苑子の入内はもはやありえない。ならば塔子の立ち位置や今後など、苑子や省子には関係がない。それぐらいのことは、あの聡さとい女性であれば分かっているだろう。

「中の宮様はとても冷静で、怜れい悧りな御方とお見受けしたけれど……」

「あの方の知的で冷静な行動の原げん動どう力りよくは、怨おん念ねんですから」

　穏おだやかならぬ言葉に、塔子はぎくりとする。

　怨念というのは、娘の入内を阻はばまれたことへのものだろうか。だとしたらもっとも恨まれるべき相手は目の前のこの男か、───あるいは三の宮ではないか。

「あなたか三の宮様の身になにかがあったら、中の宮様を疑えってことなの？」

「そうですね、現状ではその可能性は高いでしょう」

　おびえたふうも、悪びれたふうもなく左近衛大将は答えた。開き直りというわけではなく、自分のしたことをきっちりと受けとめているのだ。本当に腹の立つ男にはちがいないが、貴き族ぞくらしからぬ肝きもの太さだけは認めざるをえないだろう。

　いずれにしろ省子の三の宮に対する感情は、考こう慮りよする必要がありそうだ。

　扇を口許にあて思案していると、左近衛大将が「おや」とつぶやいた。

「どうした………」

　目をむけた塔子はあんぐりとする。

　いつの間にか左近衛大将の前に、明槻が立っていたのだ。先ほどまで西側で叔お父じや大叔父にあたる親王達と話をしていたはずだが、東側に移動してきたらしい。

「これはこれは東宮様、熊くま野のではたいそうお世話になりました」

　左近衛大将は一瞬驚いた顔を見せはしたが、すぐにいつもの澄まし顔に戻って頭を下げる。とはいえ内心では腸はらわたが煮え繰り返っているだろう。熊野では明槻にいっぱい食わされたあげく、姦かん計けいの証人ともなる大納言家の家けい司し受ず領りようを手の内に収められてしまったのだから。

「いや、そなたも変わりないようでなによりだ」

　こちらも澄まして告げたあと、明槻はちらりと塔子に目をむける。なにか話があるのだろうかと思っていると、どう判断したのか左近衛大将がすくと立ちあがった。

「やれやれ。お邪じや魔までしょうから、私はこれで退たい散さんしますよ」

　歌うように楽しげに言うと、左近衛大将は立ち去っていった。ぼんやりと後ろ姿を眺めていると、とつぜん御簾がひょいと半分持ちあがる。ぎょっとする塔子の前で、明槻は何食わぬ表情のまま身を屈かがめて中に入ってきた。気を利きかせた女官達がさっと移動して明槻のために場所を空あける。

「忘れないうちに話しておこうと思いまして」

　塔子の横に座り直してから明槻は言った。つまり御簾越しには話しにくい話題ということである。

「なにを？」

　声をひそめて塔子が尋ねると、明槻もさらに声をひそめる。

「三の宮とは、明日の射じや礼らいが終わってから話します」

「───来るかしら？」

　簀子のほうを一いち瞥べつして、塔子は言った。本日の踏歌節会にも来ている気配はない。三の宮の心しん境きようを考えれば来ないことは最初から予測できたし、それは明日の射礼でも同じことだろう。しかし明槻は、心配無用とでもいうように首を横に振った。

「三の宮は、射しや手しゆとして出る予定になっていますから」

「少しは機き嫌げんが直ったのかしら？」

　塔子の言葉に、明槻は苦く笑しよう交じりに答えた。

「三の宮は弓の名めい手しゆで、射礼は久々に自分の面めん目もくをほどこせる場ですからね。彼の性格を考えれば来るでしょう」

　ようするに三の宮は、負けん気と自じ己こ顕けん示じ欲よくが強い人間ということなのだろう。確かにそれは仕事に熱意を持ち、しばし人と対立していたという話と矛む盾じゆんしない性しよう分ぶんだ。

「だったら射礼でいい結果を出して、少しでも機嫌がよくなるといいんだけど」

　やれやれとばかりに塔子が言うと、明槻はぷっと噴き出した。

　塔子はばつが悪いとでもいうように顔を赤らめる。

「そうよね。子供でもあるまいし、そんな単純なことじゃないわよね」

「そうとも言えませんよ。三の宮にはそういう単純な部分がありますからね」

　苦笑交じりだが、あながち冗談ともいえぬ口調で明槻は答える。

　まさかそれだけで水に流すほど簡単でもないだろうが、明槻が告げるつもりである官かん位いへの展望や時間的な経過など、三の宮が機嫌を直しそうな材料はいくつかある。それでなんとかうまくことが進んでくれますように、そう塔子は祈いのらずにはいられなかった。
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　射じや礼らいとは、睦む月つき十七日に行われる弓きゆう術じゆつの行事である。内だい裏りの南に位置する建けん礼れい門もん前の大庭に射しや場じようをしつらえ、各射しや手しゆの所しよ作さも含めた射しや術じゆつを競きそう。射手は親しん王のう以下五位以上の者、並びに六ろく衛え府ふ（それぞれ左右の近この衛え府ふ、衛え門もん府ふ、兵ひよう衛え府ふのこと）の官かん人じん達から選ばれることになっている。かつては豊ぶ楽らく院いんで行われていたが、康こう平へいの火か災さいによる同院の消失で建礼門前で行われるようになったのだという。

　その日の朝、塔とう子こは明あか槻つきに言われて東とう宮ぐう御ご所しよを訪ねた。

　なんでも射礼に塔子を伴ともなうと、公く卿ぎよう達の前で明槻が宣せん言げんしたのだそうだ。

　昨夜そのことが伝わったときの麗れい景けい殿でんは、深夜にも近い時間だというのにいつもの調子でおおいに盛もりあがった。その大方の理由は、東とう宮ぐう様の未来の妃きさきに対する大変なご寵ちよう愛あいだが、かこつけて自分達も射礼を観みに行けるというものもあるようだった。

　輿こしを用意しようとした女によう官かん達を、自分で歩くからと塔子はなんとか説とき伏ふせた。

　塔子のために豪ごう奢しやな唐から衣ぎぬ裳もを選んでいた彼女達はものすごく不ふ服ふくげだったが、自分は尚侍ないしのかみであってまだ女によう御ごではないからと言って納得させたのだ。粗そ忽こつなふるまいで失しつ笑しようされるほうが、鼻につくふるまいで思いあがっていると反感を買うより数倍安心だ。

　切きり袴ばかまに袿うちぎをからげた姿で東宮御所を訪れると、束そく帯たい姿の明槻が官かん服ぷくの褐かち衣え姿の直なお霧ぎりと御み簾すを全開にして話をしていた。女官達を端に控ひかえさせ、塔子は廂ひさしの中央に進んだ。

「おはようございます」

　呼びかけに、直霧は場を譲るため立ちあがろうとした。

「いいわよ、つづけて。まだ、お話があるのでしょう」

「お心遣づかいありがとうございます。ですが挨あい拶さつにお伺いしただけですし、どのみちそろそろ建礼門に行かなくてはなりませんから」

「挨拶？」

「直霧は射礼に参加するんですよ」

　直霧ではなく、明槻が答えた。

「え、本当!?」

　声をはずませる塔子の前で、直霧は「お目め汚よごしになりますが」といつもの調子で淡たん々たんと述のべた。

「では、すみません。こちらもお借りしていきます」

「直霧さん、それなに？」

　目め敏ざとく塔子は、直霧が左ひだり脇わきに抱かかえた手箱に気がついた。借りるというのはこの箱のことか、あるいは中身なのだろうか。

「文ふみです」

　予想外すぎる言葉に、塔子は目をぱちくりさせる。言われてみれば直霧だって二十一歳の若者なのだから、文のやり取りをする女人の一人や二人ぐらいいても不思議ではない。不思議ではないはずなのに、この猛もう烈れつな違い和わ感かんはいったいなんなのだろう。

（ていうかいまの御所は、直霧さんの母親みたいな歳の女官ばかりなんだけど）

　そこまでいかずとも、せいぜい年ねん齢れいの離れた姉というところが精いっぱいだ。だとしたら渋しぶすぎる趣味である。まったくどちらに焦しよう点てんを置いて驚くべきなのか分からない。

「そ、そんな方がいたの？」

「私が出すものでも、もらったものでもありません」

　露ろ骨こつにうろたえだす塔子に、ぴしゃりと直霧は言った。

　御ご座ざで明槻が、必死で笑いを堪こらえつつ言った。

「それは直霧の妹への文ですよ」

「万ま結ゆさん？」

「はい。渡してくれと、同どう僚りようも含めさまざまな方から頼まれまして───」

　珍しく歯切れ悪く答える直霧に、塔子は首を傾かしげた。父親が娘の恋によい顔をしない話はまま聞くが、ひょっとして兄にもそういうことがあるのだろうか？

「直霧さん、万結さんを嫁にやりたくないの？」

「いいえ。むしろ誰かもらってくれないだろうかと、心の底から願っています」

　あながち冗談ともいえぬ口調に、塔子はますます首を傾げてしまう。察さつしたのか、まだ笑いの余よ韻いんを残したまま明槻が言った。

「万結は極きよく端たんな男嫌いで、父親と直霧以外の男はこの世に存在しなくてもいいとさえ言っているそうです。私は乳ち兄きよう妹だいだからか、かろうじて存在を認められていますけどね」

　もちろん当人に直接言ったわけではないだろうが、東宮に対してとんでもない不ふ遜そんな心持ちである。耳を疑う塔子の前で、直霧は手箱を眺ながめながら渋い表情で言った。

「見た目は悪くないので、こうして文をいただくこともたびたびあるのですが、持って帰ってきたらどうするか分かりますか？」

「どうするの？」

「竈かまどの焚たき付つけにするのです」

「………」

「さすがに心が痛んで………」

　落ちこむというより、沈ちん痛つうな面持ちで直霧は言う。気持ちはよく分かるのだが、先せん刻こくからくすくすと笑いつづけていた明槻がとうとう声をあげて笑いだしたので、反応に大変戸と惑まどってしまう。あきらかに不ふ機き嫌げんな表情になった直霧に、励はげますように塔子は言った。

「でも、そうやってお返事をさしあげないことを繰くり返かえしていたら、そのうち皆諦あきらめるのじゃない？」

　それはそれで誰かに嫁にもらってほしいと願っている直霧からすれば、憂ゆう鬱うつな事じ態たいにちがいない。塔子の言葉をどう受けとめたのか、ようやく笑いやめて明槻は言った。

「いやいや、それが御所の恋愛というものは面めん倒どうくさくて、無視するとかえって思わせぶりに受けとめられ、相手を燃えあがらせることになりかねないのですよ。しかもこういうことを繰り返していると、噂うわさが噂を呼んで男達もやっきになって誰が彼女を射い止とめ───」

「どうしてそんなに楽しそうなのです？」

　饒じよう舌ぜつな明槻の語りを、ぴしゃりと直霧は遮さえぎった。いつもにも増しての冷ややかな物言いに明槻はさっと口をつぐんだが、すっかりふてくされた直霧は手箱を抱かかえて出て行ってしまった。

「直霧さん。射礼で調子を悪くしなければいいけど」

　彼の姿が見えなくなったあとも、妻つま戸どのほうを眺めたまま塔子は言った。

「お遊びの部分もありますから、そう真ま面じ目めに受け取らなくてもいいですよ」

「でも直霧さんが下へ手たな成績を残せば、あなたの沽こ券けんにかかわってくるのじゃない？」

　気き負おわず楽にやってくれるのが理想だとは思うが、現実問題そうはいかないだろう。

　不安げな顔をする塔子に、明槻は吞のん気きな口調で言う。

「確かにそういう部分はありますが、よほどひどい結果にでもならないかぎり、みな酒が入っていますから気にしませんよ」

　そこで明槻はいったん言葉を切り、やけに自信ありげな口調で言った。

「そもそも直霧の精神力は、そんな柔やわではありませんからね」
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　内だい裏りの南門である建けん礼れい門もんを出ると、そこから先は大だい内だい裏りとなる。

　西の方向には官かん吏り達が朝ちよう参さんする朝ちよう堂どう院いんが位置しており、冬晴れの青い空の下、大だい極ごく殿でんの鮮あざやかな緑の瓦かわらを葺ふいた大屋根は海を行く船のように見えた。

　大庭には巨大な幄あくの屋や（布で覆おおった仮小屋）が張られ、すでに大勢の人々が集まっていた。正面の射しや場じようには腕の長さほどの的が、南北方向に二つ並んで用意されている。

　塔とう子こは明あか槻つきについて、軟ぜ障じようを張った一角に入った。中では蓆むしろを敷しいた上に胡床あぐらと台だい盤ばんを並べて席が作ってある。腰を下ろしてから被かぶっていた虫のたれ衣ぎぬのついた笠かさを外すと、衵あこめ扇おうぎを広げて鼻の下にかざした。

　軟障の内も几き帳ちようにより仕切られており、隣には式しき部ぶ卿きようの宮みやと兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやが席を得ていた。

「おお、東とう宮ぐう。おいでになられましたな」

　几帳の先から顔を突き出した兵部卿宮に、明槻は愛あい想そよく言葉を返す。

「叔お父じ上うえ達、早くおいでになられていたのですか？」

「いや、先ほど来たばかりですよ」

　兵部卿宮の横から、よく似た顔をした式部卿宮が答える。実はこの二人は双ふた子ごだった。

　京きよう極ごく院いんの息子むすこで、明槻と塔子にとって叔父にあたる人達である。男女程ではなくても、一般的にあまり好かれぬ双子だが、豪ごう快かいな気き性しようの父親の庇ひ護ごの下、なんの不自由もなく過ごしてきたのだという。

「それにしても、東宮。本当に斎さい王おう尚侍ないしのかみをお連れになられたのですな」

「片かた時ときも離さぬご寵ちよう愛あいぶりという噂うわさは、どうやらまことのようですなあ」

　冷やかすような親しん王のう達の言葉にあぜんとする。しかも大変なご寵愛ぶりに加えて、また妙みような語ご録ろく（？）が増えている。

（どうしてそんなことになるのよ？　ここ三日間で、この人といた時間は多分二ふた刻こくもないと思うんだけど）

　塔子は首を傾かしげるが、その二刻がすべて人前で恥ずかしげもなくされた行為であることは失しつ念ねんしていた。

　そのあとも明槻は二人の叔父達となにやら話していた。塔子は彼等を間近で見たのはほとんどはじめてだったが、縋すが子こ以外に明槻にここまで親しく話せる親しん戚せきがいるとは思っていなかった。複雑な出しゆつ生せいや父・宣せん陽よう院いんとのぎこちない関係から、ほとんどの皇こう族ぞくは彼との距離を測はかりかねているように聞いていたからだ。

　色好みの京極院は、たいそうな数の女によ人にんを抱かかえて子供も多数もうけた。しかし身分が高い妃きさきは、縋子と宣陽院の母である摂せつ関かん家けの娘と高たか槻つき親しん王のうの母である皇こう女じよの二人だけで、他は中流貴き族ぞくから中には白しら拍びよう子しのように、本来であれば御ご所しよに近づく術すべもない女人もいたのだという。そのような理由で京極院には、皇族として扱われていない子供も複数いるというのだ。

　京極院の艶えん聞ぶんはさておき、そんな話を聞くたびに塔子は、母親の身分や後うしろ盾だての重要性を思い知らされてしまう。

　もちろん身分の高い母を持つことが、子供の幸せだとは思っていない。それどころか母の身分の高さから宮きゆう中ちゆうで重要な地位を与えられた父と宣陽院のその後を考えると、むしろ不幸の源みなもとにもなりうるのではとさえ考えてしまう。

　とはいえ塔子は自分に後ろ盾がないことを承しよう知ちのうえで東宮妃になることを望んだのだから、いまさら悩んでもしかたがない。将来の不安があるからこそ、なんとか方法を考えなければならない。後ろ盾がないのならそのぶん知ち恵えをしぼってみせると、熊くま野ので明槻にも宣せん言げんしたのだから。

　そこで塔子はふと思いついた。ひょっとして三さんの宮みやも、そういう気持ちだったのではないのだろうか。彼は才さい長たけて、仕事も熱心だったという。ならば自分の将来についてもなんらかの道を考えていただろう。

　塔子が物思いにふけっていると、とつぜん鉦かねが鳴り響いた。

　東宮到着を受けた合図の鉦で、控えていた射手達が次々に入場してきていた。

　全員が揃そろったところで、兵部省の官かん吏りが射手の名を呼ぶ。射礼は身分の高い者から射ることになっているので、とうぜん三の宮は一番手だ。

　見ると射しや位い（弓を射る位置）に、袍ほうの片袖を脱いだ三の宮が入ったところだった。

　ぴんと背筋を伸ばした姿し勢せいと勝ち気な少年のような表情が、弓ゆみを持つたたずまいをより凜り々りしく際きわ立だたせる。通常であれば女官達がうっとり見み惚とれるところだろうが、現状が現状だけに、彼に集まる視線もなんとなくぎこちないように感じてしまう。

　しかし三の宮はそんなこと意いにも介かいさぬよう、冷静な表情で矢を番つがえ、右手で弦つるを引きしぼった。その姿勢のまま黒目の勝まさる大きな目で、じっと的をにらみつける。

　それはひどく長い間だった。人々は固かた唾ずを吞のんで見守り、射場にはただならぬ緊きん張ちようがただよっていた。きりきりと音が聞こえてきそうなほどに張りつめた弦から、一気に矢が放たれる。一陣の風が起き、矢は鋭するどい音をたて的の中央に深々と突つき刺ささった。

「中ちゆう白じろ」

　判はん者じやが声をあげ、いっせいにどよめきが起こる。中白とは中心の白丸のことである。

　つづけて射られた矢も、同じく中白。どよめきがさらに大きくなる。

「お見事でございます」

「二に射しやつづけて中白とは、文ぶん武ぶ二に道どうの誉ほまれ高き御おん方かただけございますな」

「所しよ作さの優ゆう雅がさといい、矢の正確さといい、さすが宮様のご風ふう格かく」

　数々の称しよう賛さんに三の宮はあいづちを打つ程度でいろいろは言わなかったが、かすかにほころんだ口くち許もとは微笑ほほえみを抑おさえきれずにいるように見えた。

　このまま機き嫌げんよく終わってくれればよいのだが、などと考えつつ塔子は明槻に尋ねる。

「話をすることは、三の宮様はもう了りよう解かいなさっているの？」

「ええ。射礼が終わったら、東とう宮ぐう御ご所しよに来るように伝えています」

　答えを聞いてちょっとほっとした。実は明槻が一方的に話すことを決め、三の宮に打だ診しんをしていない可能性も考えていたのだ。基本的に他人に対する気配りを忘れない人だとは思うのだが、時折驚くほど強引な部分があるからだ。

　三の宮が退しりぞき、次の者が射位に入る。もうひとつの的も同じように射手が入れ替わる。

　射手は決められた本数の矢を射て、的中させられなければその場で失しつ格かくとなる。中白にあてなくても的にあたれば合格である。所作も含めて総合的な射しや技ぎを判はん断だんし、優すぐれた射手は禄ろくを賜たまわるのである。

　冬場の澄すんだ空気を切って、矢が的に突き刺さる音は爽そう快かいだった。日ごろは屋内で物静かにしている公く卿ぎよう達も、青空の下での競技観かん覧らんとあっていつもより活かつ気きをおびている。女官達がどう思うかは知らないが、塔子にとってはむしろこちらの空気のほうが好ましい。

　五位以上の射手が射終えると、次は六ろく衛え府ふの者達となる。

「あ、直霧さんだわ」

　六衛府の武ぶ官かん達が半分ほど射終えたころ、南側の射位に直霧が入った。

　背筋をぴんと伸ばした姿は、遠目でもすぐに彼だと分かる。余計なものをすべて削そぎ落おとしたかのような所作は、御所の作法からすれば〝優雅さに欠ける〟となるのかもしれないが、塔子はきびきびとした感じが好きだった。

　直霧は慣れた所作で矢を番え、一瞬の間をおいただけでさっと矢を放った。三の宮がかなり長い間集中し、衆しゆう目もくを集めていたのとはずいぶんと対照的だ。

　しかし矢は同じ場所にあたった。

「中白」

　判者の声につづけて二射目が同じように淡々と放たれる。こちらも同じく中白だが、あまりにもあっさりと射られたためか、結果のわりには盛りあがりに欠ける。

「草ぞう履りを履はくみたいに簡単に、真ん中に的中させるのね」

　物足りないかのように塔子が漏もらすと、隣席で明槻がぷっと噴き出す。

「作法には適かなっているのですが、基本的に演出をまったく考えていませんね」

「演出って……」

　射術ってそういうものなのかと、なかばあきれつつ塔子はつぶやいた。

「あの者は、東宮の乳ち兄きよう弟だいでしたね」

　しばらく黙っていた兵部卿宮が、ふたたび几き帳ちようのむこうから声をかけた。

　こんなところでのん気にしているが、射礼は兵部省管かん轄かつの行事なので、実は彼は上しよう卿けい（最高責任者）で判者の一人でもある。

「はい、左さ衛え門もんの大だい尉じようです」

「妹殿がたいそう美しいと評判になっておりますなあ」

「……あ、そのようですね」

「五ご節せちのときから評判になっておりまして。実は何度か文を出してみたのですが、残念ながらなしのつぶてでしてねえ」

「………」

「それであの者、左衛門大尉に尋ねてみたのですが、五節以来あまりにもいただく文が多くなって、どなたにお返事を書くべきか考えあぐねているとのことでした」

　塔子は額を押さえた。直霧ははぐらかしたつもりかもしれないが、それではかえって男達を燃えあがらせるだけではないか。同じことを思ったのか、明槻も頭ず痛つうを堪こらえるような表情をしている。

「しかしそう出られると、こちらも燃えてくるもの。源げん氏じ物もの語がたりの〝雨あま夜よの品しな定さだめ〟ではありませんが、中流の女人にこそ、これはと思うような手ごたえのある者がいるというのは本当の話でございますな」

「そ、そうですか」

　もはや苦笑いすらできなくなったのか、明槻は苦しまぎれにあいづちを打っていた。

「こうなったら男の沽こ券けんにかけて、かの娘の心を打つ歌を詠よんでみせますよ」

　多少酒が回っているのかもしれないが、やけに自信満々に兵部卿宮は語る。

　だけどごめんなさい。その文はきっと竈かまどの焚たき付つけになるんですよ。自分が謝る必要はないのだが、なぜか心の中で詫わびてしまう塔子であった。

（それにしても、この人こんな調子で判者なんてできるのかしら？）

　次第に滑かつ舌ぜつが悪くなりはじめた兵部卿宮を、塔子は不安げに眺めた。弟の式部卿宮に勧すすめられるまま盃さかずきを傾かたむけている。一応射礼そのものには目をむけているようだが、とろんとした目つきはあきらかな酔っぱらいのそれである。

　それでも全員が射終え、優れた射技を評された者が四人残った。三の宮と直霧の他、四し位いの参さん議ぎと帯たて刀わきの舎人とねりという顔ぶれで、これで今年の射礼は終わりかと思われた。

「しかし負けず劣おとらず優れた射手が、四人仲よく横並びでは面白くありませぬな」

　唐とう突とつに兵部卿宮が言った。面白いも面白くもないも、あなたがそういう判定をしたうちの一人ではないかと、不満半分に塔子は思う。

「いかがですか。このさい『近ちか寄よせ』でもっとも優れた射手を決めるというのは」

　兵部卿宮の思いがけない提案に人々がざわつきだす。つまりこの四人で勝負をさせ、はっきりと順位をつけようというのだ。

「しかしそれは───」

「面白い、やりましょう」

　真っ先に応じたのは三の宮だった。挑いどむような口調に、それまで躊躇ためらっていた人々がいっせいに声をあげる。

「さすが三の宮様、勇いさましい」

「これは楽しみなことになりましたな」

「なにしろ、いずれ劣らぬ射術の持ち主ばかり」

「どのような結果になりますことやら、見当がつきませぬな」

　賭かけ事ごとでもするかのように人々が盛りあがる中、忌いま々いましげに明槻が漏らした。

「面めん倒どうなことを………」

　塔子は驚いて彼の横顔を見たが、明槻には聞かれたという認にん識しきがないようだった。

　だがいまの言葉で、塔子は思いついた。

　これほど身分差がはっきりしている四人を同じ線上に並べて勝負をさせることは、はたしてよくあることなのだろうか？　このような場合上しよう卿けいの立場にある者としては、身分の高い者に花を持たせることが一般的ではないのか。

　かすかな懸け念ねんとともに、塔子は射場を見つめる。

　三の宮が了りよう解かいしたからには、他の三人も断ことわるわけにはいかなかった。四人は兵部卿宮が提案した『近寄せ』で優ゆう劣れつを競きそうことになった。これまでは的に矢をあてればそれで合格だったが、今度は的の中央に近い部分にあてた者が勝ちとなる。一本勝負となり、外した者はその場で敗はい退たいである。

　三の宮と参議が先に射て、次に直霧と舎人が射ることになった。

　さすが実力者ばかりとあって、一いち巡じゆん、二巡と四人全員が『中白』に的中させた。

　三巡目も全員的中させたとき、大庭に緊きん迫ぱくした空気が張りつめだした。世間話の傍かたわら眺めていた者達も、いつしか真剣な表情で見入っている。

　塔子も固唾を吞んで、勝負の行く末を見守る。

　四巡目に入り、ついに参議が失しつ的てき（的を外すこと）した。

「あ～～惜おしい！」

　幄あくの屋やに座していた公卿が声をあげる。しかし当人は悔しげながらも安あん堵どしたような表情で席に戻っていき、他の射手達から健けん闘とうを称えられている。

　次いで射位に入った直霧と帯刀舎人は、堅けん実じつに中白を射る。

　五巡目。ついに帯刀舎人が失的し、勝負は三の宮と直霧の二人に絞られる。

　的は南北二つあるが、身分差から同時に射ることは避さけ、北の的を使う三の宮が先に矢を番える。

　六巡目も三の宮の矢は中白を射たが、突き刺さる音が弱いように塔子には聞こえた。

　次いで直霧が放った矢は、深々と突き刺さって南の的を二つに割った。終しゆう盤ばんにきて見せた力強さに、人々はいっせいにどよめく。塔子もつくづく感心した。けして屈くつ強きようには見えない。どちらかというと細身の直霧のどこにこんな力があるのだろうと不思議に思う。

　七巡目に入ったとき、三の宮はやけに長く構えていた。どうしたのだろうと訝いぶかしく思っていると、ついに彼は矢を放った。

　どよめきと失しつ意いの声が入り混じって起きる。

　三の宮が放った矢は、中白ではなくそれを囲む黒丸に刺さった。

「一の黒！」

　判者が声をあげ、三の宮の表情が悔しさに歪ゆがむ。

「さすがに疲れてきましたね」

　それまで黙っていた明槻がぽつりとつぶやいた。塔子ははっとして目をむけたが、普段と変わらぬ横顔からその思おも惑わくを読み取ることは難むずかしかった。次いで射位に立つ直霧を見るが、こちらはいつもの無表情でなおのこと真意をうかがうことはできなかった。

　通常であれば、親王である三の宮に勝ちを譲るほうが賢けん明めいだ。

　しかし直霧は官吏であると同時に東宮の乳兄弟でもある。明槻の面メン子ツを考えれば、そう単純に判断できない。それでなくとも苑その子この件で、三の宮は明槻の顔に泥どろを塗ぬったかのように言われている。ここで直霧が三の宮の鼻を明かすことができれば、世間的には東宮が溜りゆう飲いんを下げたようにも受け取れるだろう。逆に考えれば現状で三の宮には、東宮の顔を立てる意志がないことにもなる。

　そもそも慣かん例れいどおり三の宮に花を持たせるつもりがあるのなら、最初から順位を決めようなどと言いださない。作法の評価などどうやったって主しゆ観かん的てきな判断が入ってしまうのだから、それで三の宮を一番の優秀者にしてしまえばよいのだ。

（ひょっとして、兵部卿宮様……）

　塔子は昨日の踏とう歌かのおり、今の状況が権けん勢せい争いの分ぶん水すい嶺れいにあるのではないかと感じた。

　兵部卿宮は素直に三の宮を最優秀者としないことで、明槻の面子が立つように仕向けたのではないのか───あるいは直霧がどう動くかによって、明槻の思惑を探ろうとしたのではないのだろうか。

　人々が固唾を吞む気配が空気を通して伝わってくる。そんな緊迫した空気など意に介さないというように、直霧は淡々と矢を番えて弦を引く。そしてこれまでと同じように、ほんの一瞬で的を定めて矢を放った。

　風を切って飛んだ矢は、深々と的に突き刺さった。

「一の白！」

　歓声とも消沈とも取れるどよめきが起きる。

　一の白とは一の黒を囲む白丸のことで、とうぜん外そと枠わくになる。

「三の宮様だ！」

「おめでとうございます！」

　人々が口々に称賛の言葉をかける中、三の宮はなにが起きたのか分からないような表情をしている。いっぽう淡々とした所作で射位を退いた直霧にも、健闘を称える声がかけられる。見ると兵部卿宮は、安堵とも拍ひよう子し抜ぬけとも取れる表情を浮かべていた。

「いや東宮。素晴らしい部下をお持ちですな」

　興奮を隠さないまま、式部卿宮が言う。

「あ、そうですね。たまにいらっとしますけど」

「は？」

「いえ、こちらの話です」

　ぽろりと漏れた本音らしきものを素早く誤ご魔ま化かすと、明槻はちょっと申し訳なさそうに射場を立ち去る直霧を見送った。
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　射じや礼らいが終わったあと、塔とう子こは一足先に御ご所しよに戻った。白はく熱ねつした競技で大庭は余よ韻いんが冷めずに、とうぶん明あか槻つきは戻れそうもなかったからだ。

　壺つぼ折おりを解いて清せい涼りよう殿でんの西にし廂びさしに入ると、縋すが子こが雪ゆきの掌ないしの侍じようを相手に双すご六ろくに興きようじていた。

　かつての射礼は帝みかどの出しゆつ御ぎよが慣かん例れいであったのだが、豊ぶ楽らく院いんが焼しよう失しつしてからはすっかり立ち消えとなってしまっていた。

「主上おかみ、ただいま……」

「おお塔子、戻ったか」

　賽子さいころを入れた壺を振っていた縋子が、目ざとく顔をあげた。

「どうであったか、射礼は？」

「とても盛せい況きようでした。直なお霧ぎりさんと三さんの宮みや様が最後まで競って勝負を決める──」

「ほう。では、優勝は三の宮か」

　塔子が言い終わらないうちに、最初から分かりきったことのように縋子は言った。

　通常であればとうぜん思い至る結果だが、明槻と三の宮の間に起きた経けい緯いを考えれば、はたしてそれで正しかったのだろうかと悩んでしまう。

「よかったのでしょうか？」

　塔子の問いに、縋子はいったん壺を床に置いてから問い返した。

「なにがじゃ？」

「直霧さんが、三の宮様に勝ちを譲ったことが……」

　口に出してから、そのことを確認したわけではなかったことを思い出した。失しつ言げんだったかとひるみかけたが、縋子はさして気にも留とめないふうに答える。

「よいわけがなかろう」

　取りつく島もない物言いに、塔子は気け圧おされる。やはり三の宮への縋子の怒りは、相当なもののようだ。そして彼女よりもさらに、京きよう極ごく院いんが立りつ腹ぷくしているというのだ。

　篤あつ子こと苑その子この顔が同時に思い浮かび、塔子は憂ゆう鬱うつになる。

「しかし直霧がそうしたのなら、必ず東とう宮ぐうの意向が入っておろうからな」

　打って変わってあっさりとした縋子の言葉に、塔子は〝え？〟と短く声をあげる。

　縋子はなにも言わず、賽子が入った壺をふたたび手に取った。むっつりとした表情から察さつするに、地味に機き嫌げんが悪そうである。

「報告、ご苦労であった。そなたも本日は疲れておろう。下がってよいぞ」

「あ、は、はい」

　ぺこりと頭を下げると、塔子は急いで退たい出しゆつした。外に出ると釣つり灯どう籠ろうにはすでに火が灯ともされ、ところどころに朱しゆを残す瑠る璃り色いろの空には一番星が輝いていた。

（明槻、戻っているかな？）

　三の宮に東とう宮ぐう御ご所しよに来るように伝えたと言っていたが、射礼のあとの賑にぎわいはもう落ち着いたのだろうか？　だとしたらすでに話しあいをはじめているかもしれない。いっそ使いを出して様子をうかがってみようかと、簀すの子こを進みながら塔子は考えていた。

　弘こ徽き殿でんと麗れい景けい殿でんをつなぐ透すき渡わた殿どのを、中ほどまで来たときだった。

　麗景殿のほうから白はく砂さを踏みしだく忙せわしげな音がして、塔子は庭を見下ろした。やがて薄暗い空間に濃こい人影が浮かびあがる。次第に近づいてきたその人物は直霧だった。

「どうしたの、直霧さん」

　声をかけると、直霧ははじめて塔子の存在に気づいたように顔をあげた。

「東宮様は？」

「お戻りになられる予定だったのですが、叔お父じ宮みや様方に捉つかまってしまわれて……」

　直霧の言葉に、塔子は隣に座っていた双ふた子ごの宮を思い出した。

「じゃあ、三の宮様は？」

「そのことを東宮御所の女によう官かんに伝えにきたのです。明槻様が不在のおりに三の宮様がとつぜんおいでになられたら、皆混こん乱らんするでしょうから」

　昭しよう陽よう舎しやの方向を見ながら直霧が言ったときだ。白砂を踏みしだく音が、ふたたび聞こえてきた。塔子と直霧は申しあわせたように口をつぐむ。人に聞かれてまずいことを話しているわけではないが、好んで聞かれたい内容ではけしてない。

「誰？」

　独ひとり言ごとのように塔子が問いかけると、ぴたりと足音がやんだ。

　目を凝こらすと、少し先の松の古木の横に人影が浮かんでいる。むこうもこちらのようすをうかがっているのか、じっとたたずんだままだ。

「どなた様でしょうか？」

　警けい戒かいするような表情を浮かべはしたが、躊ちゆう躇ちよなく直霧は問うた。

　一瞬の間のあと、ざりざりと白砂を踏む大きな音が近づいてきた。殿でん舎しやからの明かりに照らされてあきらかになった姿に、塔子はぎょっとする。

　三の宮だった。

　明槻に呼ばれているのだから、とうぜん御所にいても不思議ではない。しかし肝かん心じんの明槻がまだ戻ってきていない。

「直霧さん、急いで東宮御所───」

「承しよう知ちしておりますが、その前にふりでもいいから扇おうぎくらいは広げてください」

　もはや義ぎ理りとしか思えないほど投げやりにつけられた注文に、塔子は麗景殿に扇を忘れてきたことに気づいた。衵あこめ扇おうぎはかさばるので、使わないときはかなり邪じや魔まなのだ。

「ごめんなさい、忘れてきちゃった」

「は？」

　耳を疑うような声を直霧があげたときだ。

「これは、このようなところで顔をあわせるとは───」

　やけに高い声で三の宮が叫んだ。しかし塔子は、その言葉が自分に告つげられたものなのか直霧に告げられたものなのか分からずにいた。同じことで悩んだのか、直霧も黙ったままでいる。

　三の宮は大おお股またでこちらに近づいてきて、身み丈たけほどの距離を取って立ち止まった。

　塔子は簀子に立ったまま三の宮を見下ろした。対して三の宮は、塔子ではなく直霧のほうにだけ目をむけていた。三の宮が感情を隠そうとしてかぶった面は、まるで薄うす様ようのように柔やわだった。作り笑いを浮かべた表情の下には、屈くつ辱じよくの怒りが見え隠れしている。

　次いで塔子は直霧のほうを一いち瞥べつしたが、彼はいつものように無表情のまま三の宮の視線を受けとめていた。いつもと同じで彼は落ち着いている。そのことを確認してから、塔子はあらためて口を開く。

「こんばんは。本日の射礼は素晴らしいご活かつ躍やくをされましたね」

　塔子の挨あい拶さつに、三の宮は虚きよを突かれたような表情をする。彼は直霧しか見ていなかったため、塔子の存在を認識していなかったようだ。

「……斎さい王おう尚侍ないしのかみ？」

　あんのじょう、いまはじめて気づいたように三の宮は問うた。

「はい。先日は粗そ忽こつをいたしまして失礼いたしました」

　別に嫌いや味みのつもりではなかったが、三の宮は露ろ骨こつに気まずげな表情をした。叙じよ位いの日の騒そう動どうは、きっかけを作ったのは塔子だが粗忽をしたのは三の宮の方だ。

「せっかく足を運んでいただきましたが、東宮様はまだお戻りになられてません。よろしければ麗景殿のほうでお待ちになりませんか？　その間に東宮御所のほうに連絡をさせますから」

　それはそれで麗景殿の女官が迷惑するだろうが、塔子はとりあえず直霧をこの場から退ひかせたかった。

「大だい尉じよう。東宮御所のほうに、三の宮様がいらっしゃったことを伝えてきてください」

　塔子の言葉に直霧は意図を察さつしたようにうなずき、その場を立ち去ろうとした。しかしそれより先に、三の宮が一歩踏み出て直霧の腕をつかんだ。

　しまった───塔子は舌した打うちをしたいような気持ちになった。

　もはや薄様で作った柔な面など、三の宮は完全に破ってしまっていた。彼は真正面から直霧をにらみつけ、強い怒ど気きを含んだ声で言った。

「余計な真ま似ねをするな」

　三の宮の激しい怒りがはっきりと伝わり、塔子は冷や水をかけられたかのようにぞくりとする。この場をどう取りつくろうべきかとっさにはなにも考えつかなかったが、ただなんとかしなくてはという思いから声をかける。

「あの、三の………」

「ご気分を悪くなされたのなら、まことに申し訳ございません」

　淡たん々たんとした声こわ音ねに、塔子はすぐに冷静さを取り戻す。見ると直霧が腕をつかまれたまま深々と頭を下げていた。実に彼らしい冷静な対応に、塔子の胸にこみあげていた焦あせりや不安がいくらか治まった。

　いっぽう謝しや罪ざいされた側の三の宮は、虚きよを突かれたかのようにしばしぽかんとする。こうも潔いさぎよく謝られては、それ以上追及することもできないだろう。やがて彼はひどく気まずげな表情で、直霧の腕を離した。

　いったん治まりはしたが、塔子はひどく焦っていた。三の宮の顔を立てるつもりだった直霧の行動は、どうやら完全に裏目に出てしまっているようだ。

　かといって直霧が実力どおりに矢を射て勝っていたのなら、それはそれで穏おだやかな事態にはならなかったはずだ。そもそも今回は直霧が明槻の乳ち兄きよう弟だいということで事情が複雑になっただけで、本来であれば目め下したの者が勝ちを譲ることなどしごく一般的なことだ。もともと身分差がある中で行われた勝負に完全な実力勝負など望むべくもなく、ようするに三の宮の態度がおとなげないだけなのだ。

（───なんて、正直には言えないわよね）

　口に出してすべてあげつらねたい衝しよう動どうをひとまず抑え、塔子は現実に目をむける。

「左さ衛え門もんの大だい尉じよう。早く東宮御所に行ってください」

　もう一度同じ言葉を塔子は繰くり返かえした。なにはともあれ三の宮が反論できないでいるうちに、直霧をこの場から退たい散さんさせようと思ったのだ。

　三の宮ははっきりと険しい表情で塔子をねめつけた。子供っぽい反応に臆おくしまではしなかったが、このあとのことを考えて一気に憂鬱になった。

（ごめんなさい。三の宮様のご機嫌を、いっぱいいっぱい損そこねちゃいました！）

　いま目の前に明槻がいたら、土ど下げ座ざをしているかもしれない。それぐらいの勢いきおいで申し訳なく塔子は思っていた。

　直霧は後ろ足で一歩下がり、三の宮にむかって黙もく礼れいした。下へ手たになにか言っては機嫌をさらに損ねるだけだし、かといってまったく無視できる相手でもなかった。

　しかしこのふるまいが、かえって三の宮の勘かん気きに触れてしまったようだ。

　頰ほおにさっと朱しゆ線せんを走らせた三の宮は、手にしていた扇を腹いせのように地面に叩きつけた。扇は白砂をはね、そのうちの一つがよりによって直霧のこめかみにぶつかった。

「あ！」

　声をあげたのは塔子だった。当の直霧はうめき声もあげず、顔をしかめて石があたったあたりを手で押さえた。程なくして彼が手を離したとき、こめかみの少し上あたりから糸を引いたように一ひと筋すじの血が流れているのが見えた。

　塔子は悲鳴のような声をあげる。

「だ、大丈夫!?」

「大丈夫です。この手の傷きずは、しばらく押さえていれば血は止まりますから」

　こんなときでも冷静に切り返し、直霧は手しゆ巾きんで傷口を押さえつけた。そういえばよほど大きな傷でもなければ、圧あつ迫ぱくで血は止まるものだと熊くま野の別べつ当とう・範のり康やすが言っていた。

　対して三の宮は、自分が感情でしでかした結果に呆然と立ち尽くしていた。

　けれど塔子にそんな三の宮の心しん境きようを考える余裕などなかった。えいやとばかりに高こう欄らんを乗り越えると、足た袋び裸足はだしのまま庭に下りた。階きざはしを使うには麗れい景けい殿でんか弘こ徽き殿でんの簀子まで行かなくてはならなかったのだ。

　もちろんだからといって、ならばとうぜんですませられる行為ではない。

　未来の東宮妃がやらかした信じられない行動に、三の宮はもちろん、彼女の奇き矯きようなふるまいにわりと慣れているはずの直霧も目を疑うような表情をした。だがそんな視線も、睦む月つきの冷たい地面も、裾の長い袿うちぎも気にならないほど塔子は怒っていた。

　彼女は三の宮のそばに歩みより、彼の目の前に仁に王おう立だちをする。

「なんてことをするのよ！」

　久しぶりに塔子は、人ひと目めもはばからず誰かを怒ど鳴なりつけた。

　いくら元気がよくても短気なわけではないから、熊くま野のでだってそうそう人を怒鳴りつけるようなことはしていなかった。ましてやここは恐れ多くも御所である。怒る相手といえば、せいぜい左さ近こん衛えの大だい将しようぐらいしかいなかったのだ。

　しかし直霧の額から流れる血を見た瞬しゆん間かん、頭の中が爆はぜたようになった。

　子供のころ仲のよかった女友達が男の子に泣かされたのを見て、怒りのあまり青あお大だい将しようを放り投げたときと同じ感覚だった。長い蛇へびをつかんだ恐怖にあとからぞっとなったが、そのときは間違いなく怖くなかったのだ。

「自分がなにをやったのか分かっているの！」

　もう一回、塔子は怒鳴りつけた。しかし三の宮は、目の前でなにが起こっているのか分からないような表情をしている。彼の生おい立たちを考えれば、同じ年ごろの女によ人にんに怒鳴られるという経験はなかったのかもしれない。そもそも彼の周りに、人を怒鳴りつけるような女人は年ねん齢れいを問わず存在しなかっただろう。

　返事ができないでいる三の宮に、塔子はさらに詰めよる。

「分からないなら言ってあげましょうか？　あなたが癇かん癪しやくを起こして投げた扇が石をはねて、それがぶつかって直霧さんが怪け我がをしたのよ！」

　一いち目もく瞭りよう然ぜんのことを指摘されても、三の宮はまだ反応できないでいる。

　塔子はこぶしを握りしめ、ぎんっと三の宮をにらみつけた。

「あ、あなたこそ………」

　かろうじて三の宮は切り出した。

「あなたこそ、自分がなにをやっているのか分かっているのですか？」

「人に怪我をさせたくせに、するべきこともできない人に怒っているのよ！」

　そのするべきことを必要ないと考えるような人間であれば、そんな屑くずになにを言っても意味がない。だけど三の宮はそういう人間ではない。清涼殿で押し倒されたとき、彼はすぐに〝大丈夫か〟と訊きいてきた。それなのにいまは意地や沽こ券けんにこだわるあまり、人としてあたりまえのことを守れないでいるのだ。

　そのとき南のほうから、また砂を割る足音が聞こえてきた。

　松の古木のむこうから姿を見せたのは明槻だった。彼は庭で繰り広げられる目を疑うような光景に、束そく帯たい姿で息を切らしたまま立ち尽くしている。

　しばしの間をおいて、明槻は気を取り直したように問うた。

「ど、どうしたのですか？」

「直霧さんが、三の宮様のせいで怪我をしたんです！」

　ひるむことなく塔子は答えたが、決定的に前後の説明が不足していた。

　しかし怪我という言葉に、明槻は〝え〟と声をあげて直霧に目をむける。そして彼が額を手巾で押さえていることに気づくと、ぎゅっと眉まゆをよせた。

「どういうことだ？」

「石がはねただけです。たいしたことはありませんから」

　平静な直霧の即答に、塔子ははっとわれに返る。

（そ、そうだ。このあと三の宮様と話しあわなきゃいけなかったんだ！）

　いちばん腸はらわたが煮え繰り返っているはずの直霧が冷静なのは、多分に彼の性格も大きいだろうが、このあとの話しあいを考こう慮りよして三の宮をこれ以上刺し激げきしてはならないと思っているからだろう。逆に言えばここで直霧が下した手でに出ていたのだから、三の宮も良りよう心しんの呵か責しやくからおとなしく明槻の言うことを聞いたかもしれなかったのに───。

（や、やっちゃった………）

　さっと青ざめる塔子の前で、明槻は直霧に言った。

「すぐに東宮御所に行って、手当てをしてくるんだ」

「いえ、大丈夫です」

「行くんだ」

　有う無むを言わさぬ声音に直霧は口をつぐんだ。やがて彼は観かん念ねんしたようにうなずき、そして誰にともなく一礼すると踵きびすを返して立ち去っていった。

　直霧の姿が前せん栽ざいの陰に隠れてしまうと、明槻は塔子の傍そばに歩みよった。

「叫び声がしたから来てみたら………」

　そこで明槻はちらりと塔子の足元を見下ろし、大きなため息をついた。釣つり灯どう籠ろうの明かりに照らされ、暗くら闇やみの中に白い足袋裸足が浮かびあがっていた。

「本当にもう、あなたという人は」

「す、すみません」

　消え入りたいような気持ちで、塔子は身をすくめた。

「こんな寒い日に、風か邪ぜをひきますよ」

　言うなり明槻は塔子の身体からだを抱かかえあげ、すぐ先の高欄の上に座らせた。

　あまりに素早い動作で、一瞬なにが起きたのか分からなかった。だから事態を理解したときには、すでに足をぶらぶらさせて座らされていた。無む念ねんなことに、今回もまとっている衣ころもの枚数は少なかった。

「危ないから早く、渡わた殿どののほうに下りてください」

　どうということもないように明槻が言うので、塔子はわたわたしながら渡殿に下りた。

　そこまできっちり確認してから、明槻はようやく三の宮のほうにむき直った。

「なにか言いたいことはあるか？　そうでないのなら、あとで直霧から話を聞くぞ」

「別にありません。あの者であれば、今度も私に花を持たせてくれるでしょうから」

　あからさまにふてくされた物言いに、明槻は落ち着いた口調で返す。

「だから怪我をさせてよいということではなかろう？」

　子供でも分かる指摘に、三の宮は唇くちびるを嚙かんだまま反論しなかった。

（まずい。すっかり意地になってしまっている）

　塔子は途と方ほうに暮くれた。直霧に怪我をさせたことを庇かばうつもりは毛もう頭とうないが、このままではこじれるばかりである。それに三の宮が意い固こ地じになる原因の三分の一くらいは自分かもしれないと、いたく反省もしていた。

　返事をしない三の宮をどう思ったのか、明槻はしばらくなにも言わない。おたがいに競うように口をつぐんでいたので、あたりは静まり返っていた。

　そうして沈黙をつづけたあげく、ついに諦あきらめたように明槻が口を開く。

「大だい納な言ごん家けの二の姫とは、どうなっているんだ」

「そちらの仰おおせのままにいたしますよ」

「私は別にそなたになにか命めいじるつもりはない。そなたがどうしたいのか、あるいはどうするつもりなのかを訊いているだけだが」

　あくまでも理り論ろん的てき、かつ冷静に明槻は返す。

「───いまさら」

　三の宮は鋭するどい声をあげかけたが、さすがに思い直したように口をつぐんだ。

　そして感情を整理するように間をおき、口くち許もとに皮ひ肉にくっぽい笑みを浮かべて返す。

「いくら私でも、これ以上爺じじ様……治ち天てんの君きみのご機嫌を損ねるつもりはありませんよ。それにそのほうがすべて丸く収まりますしね」

　離り縁えんをはっきりと匂におわせた言葉に、塔子はカッとする。父親としての責任をどう考えているのかと問いつめてやりたかったが、下手にそんなものを抱いだかないほうがすべて丸く収まるという現実を思い出し、ぐっと怒りを堪こらえた。もちろん納得はできずに腸は煮え繰り返っている。

（おかしいわよ！　ぜったい、絶対になにか間違っているんだから！）

　しかしこれだけ猛もう烈れつに反発しても、この場所で生きているかぎりは受け入れるしかない。

　その現実が腹立たしくて、塔子はこぶしを震わせた。

「子のことはかまわないのか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうだが予想外の明槻の問いに、塔子の胸からすっと怒りが落ちる。

　同じく予想外だったのか、三の宮は瞳を瞬まばたかせた。

「は？」

「産まれてくる子の父とならなくても、そなたはかまわないのか？」

　子に対しての義ぎ務むや責任を問うのではなく、愛情の有無だけを明槻は問うた。

　三の宮は思いもよらぬことを問われた人のように、あぜんとして明槻を見つめた。まるでこれまでそんなことを考えたこともなかったような反応だ。

「父に……」

　あきらかに狼ろう狽ばいしているように見えた三の宮は、やがて少し落ち着きを取り戻した。

「私は自分が子にとって、大切な存在になれるとは思っておりませんから」

　なにをあたりまえのことを。父親として責任を取るつもりがないのなら、産まれてくる子供が三の宮のことを大切に思うはずがない。そう憤いきどおりかけた塔子だったが、ふと気づく。

　そういえば、二の宮も明槻も口を揃そろえて言っていた。大納言家にとって三の宮は、けして望んだ婿むこではないと。

　それは三の宮が、帝てい位いに即つけない生まれの親王だからだ。

　京きよう極ごく院いんや縋子の機嫌など他にも理由はあるが、最大の理由でもあり、すべての原因となっているものがそれだ。そしてそれは三の宮がいかに努力しようと、彼自身にはどうしようもない事実だった。

（まさか………）

　いきあたった思いに、塔子は息を詰めて三の宮を見た。彼はふてくされた顔のまま、自分の前に立つ明槻をにらみ返している。

　しかし明槻は塔子とはちがい、三の宮の言葉を深い意味のあるものと受けとめなかったようだ。

「大切な存在になるかならないかは、そなた次第だろう。なるつもりがないというのならはなから話にならないが」

　けんもほろろな明槻の言葉に、三の宮は表情を強こわ張ばらせる。二人のやり取りに、塔子はどぎまぎしはじめた。きっと明槻は気づいていないのだ。捨すて鉢ばちな言葉の奥に隠された三の宮の真意に───。

「なるつもりになったところで、どうにもなりません」

　強い口調で三の宮は言い返した。

「どうにもならぬことはない。主上おかみはそなたをこのまま無む官かんにしておくつもりはない」

「そんなこと、いまさらどうでもいいことです。いかに精しよう進じんしようと、更こう衣い腹ばらの私は大切な存在にはなれないのですから」

　ついに出た本音に、塔子は思わず空を仰あおいだ。

　やはりそうだ。三の宮は今回の苑子との結婚で、そのことを痛つう感かんさせられたのだ。

　彼は自分の仕事に熱ねつ意いを持ち、時には人と対立することも辞じさないほど真剣に取り組んでいたのだという。そうして母の身分の低さを跳ね返し、一ひと廉かどの評価を得ていた。

　だがそれらの努力によって積み重ねてきたことが、今回の件ですべて水の泡となってしまった。解かい任にんだけではなく、大納言家から望ましくない婿のように扱あつかわれたことも、三の宮の誇ほこりを傷つけたのだろう。

　先日二の宮と話をしたとき、穏おだやかでそつのないふるまいや発言の中にもどこか斜しやにかまえたような部分を塔子は感じた。きっと二の宮はああやってかまえて、最初からなにも期待せずにいたから穏やかにふるまえたのだ。三の宮のように、時には人と対立することも辞さないほどすべてに真剣に取り組んでいたら、実力や努力に対する理り不ふ尽じんな扱いに対して穏やかにふるまえるはずがない。

　明槻の顔からそれまでのやや不快な色が消え、代わりに戸と惑まどいの表情が浮かんだ。

　塔子は、明槻が三の宮のいまの言葉をどう受けとめたのか想像ができなかった。自分には責せきのない複雑な出しゆつ生せいのためにいろいろと咎とがを背せ負おわされていても、その一いち因いんでもある彼の母は高貴な内ない親しん王のうである。

　塔子は息を詰め、明槻の次の言葉を待った。

　しばしの思案のあと、明槻は慎しん重ちように口を開く。

「更衣殿がそなたの斟しん酌しやくを願い出て、私のところに来たぞ」

　篤あつ子この呼こ称しように、三の宮は驚きをあらわにする。

「母上とお話しになったのですか？」

「即位式の日においでになった。この件で私に斟酌を願うことはさぞ心苦しかっただろうが、あの控ひかえめな人が気の毒なほど真しん摯しに懇こん願がんしてきた」

「あの人は昔から、東宮を気き遣づかうようにとばかり言っていますよ」

　これまでにないほど冷ややかで毒どく々どくしい物言いに、塔子はぎくりとする。明槻も不意打ちを食らったような表情で三の宮を見た。

　そんな反応に手て応ごたえを感じたのか、ここぞとばかり三の宮は畳たたみかける。

「かつての主人と寵ちようを争う形になったことにすっかり恐きよう縮しゆくして、大おお宮みやが亡なくなったあとも、私達は忘れ形がた見みである東宮に非ひ礼れいがないように言われつづけていましたからね。中ちゆう﨟ろうであった時分の性しよう根ねは、入じゆ内だいしてからも消えることはないのですよ」

　これまでの鬱うつ憤ぷんをぶちまけるような勢いで三の宮は語った。最後のほうは、母である篤子を蔑さげすむような物言いにさえなっている。その言いように、塔子は愕がく然ぜんとした。

（こんなに根深かかったなんて───）

　自分の懸け念ねんが、想像以上に三の宮の心に深いしこりを残していることを知った。宮きゆう中ちゆうにおいて母の立場が、これほど子供の心を左右するものだとあらためて思い知らされる。

　いっぽう明槻の表情は、三の宮の剣けん幕まくに比例するようみるみるうちに強張っていった。

「───だから」

　暴ぼう言げんにも近い三の宮の言葉を、ついに明槻は遮った。
















　井戸に石を落としたときのように、その声は一いつ拍ぱくの間をおいてから塔子の耳に響いた。

　静かではあったが、明槻の声は強い怒ど気きを含んでいた。感情のまま気を吐いていた三の宮も、はっとしたように口をつぐんだ。

「だからそなたにとって、更衣殿は大切な存在ではないというのか？」

　押し殺した声で明槻は言った。

「それは…」

　三の宮はなにか反論しかけたようだが、すぐに怒りを思い出したようにぷいと顔をそむけてしまう。明槻は眉み間けんに深い皺しわを刻きざんだ。

「ならば好きなようにしたらいい。別にそなたがいなくても、大納言家であれば子は育つ」

　にべもなく告げられた言葉に、塔子は空を仰いだ。

　最悪すぎる。これでは話す前よりひどい事態になっているではないか。

　確かに三の宮の子供じみた態度はどうにも手をつけられない部分はあるが、そんなことは承しよう知ちしているだろう明槻が、なぜ自分から妥だ協きよう点てんを放り出すような真ま似ねをするのか。

　らしくない。そう、あまりにも彼らしくないのだ。

　訳が分からず、塔子は高欄越しに明槻を見る。彼は突き放すような冷たい眼まな差ざしを三の宮にむけていた。迫はく力りよくに三の宮は気け圧おされかかったが、それでも生せい来らいの気の強さを前に出し、威い嚇かくするようににらみ返した。

「だが、これだけは言っておく」

　低い声で明槻は言った。

「人は男と女の間からしか産まれない。どんな人間にも父がいて母がいる。身分がどうであろうと地位がなんであろうと、人は誰かの子であることからけして逃のがれられない」

　一度も言いあぐねることなく、まるで自じ明めいの理りのように明槻はその言葉を告げた。

　それは、おそらく彼が常つね々づね思っていることなのだろう。そのことに気づいて、塔子は胸がしぼられるような痛みを感じた。

　三の宮は困こん惑わくと反発を交えた複雑な面持ちで明槻を見返していた。それはなにかの答えを求めているようにも見えたし、聞く耳も持たないほど反発しているようにも見えた。

　しかし明槻は、そんな異母弟おとうとの顔など見えていないかのようにすっと踵を返した。そのまま白砂を割るような足音をたてて、東宮御所の方向にむかって歩いて行った。

　塔子ははっとわれに返る。急いで彼のあとを追おうと渡殿を進みかけたが、ふと思いついて足を止める。高欄に手をかけ、その場に立ち尽くす三の宮にむかって告げた。

「苑子様は、宮様のことを本当にお慕したいなさっていますよ」

　三の宮は横よこ面つらを叩かれたように顔をむける。

　塔子は目め配くばせのみでうなずくと、袿の裾をひるがえして渡殿を進んだ。

　一刻も早く、明槻の傍そばに行かなければと思った。


終　
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　こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。

　このたびは『なりゆき斎さい王おう』の第五巻をお求めいただきありがとうございます。

　前巻熊くま野の編で塔とう子こと明あか槻つきももろもろのことに一ひと区く切ぎりをつけ、今回は心しん機き一いつ転てんの「宮きゆう中ちゆう編」となります。宮中編。いい響きですね、いかにも平安物って感じで。しかもそれが五巻目からって、どういう平安恋絵巻なんだよと方々から突っこまれそうですが。

　これまでの不足を補おぎなうかのように、これでもかと雅みやびやか（煩はん雑ざつ？）な宮中儀ぎ式しきを取り入れております。本当は唐風衣装を着た縋すが子こや明槻を書きたかったのですが、あんまり自分の煩ぼん悩のうに忠実過ぎるのもなんですし、塔子のはしゃぎっぷりを書くのも大変そうなので回想シーンに留とどめておきました。




　新章突入ということで、新キャラが月見団だん子ごのようにまとまって出てきます。既刊では不足していた若くて可か愛わいい女の子が二人出てきます。定番のたくましい奥様方ももちろん健在です。イケメン率もかなり高くなっています。実はプロットをたてた段階で、こんなにキャラを出して話がまとまるかなと悩んだのですが、まあなんとかなっておりますのでご安心を。




　凪なぎかすみ様。いつも溜ため息いきが出るような美しいイラストをありがとうございます。作中の衣装を的てき確かくに描写してくださる技量には本当に感かん服ぷくいたしております。新刊が出るたび作家の友人達から「いいな～、凪さん」といつも言われています。

　担当様、毎度お世話になっております。つねに言っている気がしますが、お言葉のひとつひとつが癒いやしです。注意されても担当様からだと心が温かくなりますので、ご指摘の通り私はドＭなのかもしれません。校正様、毎度的てき確かくなご指摘と突っ込みをありがとうございます。これまでの指摘をまとめたら学術書ができるのではとひそかに思っています。

　他にもこの本を作るにあたり尽じん力りよくいただいた大勢の方々、本当にありがとうございます。

　なによりこの本をお求めになってくださった読者の方に感謝の気持ちを述のべて、終わりの言葉とさせていただきます。またお会いできますように。


小田菜摘　
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